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本
紙
「
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
」
は
、
日
本
で
、
国
立
国
会
図

書
館
（
東
京
都
千
代
田
区
永
田
町
１
丁
目
）
と
都
立
中
央

図
書
館
（
港
区
南
麻
布
）
に
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
利
用
者

の
閲
覧
が
可
能
で
す
。
ま
た
東
京
大
学
の
本
郷
と
駒
場
の

両
図
書
館
で
も
閲
覧
が
可
能
で
す
。来

週
号
は
お
休
み
し
ま
す

　

８
月
は
新
聞
発
行
日
の
土
曜

日
が
５
回
あ
る
た
め
、
８
月
30

日
号
は
９
月
６
日
号
と
の
合
併

号
に
な
り
ま
す
。
本
紙
は
月
４

回
発
行
し
て
い
ま
す
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
生
活
プ
レ
ス
社

　

非
営
利
団
体
セ
ン
ト
ラ
ル
パ

ー
ク
管
理
委
員
会
は
12
日
、
同

公
園
内
の
馬
と
馬
車
の
走
行
を

禁
止
す
る
「
ラ
イ
ダ
ー
ズ
」
法

案
を
支
援
す
る
こ
と
を
発
表
し

た
。
観
光
客
向
け
に
１
０
０
年

以
上
の
歴
史
が
あ
る
名
物
馬
車

に
つ
い
て
は
、
動
物
愛
護
の
観

点
や
安
全
性
を
懸
念
し
、
廃
止

を
め
ぐ
り
長
年
議
論
さ
れ
て
い

る
。
同
「
ラ
イ
ダ
ー
ズ
」
法
案

は
Ｎ
Ｙ
市
議
会
に
来
年
６
月
ま

で
に
廃
止
の
決
定
を
求
め
て
い

る
。
こ
れ
ま
で
中
立
の
立
場
を

と
っ
て
き
た
同
委
員
会
が
馬
車

廃
止
条
例
案
に
賛
同
を
示
す
の

は
今
回
が
初
め
て
と
な
る
。

　

同
委
員
会
の
ベ
ッ
ツ
ィ
ー
・

ス
ミ
ス
委
員
長
は
エ
リ
ッ
ク
・

ア
ダ
ム
ス
Ｎ
Ｙ
市
長
と
エ
イ
ド

リ
ア
ン
・
ア
ダ
ム
ス
議
長
に
宛

て
た
文
書
で
「
年
間
の
利
用
者

数
４
２
０
０
万
人
と
馬
車
68
台

の
バ
ラ
ン
ス
を
保
つ
の
は
難
し

い
」
と
し
、
混
雑
し
共
有
ス
ペ

ー
ス
が
広
が
っ
た
現
状
に
馬
車

走
行
は
適
さ
な
い
と
伝
え
た
。

近
年
は
、
入
園
者
に
加
え
電
動

自
転
車
、
電
動
ス
ク
ー
タ
ー
の

走
行
も
増
え
続
け
て
い
る
。
最

近
で
は
今
月
５
日
午
後
、
セ
ン

ト
ラ
ル
パ
ー
ク
か
ら
厩
舎
に
戻

る
途
中
だ
っ
た
雌
馬
が
ヘ
ル
ズ

キ
ッ
チ
ン
の
路
上
で
倒
れ
、
そ

の
後
死
亡
が
確
認
さ
れ
た
。
今

年
５
月
に
は
、
馬
車
か
ら
逃
れ

て
い
た
馬
が
公
園
内
を
駆
け
、

２
台
の
馬
車
が
衝
突
す
る
２
件

の
事
故
が
発
生
し
た
。

　

一
方
、
馬
車
御
者
を
代
表
す

る
運
輸
労
働
者
組
合
は
同
委
員

会
の
指
導
を「
貴
族
的
な
集
団
」

と
し
、
約
２
０
０
人
の
ブ
ル
ー

カ
ラ
ー
労
働
者
の
職
を
奪
い
、

造
園
家
フ
レ
ド
リ
ッ
ク
・
ロ
ー
・

オ
ル
ム
ス
テ
ッ
ド
が
１
８
５
０

年
代
に
設
計
し
た
同
公
園
の
一

部
を
汚
す
こ
と
に
な
る
と
批
判

し
て
い
る
。
ま
た
安
全
に
関
す

る
事
故
は
ま
れ
で
、
馬
走
行
を

原
因
と
す
る
歩
道
の
損
傷
の
指

摘
は
誇
張
し
て
お
り
、
同
公
園

の
実
際
の
脅
威
は
危
険
な
速
度

で
走
行
す
る
電
動
自
転
車
や
電

動
ス
ク
ー
タ
ー
の
方
だ
と
反
論

し
て
い
る
。
現
時
点
で
、
同
市

議
会
議
員
51
人
の
う
ち
19
人
が

同
法
案
に
賛
同
し
て
い
る
が
、

昨
年
以
降
、
同
法
案
に
つ
い
て

の
審
議
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。

　

観
光
客
に
人
気
の
高
い
馬
車

も
最
近
は
音
楽
を
出
し
な
が
ら

縦
横
無
尽
に
走
る
自
転
車
タ
ク

シ
ー
に
客
を
奪
わ
れ
て
お
り
、

馬
車
は
存
廃
の
岐
路
に
立
つ
。

存
廃
の
岐
路

に
立
つ
馬
車

馬車廃止条例案に
公園管理委が賛同

Ｎ
Ｙ
観
光
の
象
徴
的
存
在
で
も
あ
る
馬
車
（
16
日
セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク
で
、
写
真
・
三
浦
良
一
）

　

米
国
の
社
会
保
障
制
度
（
ソ

ー
シ
ャ
ル
・
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
）

が
創
設
90
周
年
を
迎
え
、
ト
ラ

ン
プ
大
統
領
は
14
日
、
大
統
領

宣
言
に
署
名
し
、
こ
の
制
度
の

歴
史
的
意
義
と
将
来
へ
の
強
い

関
与
を
改
め
て
確
認
し
た
。

　

ソ
ー
シ
ャ
ル
・
セ
キ
ュ
リ
テ

ィ
ー
は
１
９
３
５
年
に
ル
ー
ズ

ベ
ル
ト
大
統
領
が
署
名
し
た
社

会
保
障
法
に
基
づ
き
創
設
さ
れ

た
。
こ
れ
ま
で
高
齢
者
、
障
害

者
、
遺
族
な
ど
数
千
万
の
国
民

に
経
済
的
安
定
を
提
供
し
、
米

国
史
上
最
も
信
頼
さ
れ
る
制
度

の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。
今
年

は
約
７
２
０
０
万
人
に
総
額

１
・
６
兆
ド
ル
超
の
給
付
が
行

わ
れ
た
。

　

今
年
５
月
に
就
任
し
た
フ
ラ

ン
ク
・
ビ
ジ
ニ
ャ
ー
ノ
社
会
保

障
庁
（
Ｓ
Ｓ
Ａ
）
長
官
は
「
デ

ジ
タ
ル
・
フ
ァ
ー
ス
ト
」
を
掲

げ
、
１
０
０
日
間
で
顧
客
サ
ー

ビ
ス
改
革
を
大
き
く
前
進
さ
せ

た
と
発
表
し
た
。
主
な
成
果
は

以
下
の
通
り
と
し
て
い
る
。

　

①
オ
ン
ラ
イ
ン
サ
ー
ビ
ス
拡

充
：「my Social Security

」

口
座
を
24
時
間
利
用
可
能
に

し
、
３
週
間
で
50
万
件
超
の
取

引
を
実
現
。
従
来
は
週
29
時
間

閉
鎖
さ
れ
て
い
た
シ
ス
テ
ム
が

常
時
稼
働
に
。

　

②
電
話
応
答
の
改
善
：
全
国

の
問
い
合
わ
せ
番
号
の
平
均
待

ち
時
間
を
30
分
か
ら
1
桁
台
へ

短
縮
。
全
事
務
所
で
電
話
シ
ス

テ
ム
を
刷
新
し
、
30
％
の
通
話

を
即
時
処
理
可
能
に
。
９
割
の

問
い
合
わ
せ
は
自
己
解
決
ま
た

は
コ
ー
ル
バ
ッ
ク
で
対
応
。

　

③
窓
口
サ
ー
ビ
ス
向
上
：
フ

ィ
ー
ル
ド
オ
フ
ィ
ス
の
待
ち
時

間
を
30
％
削
減
し
、
予
約
件
数

も
過
去
最
高
水
準
に
。

　

④
障
害
給
付
処
理
の
加
速
：

初
期
申
請
の
滞
貨
を
26
％
減

（
１
２
０
万
件
↓
94
万
件
）
に

縮
小
。
障
害
審
査
の
待
機
期
間

も
60
日
短
縮
し
、
過
去
最
短
水

準
へ
。

　

⑤
前
倒
し
支
給
の
実
施
：「
社

会
保
障
公
正
法
」
に
基
づ
き
、

３
１
０
万
件
（
総
額
１
７
０
億

ド
ル
）
を
予
定
よ
り
５
か
月
早

く
給
付
。

　

こ
う
し
た
改
革
は
以
下
の
重

点
方
針
に
基
づ
い
て
い
る
と
し

て
い
る
。

　

①
技
術
の
導
入
に
よ
る
業
務

効
率
化
と
エ
ラ
ー
削
減
。　

　

②
過
去
の
情
報
漏
洩
を
踏
ま

え
た
デ
ー
タ
保
護
の
強
化
。

　

③
詐
欺
・
浪
費
の
撲
滅
に
よ

る
制
度
の
健
全
化
。

　

④
人
員
配
置
の
最
適
化
に
よ

る
現
場
の
対
応
力
強
化
。

　

ビ
ジ
ニ
ャ
ー
ノ
氏
は
声
明

で
、「
顧
客
が
ど
の
よ
う
に
連

絡
し
て
も
迅
速
か
つ
完
全
に
対

応
す
る
こ
と
が
社
会
保
障
庁
の

使
命
」
と
し
、
職
員
と
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
を
一
体
化
し
た
運
営
を

推
進
し
て
い
る
こ
と
を
強
調
し

た
。「
90
周
年
の
記
念
は
、
過

去
の
遺
産
を
称
え
る
だ
け
で
な

く
、
次
の
90
年
を
見
据
え
た
制

度
改
革
の
出
発
点
で
も
あ
る
。

社
会
保
障
庁
は
議
会
、
市
民
団

体
、
国
民
と
協
力
し
、
制
度
を

正
確
か
つ
効
率
的
に
運
営
し
続

け
る
こ
と
で
、
ト
ラ
ン
プ
大
統

領
の
掲
げ
る
『
世
代
を
超
え
た

制
度
保
護
』
の
方
針
を
実
現
し

よ
う
と
し
て
い
る
」
と
し
て
い

る
。
米
国
年
金
の
受
給
年
齢
は

62
歳
か
ら
70
歳
の
間
で
受
給
を

開
始
で
き
る
。（
別
表
参
照
、

関
連
記
事
４
面
に
）

誕生年による
満額受給年齢

米
国
社
会
保
障
年
金
に
大
統
領
令

電
子
振
込
普
及
で
迅
速
化

https://www.restaurantnippon.com/
https://www.j-fo.com/
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
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三
味
線
奏
者
の
上
妻
宏
光
の

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
公
演
が
11
月
15

日
（
土
）
午
後
７
時
か
ら
、
シ

ン
フ
ォ
ニ
ー
ス
ペ
ー
ス
（
ブ
ロ

ー
ド
ウ
エ
ー
２
５
３
７
番
地
、

95
丁
目
）
に
て
開
催
さ
れ
る
。

ソ
ロ
デ
ビ
ュ
ー
25
周
年
を
記
念

し
た
ツ
ア
ー
「
生
一
丁
！
」
の

一
環
で
、
Ｎ
Ｙ
公
演
後
は
来
年

３
月
末
ま
で
日
本
各
地
を
巡

る
。“

生
音”

に
こ
だ
わ
っ
た

独
奏
「
生
一
丁
！
」
公
演
は
、

津
軽
五
大
民
謡
に
加
え
革
新
的

な
演
目
で
挑
戦
し
続
け
、
こ
れ

ま
で
に
１
５
０
公
演
を
越
え
て

い
る
。
今
回
は
ゲ
ス
ト
に
チ
ェ

ロ
奏
者
の
玉
木
光
を
迎
え
、
津

軽
じ
ょ
ん
か
ら
節
、
津
軽
あ
い

や
節
、
津
軽
よ
さ
れ
節
等
の
代

表
的
な
津
軽
民
謡
の
ほ
か
、
三

味
線
と
チ
ェ
ロ
に
よ
る
編
曲
作

品
を
披
露
す
る
。

　

上
妻
は
６
歳
か
ら
津
軽
三

味
線
を
始
め
、
幼
少
の
頃

よ
り
数
々
の
大
会
で
優
勝
。

２
０
０
０
年
に
本
格
的
に
ソ
ロ

ラ
イ
ブ
活
動
を
開
始
し
、
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
、
ニ
ュ
ー
オ
リ
ン
ズ

で
地
元
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
と

セ
ッ
シ
ョ
ン
も
行
っ
た
。
帰

国
後
の
デ
ビ
ュ
ー
ア
ル
バ
ム

『AGATSUMA

』
と 

６
枚
目
の

ア
ル
バ
ム
『
〇-

エ
ン-

』
は

日
本
ゴ
ー
ル
ド
デ
ィ
ス
ク
大

賞
の
純
邦
楽
ア
ル
バ
ム
・
オ

ブ
・
ザ
・
イ
ヤ
ー
を
受
賞
し
た
。

ま
た
、
２
枚
目
の
ア
ル
バ
ム

『BEAMS ~AGATSUMA2

』

は
全
米
リ
リ
ー
ス
さ
れ
、
世
界

35
か
国
以
上
で
公
演
を
行
っ
て

い
る
。

　

入
場
料
は
50
ド
ル
か
ら
60
ド

ル
。
チ
ケ
ッ
ト
・
詳
細
は
上
記

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
参
照
。

上
妻
宏
光

Ｎ
Ｙ
公
演

　

沖
縄
出
身
の
「
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ

プ
界
の
女
王
」
と
呼
ば
れ
る
ア

ー
テ
ィ
ス
トAwich

（
エ
ー
ウ

ィ
ッ
チ
）
が
9
月
14
日
（
日
）

午
後
６
時
か
ら
、
セ
ン
ト
ラ
ル

パ
ー
ク
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
・
ワ
ン
・

シ
テ
ィ
ー
パ
ー
ク
ス
・
フ
ァ
ウ

ン
デ
ー
シ
ョ
ン
の
サ
マ
ー
ス
テ

ー
ジ
で
の
無
料
ラ
イ
ブ
に
出
演

す
る
。
会
場
は
ラ
ム
ゼ
イ
フ
ィ

ー
ル
ド
（
最
寄
り
の
入
り
口
は

５
番
街
72
丁
目
）
で
、
午
後
5

時
か
ら
入
場
可
能
。

　

Awich

は
日
本
の
音
楽
番
組

や
大
型
フ
ェ
ス
で
は
ヘ
ッ
ド
ラ

イ
ナ
ー
を
務
め
、
武
道
館
ク
ラ

ス
の
ワ
ン
マ
ン
ラ
イ
ブ
を
開

催
。
ジ
ョ
ー
ジ
ア
州
ア
ト
ラ
ン

タ
で
の
留
学
経
験
が
あ
り
英
語

が
堪
能
で
、
最
近
は
ア
メ
リ
カ

の
著
名
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
の
コ

ラ
ボ
楽
曲
も
増
え
、
米
国
最
大

規
模
の
フ
ェ
ス
・
コ
ー
チ
ェ
ラ

へ
の
出
演
や
グ
ラ
ミ
ー
賞
関
連

イ
ベ
ン
ト
へ
の
出
演
も
果
た
す

な
ど
海
外
活
動
も
積
極
的
に
行

っ
て
い
る
。

NY で無料ライブ

Awich
9月14日セントラルパーク

　

Ｎ
Ｙ
を
拠
点
に
国
際
的
に
活

躍
す
る
ピ
ア
ニ
ス
ト
・
木
川
貴

幸
（Taka Kigawa

）
が
、
9

月
７
日
（
日
）
午
後
７
時
か
ら

ル
・
ポ
ワ
ソ
ン
・
ル
ー
ジ
ュ
（
ブ

リ
ー
カ
ー
通
り
１
５
８
番
地
）

に
て
ソ
ロ
リ
サ
イ
タ
ル
を
開
催

す
る
。
今
回
は
、
２
０
１
６
年

に
逝
去
し
た
世
界
的
作
曲
家
・

指
揮
者
ピ
エ
ー
ル
・
ブ
ー
レ
ー

ズ
の
生
誕
１
０
０
年
を
記
念

し
、
彼
が
残
し
た
す
べ
て
の
ソ

ロ
ピ
ア
ノ
作
品
を
演
奏
す
る
。

　

ブ
ー
レ
ー
ズ
（
１
９
２
５
〜

２
０
１
６
）
は
、
フ
ラ
ン
ス
出

身
の
作
曲
家
・
指
揮
者
・
音
楽

理
論
家
で
あ
り
、
20
世
紀
中
頃

か
ら
21
世
紀
初
頭
に
か
け
て
の

現
代
音
楽
を
代
表
す
る
存
在
。

前
衛
的
な
作
曲
手
法
を
駆
使

し
、
独
創
的
な
音
響
世
界
を
追

求
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
。
ま

た
、
Ｉ
Ｒ
Ｃ
Ａ
Ｍ
（
フ
ラ
ン
ス

国
立
音
響
音
楽
研
究
所
）
の
創

設
を
通
じ
て
、
音
楽
と
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
の
融
合
に
も
大
き
く
貢

献
し
た
。
木
川
は
、
生
前
の
ブ

ー
レ
ー
ズ
本
人
か
ら
直
接
指
導

を
受
け
た
数
少
な
い
ピ
ア
ニ
ス

ト
の
一
人
で
も
あ
る
。
ブ
ー
レ

ー
ズ
の
音
楽
世
界
に
深
く
触
れ

る
こ
と
の
で
き
る
、
貴
重
な
機

会
と
な
る
。

　

入
場
料
は
前
売
り
料
金
で
立

ち
見
が
26
ド
ル
78
セ
ン
ト
、
テ

ー
ブ
ル
席
が
32
ド
ル
96
セ
ン
ト

（
テ
ー
ブ
ル
席
は
ミ
ニ
マ
ム
２

ア
イ
テ
ム
） 

。
チ
ケ
ッ
ト
・
詳

細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
トhttps://

lpr.com
/lpr_events/

taka25nyc/

を
参
照
。

木
川
貴
幸

ブ
ー
レ
ー
ズ
生
誕
百
年
記
念

9
月
７
日
に
ラ
イ
ブ

11月15日にシンフォニースペースで
チケットウェブサイト → https://www.symphonyspace.org/events/vp-hiromitsu-agatsuma-nama-itcho-tsugaru-shamisen

ゲ
ス
ト
出
演
す
る
チ
ェ
ロ
奏
者
の
玉
木
光

http://newyork-apartment-realestate.com
https://giip-global.com/ja/
milto:sushitakeoutny@gmail.com
mailto:meiseimotors@aol.com
https://www.symphonyspace.org/events/vp-hiromitsu-agatsuma-nama-itcho-tsugaru-shamisen
https://lpr.com/lpr_events/taka25nyc/
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 日本クラブからのお知らせ
■『オペラの楽しみを探ろう！』 トーク・イベント 
～メトロポリタン・オペラ 2025-26 シーズン全演目解説
 

■日時：9月 4日（木） 6～ 8PM
 ■参加費（軽食・ドリンク付）：
    会員 $15/一般 $25/学生 $10（学生証の提示要）
 今シーズンに上演されるすべてのオペラについて、
観どころ、聴きどころ、注目の歌手、指揮者、演
出家などを自称『オペラ探検家』のフレッド・プ
ロトキン氏（写真左）が解説します。このトークは、
『オペラの楽しみを探ろう！』発起人会代表である
伊藤澄子氏（写真右）との対談形式で、英語で行
われます。第2部では、『オペラの楽しみを探ろう！』
発起人会メンバー各人が、「絶対見逃せない『私の
一押しオペラ』」をご紹介します。オペラ初心者の
方もぜひご参加ください。詳細・お申し込みはウェ
ブサイトのイベント欄をご覧ください。
■カルチャー講座「2025 年秋期」が 9 月から
始まります！

 2025年秋期は 9
月 8日（月）か
らスタートしま
す。各講座のス
ケジュール及び
詳細・お申し込
みは、カルチャー
講 座 の ウ ェ ブ
サ イ ト（www.
nipponclub.org/
culture）をご覧ください。また、新しく決まった
講座や日程は随時アップします。フルターム講座
と一日・短期講座があり、殆どのフルターム講座
は一回の体験講座が可能ですので、ご興味のある
方は culture@nipponclub.orgまでお問い合わせく
ださい。 

The Nippon Club, Inc.
145 W. 57th St., New York, NY 10019　

Tel: 212-581-2223　info@nipponclub.org
www.nipponclub.org 

　

フ
リ
ッ
ク
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

美
術
館
が
３
億
３
０
０
０
万
ド

ル
を
か
け
て
改
装
・
増
築
し
て

４
月
17
日
に
５
番
街
71
丁
目
に

再
オ
ー
プ
ン
し
、
４
か
月
た
っ

た
現
在
も
毎
朝
の
入
館
時
に
長

い
列
が
で
き
て
い
る
。
同
美
術

館
の
広
報
官
ミ
ッ
チ
・
ケ
ー
ス

氏
に
よ
る
と
、
初
日
か
ら
は
約

24
万
人
が
訪
れ
た
。
１
９
３
５

年
の
開
館
以
来
、
初
め
て
数
年

に
わ
た
っ
て
包
括
的
な
改
修
を

行
っ
た
同
館
は
、
１
階
ギ
ャ
ラ

リ
ー
を
修
復
し
、
フ
リ
ッ
ク
家

の
旧
邸
宅
の
２
階
に
新
し
い
ギ

ャ
ラ
リ
ー
群
を
つ
く
り
、
１
階

の
新
た
な
特
別
展
示
ギ
ャ
ラ
リ

ー
、
フ
リ
ッ
ク
美
術
館
初
の
教

育
室
、
そ
し
て
２
１
８
席
を
設

け
た
新
講
堂
な
ど
、
展
示
ス
ペ

ー
ス
と
プ
ロ
グ
ラ
ム
ス
ペ
ー
ス

を
大
幅
に
拡
張
、
庭
園
の
修
復

も
行
わ
れ
た
。
同
館
の
秘
蔵
品

の
45
％
が
、
こ
れ
ま
で
よ
り
30

％
拡
張
さ
れ
た
館
内
に
展
示
さ

れ
た
。「
拡
張
以
前
は
秘
蔵
品

の
25
％
し
か
展
示
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
拡
張

さ
れ
た
ス
ペ
ー
ス
で
年
に
何
回

か
特
別
展
示
を
行
う
予
定
で
あ

る
」
と
ケ
ー
ス
氏
。

　

増
設
さ
れ
た
２
階
の
ギ
ャ
ラ

リ
ー
は
、
来
館
者
が
フ
リ
ッ
ク

美
術
館
の
所
蔵
品
や
歴
史
的
空

間
に
触
れ
る
新
し
い
試
み
と
さ

れ
る
。
か
つ
て
フ
リ
ッ
ク
家
の

私
邸
で
あ
っ
た
こ
の
邸
宅
の
２

階
は
、
１
９
３
５
年
の
開
館
当

時
、
職
員
の
会
議
室
や
管
理
事

務
所
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い

た
。
天
井
壁
画
、
大
理
石
の
暖

炉
、
精
巧
な
木
彫
り
細
工
と
い

っ
た
建
築
的
・
装
飾
的
な
特
徴

を
丁
寧
に
修
復
・
保
存
す
る
こ

と
で
、
こ
れ
ら
の
空
間
が
息
を

吹
き
返
し
た
と
い
う
。
ま
た
、

創
設
者
で
あ
る
ヘ
ン
リ
ー
・
ク

レ
イ
・
フ
リ
ッ
ク
の
寝
室
に
設

置
さ
れ
た
肖
像
画
の
セ
レ
ク
シ

ョ
ン
展
示
が
あ
り
、
娘
の
ヘ
レ

ン
・
ク
レ
イ
・
フ
リ
ッ
ク
の
寝

室
に
設
置
さ
れ
た
ル
ネ
サ
ン
ス

期
の
金
地
パ
ネ
ル
は
、
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
形
成
に
貢
献
し
た
彼
女

の
役
割
を
称
え
る
も
の
。
そ
こ

に
は
フ
リ
ッ
ク
氏
が
生
前
に
収

集
し
た
印
象
派
の
絵
画
も
展
示

さ
れ
て
い
る
。

　

日
本
で
も
よ
く
知
ら
れ
る
ヨ

ハ
ネ
ス
・
フ
ェ
ル
メ
ー
ル
の
作

品
３
点
「
夫
人
と
召
使
」「
中

断
さ
れ
た
音
楽
の
稽
古
」「
士

官
と
笑
う
女
」
は
、
美
術
館
１

階
に
展
示
さ
れ
て
い
る
。
世
界

中
に
35
〜
36
点
し
か
し
な
い
と

さ
れ
る
フ
ェ
ル
メ
ー
ル
の
絵

は
、
こ
の
３
枚
の
他
に
メ
ト
ロ

ポ
リ
タ
ン
美
術
館
に
５
点
所
蔵

さ
れ
て
お
り
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

五
番
街
に
合
計
８
点
が
所
有
さ

れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

（
ワ
イ
ン
ス
タ
イ
ン
今
井
絹
江
）

フリック・コレクション
美術館再オープン
すでに 24 万人が来館

Johannes Vermeer (1632–1675), Girl Interrupted at Her Music, ca. 
1658–59, oil on canvas, 15 1/2 × 17 1/2 in. (39.4 × 44.5 cm), The 

Frick Collection, New York; Photo: Joseph Coscia Jr.

Johannes Vermeer (1632–1675), Offi  cer and Laughing Girl, ca. 1657, 
oil on canvas, 19 7/8 × 18 1/8 in., The Frick Collection, New York; 

Photo: Joseph Coscia Jr.

https://www.sakagura.com/eastvillage
http://shinbashi72.com/
https://www.takesushi.us/
http://www.easeny.com/
https://e-kaigo.net/
http://jmart-usa.com/en/
https://qbhouseusa.com/
http://www.nipponclub.org/
http://www.nipponclub.org/
mailto:culture@nipponclub.org
mailto:info@nipponclub.org
http://www.nipponclub.org
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加
藤
弁
護
士
の

ビ
ザ
最
前
線

　

ト
ラ
ン
プ
政
権
下
に
な
り
、

学
生
ビ
ザ
の
発
行
が
厳
し
く
な

り
ま
し
た
。
全
国
の
米
国
大
使

館
で
Ｆ
ー
１
学
生
ビ
ザ
の
発
行

を
一
時
中
止
し
た
り
、
い
ま
だ

に
発
行
が
中
止
さ
れ
て
い
る
国

々
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
６

月

に U.S. Department of 
Homeland Security 

（
米
国

国
土
安
全
保
障
省
）
が
Ｆ
ー
１

学
生
ビ
ザ
に
関
し
て
の
新
規
則

法
案
を
大
統
領
官
邸
に
提
出
し

ま
し
た
。
先
日
、
大
統
領
官
邸

で
法
案
は
承
諾
さ
れ
た
の
で
、

こ
れ
か
ら
米
国
連
邦
官
報
に
掲

載
さ
れ
ま
す
。
そ
こ
で
公
共
の

意
見
を
聞
き
、
そ
の
後
そ
れ
に

即
し
て
改
正
案
が
出
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
よ
ほ
ど
の
反

対
意
見
が
な
い
限
り
、
学
生
ビ

ザ
の
規
則
は
変
更
さ
れ
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

国
土
安
全
保
障
省
が
提
出
し

た
新
規
則
法
案
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

●
学
生
ビ
ザ
の
有
効
期
限　

４

年
制
大
学
に
入
学
す
る
た
め
に

申
請
す
る
学
生
ビ
ザ
は
５
年
発

行
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
が
４

学
生
ビ
ザ
が
延
長
で
き
な
く
な
る
可
能
性

　

Optional Practical 
Training

（
Ｏ
Ｐ
Ｔ
）
と
い
う

就
労
許
可
の
期
限
も
同
様
に
Ｄ

／
Ｓ
と
い
う
表
示
は
な
く
な

る
。
こ
の
Ｄ
／
Ｓ 

の
廃
止
と

い
う
の
は
、
学
生
と
し
て
米
国

に
滞
在
し
て
い
る
に
も
関
わ
ら

ず
授
業
に
出
席
せ
ず
、
就
労
な

ど
を
し
て
い
る
違
法
滞
在
者

や
、
そ
の
よ
う
な
行
為
を
知
り

な
が
ら
幇
助
す
る
よ
う
な
学
校

を
取
り
締
ま
る
目
的
で
あ
る
。

●
不
法
滞
在　

学
生
ビ
ザ
が
切

れ
、
延
長
申
請
ま
た
は
他
の
ビ

ザ
へ
の
変
更
申
請
を
し
て
い
な

い
学
生
は
、
ビ
ザ
の
期
限
が
き

れ
た
翌
日
か
ら
不
法
滞
在
者
に

な
る
。
不
法
滞
在
が
１
８
０
日

以
上
続
い
た
場
合
は
、
３
年
間

ビ
ザ
の
更
新
ま
た
は
他
の
ビ
ザ

へ
の
変
更
お
よ
び
再
度
米
国
に

入
国
で
き
な
く
な
る
。

●
卒
業
お
よ
び
Ｏ
Ｐ
Ｔ
終
了
後

の
グ
レ
ー
ス
・
ピ
リ
オ
ド
の
短

期
化　

現
時
点
で
は
学
校
を
卒

業
、
Ｏ
Ｐ
Ｔ
が
終
了
ま
た
は
履

修
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
終
了
し
た
後

に
60
日
間
の
グ
レ
ー
ス
・
ピ
リ

オ
ド
と
い
う
本
国
に
帰
国
の
準

備
や
、
他
の
ビ
ザ
に
変
更
す
る

た
め
の
猶
予
期
限
が
許
可
さ
れ

て
い
る
。
そ
の
60
日
間
の
猶
予

期
限
が
30
日
に
縮
小
さ
れ
る
。

　

こ
れ
が
提
示
さ
れ
て
い
る
新

規
則
の
大
ま
か
な
法
案
で
す
。

こ
の
規
則
が
施
行
さ
れ
る
と
、

学
生
ビ
ザ
延
長
申
請
を
移
民
局

が
審
査
す
る
た
め
に
人
員
を
増

や
し
、
書
類
整
理
に
膨
大
な
時

間
を
か
け
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
現
時
点
で
す
で
に
他
の
ビ

ザ
や
永
住
権
申
請
の
審
査
に
時

間
が
か
か
っ
て
い
る
の
に
、
さ

ら
な
る
遅
れ
と
い
う
悪
影
響
が

で
る
で
し
ょ
う
。
大
学
側
で
も

修
士
号
か
ら
博
士
号
で
の
履
修

プ
ロ
グ
ラ
ム
お
よ
び
研
究
リ
サ

ー
チ
に
関
し
て
の
期
間
を
変
更

す
る
必
要
性
が
で
て
く
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
点

を
鑑
み
て
、
新
規
則
の
適
用
は

即
座
に
行
わ
れ
る
こ
と
が
な
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
学
生
ビ

ザ
の
期
限
や
延
長
申
請
の
変
更

は
は
近
い
将
来
に
変
更
さ
れ
る

こ
と
が
予
測
さ
れ
ま
す
。

（
加
藤
恵
子
／
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

州
弁
護
士
）

年
に
縮
小
さ
れ
る
か
も
し
れ
な

い
。
修
士
号
は
２
年
。

●
語
学
学
校
に
通
う
学
生
の
ビ

ザ
の
期
限　

24
か
月
（
２
年
）。

●
国
に
よ
っ
て
許
可
さ
れ
る
学

生
ビ
ザ
の
期
限　

出
身
国
に
よ

っ
て
は
４
年
制
の
大
学
に
通
う

こ
と
を
希
望
す
る
学
生
で
も
２

年
し
か
発
行
さ
れ
な
い
場
合
も

あ
る
。

● Duration of Status (D/S) 

の
廃
止　

現
時
点
で
は
、
学
生

ビ
ザ
が
切
れ
て
も
通
っ
て
い
る

学
校
で
Ｉ
ー
20 

と
い
う
書
類

を
発
行
し
て
も
ら
え
れ
ば
延
長

が
可
能
。
こ
の
規
則
を
廃
止
す

る
。
学
校
の
履
修
課
程
が
残
っ

て
い
て
ま
だ
卒
業
単
位
を
満
た

し
て
い
な
い
、
ま
た
は
プ
ロ
グ

ラ
ム
が
ま
だ
終
わ
っ
て
い
な
く

て
も
学
生
ビ
ザ
が
切
れ
た
ら

ば
、
退
学
す
る
か
、
延
長
申
請

書
類
を
米
国
移
民
局
に
申
請
し

て
、
延
長
が
許
可
さ
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

全
米
日
系
人
博
物
館
敷
地
内
で

リトル東京で逮捕者

武
装
連
邦
当
局
75
人
押
し
寄
せ

　

ギ
ャ
ビ
ン
・
ニ
ュ
ー
サ
ム
・

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
知
事
の
記

者
会
見
会
場
と
な
っ
た
ロ
サ
ン

ゼ
ル
ス
市
内
リ
ト
ル
東
京
で
14

日
、
連
邦
捜
査
官
約
75
人
が
押

し
か
け
、
記
者
会
見
場
と
な
っ

た
全
米
日
系
人
博
物
館
の
敷
地

内
で
逮
捕
者
１
人
が
出
た
。
こ

れ
を
受
け
、
全
米
日
系
人
博
物

館
（
Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｍ
）
の
ア
ン
・
バ

ロ
ウ
ズ
全
米
日
系
人
博
物
館
・

館
長
兼 

Ｃ
Ｅ
Ｏ
は
、
批
判
声

明
文
を
発
表
し
た
。
要
旨
の
内

容
は
次
の
と
お
り
。

　
「
本
日
、
武
装
し
た
連
邦
捜

査
官
が
当
館
の
ノ
ー
マ
ン
・
Ｙ
・

ミ
ネ
タ
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
プ
ラ

ザ
に
現
れ
、
当
館
内
の
ダ
ニ
エ

ル
・
Ｋ
・
イ
ノ
ウ
エ
民
主
主
義

全
米
保
存
セ
ン
タ
ー
（
デ
モ
ク

ラ
シ
ー
セ
ン
タ
ー
）
で
の
講
演

者
を
威
嚇
し
よ
う
と
し
た
こ
と

に
、
強
い
憤
り
を
表
明
す
る
。

同
セ
ン
タ
ー
は
、
カ
リ
フ
ォ
ル

ニ
ア
州
の
選
挙
区
再
編
に
関
す

る
記
者
会
見
の
会
場
と
し
て
、

ギ
ャ
ビ
ン
・
ニ
ュ
ー
サ
ム
州
知

事
や
そ
の
他
の
州
・
連
邦
議
員

に
よ
っ
て
選
ば
れ
た
。
デ
モ
ク

ラ
シ
ー
セ
ン
タ
ー
は
、
多
様
な

背
景
や
意
見
を
持
つ
人
々
の
間

を
つ
な
ぎ
、
共
通
の
基
盤
を
見

出
す
こ
と
を
目
的
に
、
権
利
や

自
由
、
民
主
主
義
の
脆
弱
性
を

探
究
す
る
場
所
だ
。
記
者
会
見

が
始
ま
る
と
、
約
75
人
の
武
装

し
た
税
関
・
国
境
警
備
局
（
Ｃ

Ｂ
Ｐ
）
職
員
が
博
物
館
前
の
歩

道
に
押
し
寄
せ
、
通
行
人
少
な

く
と
も 

1
名
を
逮
捕
し
た
。

　

同
プ
ラ
ザ
は
、
第
二
次
世
界

大
戦
中
の
１
９
４
２
年
に
ロ
サ

ン
ゼ
ル
ス
地
域
の
日
系
ア
メ
リ

カ
人
が
強
制
的
に
集
合
さ
せ
ら

れ
、
強
制
収
容
所
へ
送
ら
れ
た

場
所
。「
私
た
ち
は
、
武
装
し

た
連
邦
捜
査
官
が
敷
地
内
に
立

ち
入
り
、
１
９
４
２ 

年
に
日

系
ア
メ
リ
カ
人
の
家
族
た
ち
が

強
制
的
に
収
容
所
行
き
の
バ
ス

に
乗
せ
ら
れ
た
ま
さ
に
そ
の
場

所
で
、
逮
捕
を
実
施
し
た
こ
と

に
激
し
い
憤
り
と
深
い
悲
し
み

を
感
じ
て
い
る
。
こ
れ
は
明
ら

か
な
挑
発
行
為
で
あ
り
、
威
嚇

だ
。
そ
こ
に
は
明
白
な
類
似
点

が
あ
る
。
１
９
４
２
年
当
時
、

西
海
岸
全
域
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
が
強
制
移
住
さ
せ
ら
れ
た
。

今
日
、
移
民
の
仲
間
た
ち
が
全

米
各
地
で
Ｉ
Ｃ
Ｅ
（
移
民
・
関

税
執
行
局
）
や 

Ｃ
Ｂ
Ｐ
（
税

関
・
国
境
取
締
局
）
の
強
制
捜

査
に
怯
え
て
い
る
。
そ
れ
は
当

時
も
不
正
義
で
あ
り
、
現
在
も

な
お
不
正
義
だ
。
私
た
ち
の
プ

ラ
ザ
は
聖
地
で
あ
り
、
こ
の
国

の
公
民
権
の
歴
史
に
お
け
る
中

心
だ
。
そ
の
歴
史
は
私
た
ち
の 

Ｄ
Ｎ
Ａ
の
一
部
だ
。
当
館
は
人

種
や
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
、

民
主
主
義
の
脆
弱
性
に
関
す
る

困
難
な
真
実
に
向
き
合
い
、
権

威
主
義
に
立
ち
向
か
う
た
め
に

存
在
し
て
い
る
。
デ
モ
ク
ラ
シ

ー
セ
ン
タ
ー
が
、
カ
リ
フ
ォ
ル

ニ
ア
州
の
選
挙
区
再
編
に
関
す

る
重
要
な
記
者
会
見
の
場
と
し

て
ニ
ュ
ー
サ
ム
知
事
に
選
ば
れ

た
こ
と
は
、
私
た
ち
の
ミ
ッ
シ

ョ
ン
の
可
視
性
と
、
自
由
で
公

正
な
社
会
を
守
る
た
め
に
日
々

行
っ
て
い
る
活
動
の
重
要
性
を

物
語
っ
て
い
る
」。　
（
抜
粋
）

　

国
民
生
活
の
基
盤
で
あ
る
こ

の
社
会
保
障
制
度
は
政
治
の
争

点
と
も
な
っ
て
い
る
。
ト
ラ
ン

プ
大
統
領
は
90
周
年
を
祝
う
大

統
領
宣
言
に
署
名
し
、
制
度

の
「
保
護
」
と
「
近
代
化
」
へ

の
強
い
姿
勢
を
示
し
た
。
社
会

保
障
を
「
国
民
と
の
約
束
」
と

位
置
付
け
た
が
、
特
に
高
齢
者

層
は
最
大
の
票
田
の
一
つ
で
あ

り
、
制
度
の
存
続
を
確
約
す
る

こ
と
は
選
挙
戦
略
上
も
重
要
で

あ
る
。
こ
れ
は
対
立
す
る
民
主

党
か
ら
の
「
制
度
切
り
崩
し
」

批
判
に
先
手
を
打
つ
狙
い
が
あ

る
と
み
ら
れ
る
。
ト
ラ
ン
プ
大

統
領
は
、
５
月
に
就
任
し
た
ば

か
り
の
ビ
ジ
ニ
ャ
ー
ノ
社
会
保

障
庁
長
官
の
下
で
短
期
間
に
達

成
し
た
改
革
を
「
成
果
」
と

し
て
強
調
し
た
。
こ
れ
に
対

し
、
民
主
党
議
員
や
議
会
指
導

部
は
、
社
会
保
障
信
託
基
金
が

２
０
３
０
年
代
に
枯
渇
す
る
可

能
性
が
あ
る
中
で
、
ト
ラ
ン
プ

政
権
が
根
本
的
な
財
源
改
革
に

手
を
付
け
ず
「
見
か
け
だ
け
の

改
善
」
を
強
調
し
て
い
る
と
批

判
し
て
い
る
。特
に
進
歩
派（
プ

ロ
グ
レ
ッ
シ
ブ
）
か
ら
は
「
ト

ラ
ン
プ
は
高
齢
者
票
を
守
る
た

め
に
一
時
的
な
改
革
を
誇
示
し

て
い
る
が
、
制
度
の
持
続
可
能

性
に
は
責
任
を
持
っ
て
い
な

い
」
と
強
い
批
判
を
受
け
て
い

る
。
民
主
党
は
富
裕
層
へ
の
課

税
強
化
や
給
与
税
課
税
上
限
の

引
き
上
げ
を
通
じ
て
制
度
を
強

化
す
べ
き
だ
と
主
張
、「
財
政

赤
字
削
減
」
を
優
先
す
る
共
和

党
が
最
終
的
に
給
付
削
減
に
踏

み
込
む
恐
れ
が
あ
る
と
訴
え
て

い
る
。

　

社
会
保
障
制
度
は
ト
ラ
ン
プ

大
統
領
に
と
っ
て
は
「
選
挙
に

向
け
た
政
治
的
資
産
」
と
な
っ

て
い
る
。
民
主
党
が
「
社
会
保

障
強
化
」
を
掲
げ
る
一
方
で
、

ト
ラ
ン
プ
陣
営
は
「
改
革
に
よ

る
改
善
実
績
」
と
「
財
政
健
全

化
」
で
世
論
を
固
め
よ
う
と
し

て
い
る
。

　

米
国
年
金
の
受
給
年
齢
は
62

歳
か
ら
70
歳
の
間
で
受
給
を
開

始
で
き
る
。
満
額
受
給
年
齢
66

歳
で
個
人
の
出
生
年
に
よ
っ
て

月
数
が
異
な
る
が
、
１
９
６
０

年
以
降
に
生
ま
れ
た
者
は
、
67

歳
が
フ
ル
・
リ
タ
イ
ア
メ
ン
ト
・

エ
イ
ジ
と
さ
れ
て
い
る
。
早
期

に
受
給
（
繰
上
げ
）
す
る
と
受

給
月
額
の
減
額
を
受
け
る
。
例

え
ば
満
額
受
給
年
齢
67
歳
の
人

が
62
歳
で
繰
上
げ
受
給
し
た
場

合
、
受
給
額
は
30
％
減
額
さ
れ

る
。
逆
に
満
額
受
給
年
齢
か
ら

受
給
開
始
を
繰
り
下
げ
た
場

合
、年
間
で
８
％
増
額
さ
れ
る
。

現
役
時
代
の
納
税
額
に
よ
り
個

人
差
が
あ
る
が
、
損
益
分
岐
年

齢
は
一
般
的
に
85
歳
と
言
わ
れ

る
。
最
初
の
配
偶
者
は
、
婚
姻

関
係
が
10
年
以
上
あ
れ
ば
、
婚

姻
継
続
、
離
婚
に
関
わ
ら
ず
配

偶
者
年
金
と
し
て
半
額
の
米
国

年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
同
時

に
で
き
る
ほ
か
、
年
金
受
給
者

が
死
亡
し
た
場
合
は
、
配
偶
者

の
受
け
取
る
米
国
年
金
は
倍
額

と
な
る
。

　
　
　
　
（
１
面
に
関
連
記
事
）

Photo: WhiteHouse

「年金は国民との約束」大統領強調
民主党は「見せかけだけの改善」と批判

リ
ト
ル
東
京
に
来
た
連
邦
捜
査
官
（
動
画
投
稿
サ
イ
ト
か
ら
）
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先
月
の
参
院
選
で
躍
進
と
な

っ
た
参
政
党
の
こ
と
は
ア
メ
リ

カ
で
も
話
題
に
な
っ
た
こ
と
で

し
ょ
う
。
で
も
こ
の
政
党
、
い

っ
た
い
何
を
言
っ
て
い
る
ん
だ

ろ
う
と
思
う
こ
と
が
多
す
ぎ
ま

す
。
間
違
い
や
矛
盾
や
、
あ
る

い
は
意
図
的
な
の
か
デ
ッ
チ
上

げ
が
あ
ま
り
に
も
多
い
。

　

す
っ
か
り
党
是
み
た
い
に
な

っ
た
「
日
本
人
フ
ァ
ー
ス
ト
」

に
し
て
も
そ
う
で
す
。
代
表
の

神
谷
宗
幣
は
「
日
本
は
移
民
受

け
入
れ
の
条
件
が
甘
す
ぎ
る
」

と
し
て
、
ア
メ
リ
カ
の
よ
う
に

試
験
や
宣
誓
を
導
入
せ
よ
と
勇

ま
し
い
で
す
が
、
日
本
の
移
民

シ
ス
テ
ム
（
政
府
の
公
式
用
語

は
「
移
民
」
で
は
な
く
「
在
留

外
国
人
」）
下
で
は
、
昨
年
24

年
で
の
移
民
新
規
受
け
入
れ
は

約
36
万
人
で
し
た
。ベ
ト
ナ
ム
、

中
国
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
ネ
パ

ー
ル
な
ど
か
ら
が
多
く
、
少
子

高
齢
化
に
よ
る
日
本
の
労
働
力

不
足
を
大
い
に
補
っ
て
く
れ
て

い
ま
す
。
在
留
資
格
取
得
の
難

し
さ
や
難
民
受
け
入
れ
の
厳
し

さ
に
関
し
て
は
亡
く
な
っ
た
ウ

ィ
シ
ュ
マ
さ
ん
の
例
を
引
く
ま

で
も
な
く「
何
を
か
言
わ
ん
や
」

で
す
。

　

こ
れ
は
人
口
比
で
言
う
と
ア

メ
リ
カ
、
カ
ナ
ダ
、
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
、
ド
イ
ツ
、
ア
メ
リ
カ

な
ど
の
移
民
・
難
民
受
け
入
れ

比
率
の
10
分
の
１
か
ら
５
分
の

１
の
少
な
さ
。
も
ち
ろ
ん
ア
メ

リ
カ
は
ト
ラ
ン
プ
政
権
に
よ
っ

て
今
年
か
ら
の
移
民
受
け
入
れ

は
激
減
す
る
で
し
ょ
う
し
、
欧

州
で
は
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ

イ
ナ
侵
攻
の
移
民
・
難
民
の
増

加
も
影
響
し
て
い
ま
す
。
そ
れ

に
し
て
も
「
移
民
受
け
入
れ
条

件
が
甘
す
ぎ
る
」
と
代
表
が
公

言
す
る
そ
の
根
拠
は
実
態
と
大

き
く
ズ
レ
て
い
る
。
裏
取
り
も

し
な
い
単
な
る
思
い
つ
き
発
言

だ
っ
た
ん
で
し
ょ
う
か
？

　

だ
っ
て
ア
メ
リ
カ
に
倣
っ
て

「
日
本
語
能
力
」
や
「
文
化
的

理
解
」
を
測
り
、は
た
ま
た
「
日

本
へ
の
忠
誠
心
」
を
義
務
付
け

る
、
と
も
言
っ
て
い
る
ん
で
す

が
、
そ
れ
だ
っ
て
ア
メ
リ
カ
の

市
民
権
試
験
や
宣
誓
の
実
態
は

そ
ん
な
に
厳
し
い
も
の
で
は
な

い
の
は
ア
メ
リ
カ
に
住
ん
で
い

る
人
な
ら
ほ
ぼ
知
っ
て
い
る
こ

と
。

　

ア
メ
リ
カ
で
市
民
権
を
取
得

す
る
た
め
に
受
け
る
試
験
は
ご

存
知
の
よ
う
に
２
種
類
あ
り
ま

す
。
１
つ
は
国
語
（
英
語
）
テ

ス
ト
。
面
接
官
と
帰
化
申
請
に

関
す
る
簡
単
な
受
け
答
え
を

し
、
用
意
さ
れ
た
１
文
（
セ
ン

テ
ン
ス
）
を
読
む
の
と
、
音
声

の
１
文
を
書
き
取
る
も
の
で
、

い
ず
れ
も
だ
い
た
い
単
語
が
10

個
以
下
の
短
い
文
で
、
日
本
の

中
高
生
レ
ベ
ル
の
英
語
で
す
。

　

も
う
一
つ
は
公
民
権
テ
ス
ト

で
、
ア
メ
リ
カ
の
歴
史
や
政
治

に
つ
い
て
口
頭
で
10
問
質
問
さ

れ
ま
す
。
例
え
ば
「
米
国
下
院

議
員
の
任
期
は
何
年
か
？
（
２

年
）」「
独
立
宣
言
は
誰
が
書
い

た
か
？
（
ト
ー
マ
ス
・
ジ
ェ
フ

ァ
ー
ソ
ン
）」「
ア
メ
リ
カ
人
が

持
つ
権
利
を
３
つ
挙
げ
よ
（
表

現
の
自
由
、
言
論
の
自
由
、
集

会
の
自
由
、
信
教
の
自
由
、
武

器
を
保
有
す
る
権
利
な
ど
）」

　

あ
ら
結
構
難
し
い
か
も
、
と

思
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
で

も
こ
の
質
問
は
事
前
に
移
民
局

が
１
０
０
問
を
全
面
公
開
し
て

い
て
、
そ
こ
か
ら
10
問
が
任
意

で
聞
か
れ
る
わ
け
で
す
（
一
時

２
０
０
問
中
20
問
に
な
っ
た
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
不
評
で

す
ぐ
に
元
に
戻
り
ま
し
た
）。

10
問
中
６
問
の
正
解
で
合
格

で
す
か
ら
、
こ
れ
は
む
し
ろ

１
０
０
問
の
事
前
勉
強
が
主
目

的
で
し
ょ
う
ね
。

　

と
い
う
こ
と
で
合
格
率
は
91

％
で
す
。
よ
ほ
ど
じ
ゃ
な
い
と

落
ち
ま
せ
ん
。
そ
し
て
そ
の
合

格
後
に
「
忠
誠
の
誓
い
（Oath 

of Allegiance

）」
の
宣
誓
式

矛
盾
だ
ら
け
の
参
政
党

新たに「マルコムＸプラザ」
ハ
ー
レ
ム
の
地
下
鉄
駅
名

　
　

食
品
医
薬
品
局（
Ｆ
Ｄ
Ａ
）

は
12
日
、
米
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ

ッ
ト
チ
ェ
ー
ン
の
ウ
ェ
グ
マ
ン

ズ
が
7
月
1
日
か
ら
8
月
12
日

ま
で
販
売
し
た
4
つ
の
チ
ー
ズ

製
品
が
リ
ス
テ
リ
ア
菌
汚
染
の

可
能
性
が
あ
る
た
め
リ
コ
ー
ル

を
発
表
し
た
。  

対
象
商
品
は
、

コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
、
マ
サ
チ
ュ
ー

セ
ッ
ツ
、ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
等
、
東
海
岸

に
あ
る
店
舗
の
す
べ
て
で
販
売

さ
れ
た
。 

Ｆ
Ｄ
Ａ
は
「
リ
ス

テ
リ
ア
菌
は
乳
幼
児
、高
齢
者
、

免
疫
力
が
低
下
し
た
人
々
に
深

刻
な
、
場
合
に
よ
っ
て
は
致
命

的
な
感
染
症
を
引
き
起
こ
す
微

生
物
で
あ
る
」
と
説
明
し
て
い

る
。
ま
た
、
健
康
な
人
で
も
、

高
熱
、
頭
痛
、
吐
き
気
、
腹
痛
、

下
痢
な
ど
の
一
時
的
な
症
状
が

起
き
る
可
能
性
、
妊
娠
中
の
女

性
に
流
産
や
死
産
を
引
き
起
こ

す
場
合
も
あ
る
と
し
て
い
る
。

ウ
ェ
グ
マ
ン
ズ
の

チ
ー
ズ
製
品
が
リ
コ
ー
ル

で
め
で
た
く
正
式
に
ア
メ
リ
カ

市
民
に
な
る
の
で
す
。

　

そ
れ
で
、で
す
ね
、こ
の
「
忠

誠
の
誓
い
」
と
い
う
の
は
ア
メ

リ
カ
以
外
の
国
（
つ
ま
り
元
の

自
分
の
母
国
）
へ
の
忠
誠
は
捨

て
て
、
ア
メ
リ
カ
に
忠
誠
を
尽

く
す
と
い
う
誓
い
（
戦
争
が
起

き
た
時
に
「
敵
性
外
国
人
＝
ス

パ
イ
」
に
な
ら
な
い
た
め
の
宣

誓
）
な
ん
で
す
が
、
そ
の
忠
誠

の
対
象
は
何
か
と
い
う
と
、
ア

メ
リ
カ
合
衆
国
憲
法
な
ん
で

す
。
自
由
と
平
等
と
民
主
主
義

を
守
る
た
め
に
強
固
に
書
き
連

ね
ら
れ
た
憲
法
で
す
。

　

さ
て
日
本
で
も
ア
メ
リ
カ
と

同
様
に
市
民
権
獲
得
の
た
め
の

移
民
宣
誓
を
導
入
し
た
と
す
る

と
、
国
民
主
権
す
ら
無
記
載
の

「
反
・
日
本
国
憲
法
」
と
で
も

称
す
べ
き
あ
の
ス
カ
ス
カ
な
新

憲
法
草
案
を
ま
と
め
て
い
る
参

政
党
の
人
た
ち
は
、
真
っ
先
に

市
民
権
剥
奪
か
排
除
さ
れ
て
し

ま
う
運
命
な
ん
で
す
。

　

そ
れ
と
も
矛
盾
を
突
か
れ
る

と
い
つ
も
「
い
や
ま
だ
そ
れ
は

検
討
段
階
で
誤
り
は
正
し
て
い

き
ま
す
」と
逃
げ
る
神
谷
代
表
、

こ
の
「
排
外
主
義
＝
日
本
人
フ

ァ
ー
ス
ト
」
も
考
え
が
足
り
な

か
っ
た
と
し
て
シ
レ
ッ
と
撤
回

す
る
ん
で
し
ょ
う
か
ね
。

（
武
藤
芳
治
／
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
）

　毎年、無料でコンサートを開
催しているグループ JAQUWA/
寂和 は、今年も 9.11米国同時
多発テロ事件犠牲者追悼演奏会
2025NY公演を９月 14日 （日）午
後３時 30分から天理文化協会（西
13丁目 43A番地）で開催する。
同時多発テロ事件より24周年目、
追悼のあかりを絶やさない趣旨の
もと、約 3000人の犠牲者、コロ
ナ禍の犠牲者、ロシアによるウク
ライナ軍事侵攻、パレスチナ・イ
スラエル戦争などにより犠牲とな
った人々へ捧げる追悼演奏会。当
日は通算 8枚目となる最新追悼ア
ルバム（pArfait Amour Episode III 
‒ SolitAry）もリリース予定。出演
は武藤正人（箏、サクソフォン、ボ
ーカル）内田沙理（バイオリン）、
高村衣美璃（ピアノ）。入場無料。
詳細は http://blog.jaquwa.jp

同時多発テロから 24年

犠牲者追悼演奏会
天理文化教会で９月 14日

　

キ
ャ
シ
ー
・
ホ
ウ
ク
ル
Ｎ
Ｙ

州
知
事
は
10
日
、
地
下
鉄
２
・

３
番
線
の
１
１
０
丁
目-

セ
ン

ト
ラ
ル
パ
ー
ク
・
ノ
ー
ス
駅
の

駅
名
を
「
１
１
０
丁
目-

マ
ル

コ
ム
Ｘ
プ
ラ
ザ
」
に
変
更
す
る

法
案
に
署
名
し
た
。

　

Ｎ
Ｙ
市
史
上
最
も
著
名
な
公

民
権
活
動
家
を
称
え
た
新
た
な

駅
名
の
改
名
式
は
、
今
月
１
日

か
ら
17
日
ま
で
開
催
さ
れ
た
第

51
回
ハ
ー
レ
ム
ウ
ィ
ー
ク
の
期

間
中
に
行
わ
れ
た
。
マ
ル
コ
ム

Ｘ
は
10
代
だ
っ
た
１
９
４
３
年

に
ハ
ー
レ
ム
で
暮
ら
し
始
め
、

再
び
54
年
か
ら
65
年
の
オ
ー
デ

ュ
ボ
ン
・
ボ
ー
ル
ル
ー
ム
暗
殺

事
件
ま
で
居
住
し
て
い
た
。
今

年
は
、
横
行
す
る
人
種
差
別
と

南
部
の
人
種
隔
離
を
強
化
す
る

ジ
ム
・
ク
ロ
ウ
（
黒
人
差
別
）

法
か
ら
逃
れ
た
黒
人
市
民
の
大

移
動
で
、
約
17
万
５
０
０
０
人

が
同
地
区
に
移
住
し
た
ハ
ー
レ

ム
・
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
１
０
０
周

年
。
ま
た
ホ
ウ
ク
ル
知
事
は
、

黒
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
ア
ー

ト
、
文
化
、
音
楽
の
聖
地
と
し

て
、
５
番
街
か
ら
ハ
ド
ソ
ン
川

の
１
１
０
丁
目
か
ら
１
５
５
丁

目
を
「
ハ
ー
レ
ム
・
ル
ネ
ッ
サ

ン
ス
文
化
地
区
」
と
制
定
す
る

法
案
も
承
認
し
た
。

Photograph: Courtesy of Gov. Kathy Hochul's Offi  ce

故・マルコムX氏

楽しい
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製
品
の
語
り
か
け
る

声
に
耳
を
傾
け
る

一
対
一
の
対
応
の

原
則
を
貫
く

　

問
題
が
発
生
し
た
と
き
や
、

仕
事
に
行
き
詰
ま
っ
た
と
き
に

は
、
そ
の
対
象
と
な
る
も
の
や

　

も
の
ご
と
を
処
理
す
る
に
あ

た
っ
て
は
、
ど
ん
ぶ
り
勘
定
で

と
ら
え
る
の
で
は
な
く
、
ひ
と

事
象
を
真
剣
に
、
謙
虚
に
観
察

し
続
け
る
こ
と
で
す
。

　

た
と
え
ば
、
製
造
現
場
で
は
、

つ
ひ
と
つ
明
確
に
対
応
さ
せ
て

処
理
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

た
と
え
ば
伝
票
な
し
で
現
金

38

あ
ら
ゆ
る
手
を
尽
く
し
て
も
歩

留
り
が
思
っ
た
よ
う
に
向
上
せ

ず
、
壁
に
ぶ
ち
あ
た
る
こ
と
が

よ
く
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
と
き

は
、
製
品
や
機
械
、
原
材
料
、

治
工
具
に
い
た
る
ま
で
、
工
程

全
体
を
す
み
ず
み
ま
で
観
察
し
、

素
直
な
眼
で
現
象
を
じ
っ
と
見

つ
め
な
お
す
こ
と
で
す
。
不
良

品
や
整
備
の
悪
い
機
械
が
あ
れ

ば
、
そ
の
泣
き
声
が
聞
こ
え
て

く
る
は
ず
で
す
。
製
品
そ
の
も

の
が
、
解
決
の
ヒ
ン
卜
を
語
り

か
け
て
く
れ
る
の
で
す
。

　

先
入
観
や
偏
見
を
も
つ
こ
と

な
く
、
あ
る
が
ま
ま
の
姿
を
謙

虚
に
観
察
す
る
こ
と
が
大
切
で

す
。

や
物
を
動
か
し
た
り
、
現
金
や

物
の
動
き
を
確
認
せ
ず
に
伝
票

の
み
で
処
理
す
る
と
い
う
よ
う

な
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
り
ま
せ

ん
。
売
掛
金
の
入
金
チ
ェ
ッ
ク

に
し
て
も
、
ど
の
売
上
分
を
ど

の
入
金
分
で
受
け
取
っ
た
の
か

を
個
々
に
対
応
さ
せ
な
が
ら
一

対
一
で
消
し
込
む
こ
と
が
必
要

で
す
。

　

ま
た
、
生
産
活
動
や
営
業
活

動
に
お
い
て
も
、〔
総
生
産
〕

や
〔
総
収
益
〕
と
い
っ
た
、
い

わ
ゆ
る
収
益
と
そ
れ
を
生
み
出

す
た
め
に
要
し
た
経
費
を
正
確

に
対
応
さ
せ
、
厳
密
な
採
算
の

管
理
を
行
う
こ
と
が
必
要
で

す
。 

稲盛和夫 Inamori Kazuo
1932年-2022年  鹿児島市生まれ。
1959年4月、京都セラミック株式会
社（現京セラ）を設立。2005年から
は名誉会長。また1984年、第二電電
企画株式会社を設立。2000年10月、
DDI（第二電電）、KDD、IDOの合併
によりKDDI株式会社を設立。2001年
6月より最高顧問。2010年2月、日本
航空会長に就任。2015年4月に名誉
顧問。一方、1983年から2019年末ま
で、ボランティアで、14,938人の経
営者が集まる経営塾「盛和塾」の塾
長として、経営者の育成に心血を注
いだ。1984年には私財を投じ稲盛財
団を設立。同時に国際賞「京都賞」
を創設し、毎年、人類社会の進歩発
展に功績のあった方々を顕彰。

＜連絡先＞
盛心塾ニューヨーク
 www.seishinjukuny.org

https://visaserve.com/lawyer/blog_category/Japanese-Updates
mailto:kkatonyc@earthlink.net
mailto:hisamatsu@nyseikatsu.com
http://blog.jaquwa.jp
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.seishinjukuny.org


第19回秋のヘルス・フェア
2025年 9月 5日ー 10 月 5日　

（今週号はヘルス・フェアの前半スケジュールを掲載します。
後半のスケジュールは、次号９月６日号で掲載します）

主催:  ニューヨーク日系人会、後援：在ニューヨーク日本国総領事館 
協賛: 米国医師会(JMSA)、邦人医療支援ネットワーク（JAMSNET USA）、米国三井基金、
 ニューヨーク日系人ライオンズクラブ 、Asian American Federation 　  
Online & 会場: ニューヨーク日系人会/JAA 49 West 45th St., 5th Floor, New Yorvk, NY 10036
Onlineの場合は、お申し込み後、Online の情報をお送りします。
お申込み、お問い合わせはニューヨーク日系人会 212-840-6942 /info@jaany.org
（但し、指定の連絡先以外） 

2025 年（令和 7 年）8 月 23 日（土） ［総　合］　　（6  ）

９月 時間 タイトル 企画担当　講師 /指導者（敬称略） 定員
5日
（金） 10:15-11:45 親子の音楽とアートで遊ぶクラス　（未就学児向け）会場：JAAホール                  　　　　　　登録フォームのリンクは　 https://tinyurl.com/md9db8up

講師：灘田篤子（米国認定音楽療法士 MT-BC）
企画：JAAアップルキッズ

6日
（土）

9:30-11:00 オンライン (ZOOM)講座：リモート茶話会
弓削看護師と話そう～健康と介護のことなど～

講師：弓削容子（在宅訪問看護師）
企画：NYシルバー会

13:30-15:30 コミュニティーカフェ　会場：JAAホール
誰でも参加できる憩いの場。雑談しながら楽しく過ごしましょう。お茶・お菓子あり

担当：坂神けいこ (NY市保健精神衛生局 )　 
企画：JAMSNET高齢者支援ネットワーク、
JAA高齢者問題協議会

8日
（月） 10:00-12:00 シニアへの無料ヘアカット　会場：JAAホール　各 30分・要予約

ヘアスタイリスト：田原ミチ、小須田シゲ、秋元亮佑、
上田和則　企画：JAA 20

10日
（水） 18:30-20:00 JAAホール＆オンライン (ZOOM) 

正しい姿勢、呼吸、丹田に力を入れる静坐法 講師：名倉 幹（東本願寺・真宗大谷派　僧侶）

11日
（木）

12:00-13:00 ９月の第一敬老会　 山本綾香さんの歌とクニ三上さんのピアノをお楽しみください！会費 $5（JAAシニア会員）企画：JAA社会福祉部

13:00-14:00 とっさの時、どのようにして身を守るか？ (Self Defense)
会場：JAAホール

講師：五嶋龍（日米武道館）
企画：JAA & AAF

13:00-14:30
伊藤さちよ舞踊団シニアフリーワークショップ
日本舞踊の基本を習い、自作の俳句に合わせて舞う
◆参加希望者は講師へ事前連絡要（扇子／着物の準備など説明有り）
会場： Greenwich House Senior Center on the Square, 20 Washington Square North, NYC 10011

講師：伊藤さちよ（舞踊家）
問合せ＆予約： 212-627-0265
sachiyoitoandcompany@gmail.com

12日
（金） 18:00-19:30 オンライン (ZOOM) 講座 :

認知症の初期症状と対応の仕方、新薬について解説
講師：吉田常孝（外務省診療所外務技師　精神科医）
企画：高齢者問題協議会

13日
（土）

10:00-12:00
看護師ヘルスチェック・サポートステーション　
看護師による大腸がん内視鏡スクリーニングミニレクチャー＆バイタルサイン、健康相談、通訳アプリ
案内コーナー　会場：JAA ホール

企画：日本人・日系アメリカ人看護協会

12:00-13:00 Hybrid（JAAホール＆オンライン ZOOM）講座：
Health Care Proxy「医療代理人指示書」作成ワークショップ　

特別講師：滝川玲子（NY州弁護士）
企画：JAA　協賛：日本人・日系アメリカ人看護協会

14:00-16:00
やさしい鉛筆画ワークショップ　会場：JAAホール
初めての方も安心して参加できます！画材は用意しますので手ぶらで OK。あなたが描いた作品はその
ままお持ち帰りいただけます。

講師：岡崎久美子 (鉛筆画アーティスト）

18:30-20:30 オンライン (ZOOM) 講座
日米の年金について　

講師：園原昌代（社会保険労務士）
企画：海外年金相談センター（創設者：市川俊治）

19:00-20:00 平安オンライン (ZOOM)読書会
斎藤孝著「養成訓、ほどほどに長生きする」　申込は直接平安まで：Heian.NYC@gmail.com 企画：平安　杉村真美  

14日
（日）

13:00-15:00 フィジカルセラピーによる腰や膝の痛みの原因、対処法を正しく知ろう！会場：JAAホール
講師：小崎裕也　（Doctor of Physical Therapy）
企画：ファンクフィジオフィジカルセラピー

18:30-20:30 オンライン（ZOOM)個別相談室　各 20分
日米の年金についての相談室です

講師：園原昌代（社会保険労務士）
企画：海外年金相談センター（創設者：市川俊治）

15日
（月） 13:00-15:00 Hybrid（JAAホール＆オンライン ZOOM）講座：秋の季節を俳句で楽しみましょう！初めての方もご一

緒に、秋の季語を使って自由な発想で俳句を作ってみましょう！　 担当：「NY方舟」澪つくし　企画：ハコ句会

16日
（火）

10:45-11:45 太極拳＆バランスエクササイズ　会場：JAAホール 講師：宮原三千子　企画：JAA 10
13:00-14:00 書道クラス体験　会場：JAAホール 講師：書道部師範　企画：JAA 10

19:00-21:00 ニューヨーク混声合唱団による公開リハーサル会場： JAA ホール
指揮者：相場皓一　ピアニスト：浅沼里香子
企画：ニューヨーク混声合唱団

19:00-20:00 オンライン (ZOOM)セミナー：米国で重い病気になること、
終末期を迎えるということ　～一緒に話し合いませんか～

講師：大西恵理子（オレゴン健康科学大学　家庭医）
企画：米国日本人医師会

17日
（水）

11:00-13:00 裏千家茶道デモンストレーション　会場：JAAホール 講師：真田宗知、鈴木宗律（裏千家専任講師）企画：
JAA 10

14:00-15:00 メディケアの基本と注意点、2026年の変更、ウェブサイトの
ご紹介とご利用のお勧め　会場：JAAホール

講師：石田和子 (HIICAP-Health Insurance Information
Counselling and Assistance Program Volunteer) 

15:00-17:00 メディケア個別相談（定員４名）要予約 企画：NY市高齢者課健康保険情報及び
カウンセリング支援プログラム 4

18:00-19:30「日本の国籍法と日米重国籍」会場：JAAホール
～出生による重国籍と自己志望による外国籍取得との違い～ 講師 :塩崎恵子（日本の国籍ビザコンサルタント）

18日
（木）

10:00-12:00 無料電話個別相談「米国の移民法について」各 15分・要予約 担当：加藤恵子（弁護士）　企画：JAA 8

13:00-14:30 しゃべって！笑って！ハッピーライフ！！ゲームや歌を楽しみながらいっぱい笑いましょう。会場：JAAホール
講師：焼山元恵（カウンセラー）
企画：幸せ運びた～～い（隊）

18:00-19:30 Hybrid（JAAホール＆オンライン ZOOM）講座：
米国での永住権や非移民ビザ保持者及び米国に滞在希望者へのアドバイス 担当：加藤恵子（弁護士）　企画：JAA

19日
（金）

11:00-11:50 ウオームアップ＆リラクゼーションストレッチ　会場：JAA Hall　ヨガマット or大タオル、動きやすい服装、運動靴、水をご持参ください 講師：オシオリ依子 (AFAA公認 Aerobics Instructor)

13:15-15:00 JAAコーラス体験クラス　会場： JAAホール
皆さんと楽しく歌って健康維持！初心者大歓迎！

指導：田中友樹子　
企画：JAAコーラス部

18:00-20:00  JAAオープンハウス　　どなたでもご参加できます！　　　　
Aise Rino Bandの演奏をお楽しみください！会場：JAAホール 企画：JAA and JAA YP Network

20日
（土）

10:00-12:00 オンライン (ZOOM)講座 : 
認知症を正しく知ろう：予防・診断・その後の支えあい

講師：山田悠史（米国老年医学専門医、FLAT代表理事）
講師：天野貴史 ( Associate Professor,
 Rutgers University, JASSI理事 )

13:00-14:30
YouTube講座：配信期間：9/20（土）13時～ 10/5（日）24時（NY時間）　
期間中お好きな時間に視聴できます
脳とからだが生き返る！菊池和子（89才）命の講演会＆一緒に動いてみよう！

講演：菊池和子　講師：太田伸子
企画：きくち体操

16:00-17:00 自己防衛（Self Defense)を空手を通して学びましょう！
会場：日米武道館　11 West 36th Street, 5th Floor, New York, NY 10018 講師：五嶋龍（日米武道館） 企画：JAA&AAF

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
系
人
会
（
Ｊ
Ａ

Ａ
）
主
催
の
第
19
回
秋
の
ヘ
ル
ス
・

フ
ェ
ア
が
９
月
５
日
（
金
）
か
ら
10

月
５
日
（
日
）
ま
で
開
催
さ
れ
る
。

海
外
で
暮
ら
す
上
で
、
自
分
や
家
族

の
健
康
は
、
安
心
・
安
全
な
生
活
を

維
持
し
て
い
く
上
で
の
最
優
先
事
項

だ
ろ
う
。
同
ヘ
ル
ス
・
フ
ェ
ア
は
、

健
康
管
理
の
専
門
家
が
、
ア
メ
リ
カ

で
の
出
産
、
育
児
、
学
校
や
運
動
を

通
し
て
健
全
な
肉
体
と
精
神
を
維
持

し
て
暮
ら
す
た
め
の
ア
ド
バ
イ
ス
、

滞
在
ビ
ザ
の
問
題
や
米
国
年
金
、
帰

国
に
関
す
る
相
談
、
高
齢
化
に
伴
う

認
知
症
の
理
解
、
楽
し
い
ア
メ
リ
カ

生
活
を
送
る
た
め
の
趣
味
の
紹
介
や

ヒ
ン
ト
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容

だ
。
自
分
に
合
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
見

つ
け
て
参
加
し
て
み
よ
う
。

mailto:info@jaany.org
https://tinyurl.com/md9db8up
mailto:sachiyoitoandcompany@gmail.com
mailto:Heian.NYC@gmail.com


（7）　　 ［ローカル経済］ 2025 年（令和 7 年）8 月 23 日（土）

CTE (Chronic Traumatic 
Encephalopathy)
慢性外傷性脳症

  CTE という脳の病気がアメリカで大きなニュースになっています。CTEとは
Chronic Traumatic Encephalopathy （慢性外傷性脳症）で、スポーツなどで頭部に
繰り返し衝撃を受けると、脳の中のタウというタンパク質に変化が起こり、記憶
障害や認知機能の低下、うつ症状などの症状が出る病気です。
　先日、マンハッタン中心のビルに侵入した男がライフル銃で４人を殺害し、ナ
ショナル・フットボール協会の社員に重傷を負わせ、その直後に自殺しました。
彼は残したメモの中で、協会は利益を増やすためにアメリカンフットボールの危
険性を隠してきたと述べ、事件の背景には協会への批判があったことが分かりま
す。　加えて、彼は学生時代にプレーしたフットボールによりCTEに罹ったとし
て、関連性の検証のために自分の脳の解剖を依願しました。（現在、当局が病理
検査中） 
　フットボールによるCTEについては、数年前から大きな問題として論議されて
います。実際に有名なフットボール選手が何人もCTEが原因で亡くなっています。
協会は過去長い間、フットボールとの関係を無視したり、過小評価してきたこと
で、選手や関係者から大きな批判を受けてきました。卑劣な殺人行為は到底許せ
るものではありませんが、一方で今回の事件は、ナショナル・フットボール協会
がCTEのリスクを十分に理解し、スポーツの安全性を考慮してきたかを、厳しく
問うものになるでしょう。
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（旦　英夫　ニューヨーク州弁護士）
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本
紙
に
連
載
中
の
コ
ラ
ム
「
米
語W

atch

」
の
単
行
本
第
２
弾
『
ア
メ
リ
カ
を
読
み
解
く
キ
ー
ワ

ー
ド
１
３
１
』（
旦
英
夫
著
）
が
好
評
発
売
中
。「
文
化
・
生
活
」「
社
会
」「
経
済
・
ビ
ジ
ネ
ス
・
技
術
」

「
政
治
・
法
律
」
の
4
分
野
か
ら
旬
の
言
葉
を
紹
介
。
米
国
紀
伊
國
屋
書
店
Ｎ
Ｙ
本
店
で
発
売
中
。
本

体
価
格
19
ド
ル
99
セ
ン
ト
。 

208

 　
日
本
の
介
護
事
情
に
つ
い
て

の
コ
ラ
ム
で
す
が
、
ま
た
久
し

ぶ
り
に
大
阪
関
西
万
博
の
お
話

を
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。
開
催

期
間
６
か
月
の
う
ち
も
う
残
り

２
か
月
だ
け
と
な
っ
て
寂
し
い

気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
も

っ
と
、
ず
っ
と
や
っ
て
ほ
し
い

と
い
う
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
な

の
で
す
が
、
し
か
し
、
日
本
の

猛
暑
は
き
つ
い
で
す
ね
。
最
近

は
災
害
級
の
猛
暑
す
ぎ
て
来
場

客
が
少
し
減
っ
て
い
る
よ
う
な

気
も
し
ま
す
。
な
の
で
９
月
中

旬
か
ら
も
っ
と
混
雑
す
る
で
し

ょ
う
ね
。
と
、
混
雑
の
心
配
も

さ
て
お
き
、
万
博
会
場
で
お
盆

真
っ
最
中
の
８
月
13
日
午
後
10

時
前
に
、
こ
れ
ま
た
災
害
級
の

事
故
が
起
き
ま
し
た
。な
ん
と
、

そ
も
そ
も
陸
の
孤
島
で
も
あ
る

万
博
会
場
か
ら
大
阪
市
内
に
繋

が
っ
て
い
る
唯
一
の
電
車
が
停

電
で
止
ま
っ
て
し
ま
っ
た
の
で

す
。そ
の
時
間
の
会
場
の
人
数
、

な
ん
と
３
万
人
！
３
万
人
が
、

陸
の
孤
島
「
夢
洲
」
に
残
さ
れ

て
帰
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た

の
で
す
。
幸
い
に
も
雨
も
降
っ

て
い
な
い
夜
だ
っ
た
か
ら
よ
か

っ
た
も
の
の
、
電
車
の
再
開
は

朝
５
時
半
だ
っ
た
と
の
こ
と
。

「
も
し
も
、
自
分
が
そ
こ
に
い

た
ら
」
を
想
定
し
て
、
ど
う
い

う
行
動
を
取
れ
ば
よ
か
っ
た
の

か
、
自
社
の
施
設
の
リ
ス
ク
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
も
想
定
し
て
、
オ

ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
考
え
て
み
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。

１　

初
動
対
応
の
重
要
性

　

万
博
責
任
者
は
大
災
害
へ
の

対
応
（
最
大
数
万
人
が
３
日
間

万
博
会
場
に
滞
留
す
る
こ
と
）

の
マ
ニ
ュ
ア
ル
準
備
は
し
て
い

て
も
、
今
回
の
よ
う
な
中
規
模

「
万
博
客
３
万
人
帰
宅
不
能
問
題
」
か
ら

考
え
る
リ
ス
ク
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト

の
災
害
へ
の
対
応
は
「
臨
機
応

変
で
対
応
」
と
は
い
う
が
、
正

直
、「
行
き
当
た
り
ば
っ
た
り
」

で
も
あ
っ
た
こ
と
を
認
め
て
い

る
。
例
え
ば
、
電
車
が
止
ま
っ

て
も
「
10
分
で
復
旧
す
る
だ
ろ

う
…
、
い
や
あ
と
10
分
、
い
や

も
う
少
し
」
で
、
判
断
や
会
場

へ
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
後
手
に
な

っ
て
し
ま
い
、
時
間
が
経
つ
ほ

ど
に
大
衆
が
不
安
に
な
る
こ
と

は
想
定
し
て
い
な
か
っ
た
よ
う

だ
。
高
齢
者
や
障
害
者
は
そ
れ

で
な
く
て
も
情
報
弱
者
で
あ

り
、
事
故
災
害
時
は
事
故
想
定

の
数
時
間
前
か
ら
準
備
し
な
け

れ
ば
動
け
な
い
こ
と
も
多
い
た

め
、「
初
動
と
は
何
か
？
」
と
、

責
任
者
に
は
「
正
常
性
バ
イ
ア

ス
」
を
排
除
し
て
、「
ま
ず
は

情
報
弱
者
で
あ
る
高
齢
者
や
障

害
者
、
子
供
た
ち
へ
の
対
応
を

一
番
に
想
定
し
、「
何
万
人
が

会
場
に
い
た
ら
、
そ
の
誘
導
は

10
分
後
ど
う
す
る
か
、
待
つ
の

か
、
動
く
の
か
」「
海
上
交
通

活
用
の
判
断
」「
行
政
へ
の
報

告
連
絡
相
談
と
指
示
仰
ぐ
」
等

の
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
見
直
し
と
訓

練
を
再
度
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

し
て
も
ら
い
た
い
。
し
か
も
、

今
回
の
責
任
者
の
対
応
は
「
ど

ち
ら
か
と
い
う
と
う
ま
く
い
っ

た
」
と
い
う
評
価
を
し
て
い
る

ら
し
い
。
実
は
、
同
じ
よ
う
な

小
災
害
が
開
幕
直
後
の
４
月
に

も
起
き
て
お
り
、
そ
の
際
の

「
４
千
人
が
駅
に
取
り
残
さ
れ

た
」
と
い
う
事
例
が
今
回
の
こ

と
に
も
活
か
さ
れ
て
い
た
上
で

の
「
う
ま
く
い
っ
た
」
な
の
で

あ
ろ
う
か
。
残
り
２
か
月
で
、

本
当
の
大
災
害
が
起
き
な
い
こ

と
を
祈
ら
ず
に
い
ら
れ
な
い
。

２　

情
報
は
収
集
す
る
だ
け
で

な
く
、
ど
う
発
信
す
る
か
で
大

衆
の
不
安
を
取
り
除
く

　

万
博
責
任
者
は
、
雑
踏
事
故

を
恐
れ
す
ぎ
て
、
情
報
を
発
信

す
る
よ
り
も
情
報
を
ど
う
発
信

し
な
い
で
、
大
衆
を
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
す
る
か
を
考
え
て
い
た
と

み
ら
れ
る
。
発
信
し
な
い
こ
と

に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
は
一
つ
も
な

い
。
発
信
し
な
い
こ
と
で
、
群

衆
を
動
か
さ
な
い
の
が
目
的
で

あ
ろ
う
が
、
動
か
な
い
ど
こ
ろ

か
刻
一
刻
と
動
け
な
い
群
衆
は

増
え
て
い
く
。
増
え
た
群
衆
が

一
斉
に
動
い
た
時
が
一
番
怖
い

の
だ
。
群
衆
を
一
箇
所
に
滞
留

さ
せ
な
い
た
め
に
も
、
収
集
し

た
最
新
の
情
報
を
的
確
に
、
タ

イ
ミ
ン
グ
よ
く
、
全
員
に
、
こ

れ
は
難
し
い
が
、
高
齢
者
に

も
、
聴
覚
障
害
者
に
も
、
わ
か

り
や
す
く
、
会
場
の
数
千
人
の

ス
タ
ッ
フ
を
通
じ
て
、
伝
え
る

こ
と
で
正
確
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

で
き
る
こ
と
が
本
来
の
災
害
時

マ
ニ
ュ
ア
ル
だ
。
情
報
を
発
信

し
な
か
っ
た
悪
い
例
は
７
月
末

に
も
あ
っ
た
。
朝
８
時
半
ご

ろ
、
津
波
が
万
博
沖
に
も
１
メ

ー
ト
ル
ほ
ど
到
着
と
い
う
速
報

に
対
し
、
事
前
ア
ナ
ウ
ン
ス
も

な
く
、
津
波
の
影
響
が
な
く
な

っ
た
お
昼
12
時
以
降
に
「
先
ほ

ど
津
波
が
会
場
に
も
到
着
し
ま

し
た
が
無
事
で
し
た
」
と
い
う

ア
ナ
ウ
ン
ス
を
し
た
と
い
う
恥

ず
か
し
い
こ
と
が
あ
っ
た
。
責

任
者
は
も
し
も
津
波
が
会
場
に

浸
水
し
て
き
た
時
は
、
高
齢
者

や
障
害
者
を
ど
う
い
う
誘
導
を

す
る
つ
も
り
で
い
た
の
だ
ろ
う

か
。
１
０
０
％
浸
水
し
な
い
と

自
信
が
あ
っ
た
ら
し
い
が
、
そ

れ
な
ら
な
お
の
こ
と
、
事
前
に

ア
ナ
ウ
ン
ス
し
な
か
っ
た
の
だ

ろ
う
か
。
会
場
の
お
客
様
を
信

用
し
て
い
な
い
、
そ
れ
に
よ
り

会
場
が
パ
ニ
ッ
ク
に
な
る
と
思

っ
た
か
ら
し
な
か
っ
た
の
だ
ろ

う
。
も
し
も
浸
水
し
て
い
た
ら

と
思
う
と
ゾ
ッ
と
す
る
。

３　

選
択
肢
は
複
数
提
供
す
る

　

現
場
責
任
者
は
押
し
寄
せ
て

く
る
群
衆
に
対
し
「
下
が
っ
て

く
だ
さ
い
」「
押
さ
な
い
で
く

だ
さ
い
」
等
、
パ
ニ
ッ
ク
時
に

よ
く
聞
こ
え
て
く
る
叫
び
声
を

出
し
て
い
た
。
実
際
に
、
道
を

空
け
な
い
と
急
病
者
の
搬
送
が

で
き
な
か
っ
た
り
、
将
棋
倒
し

等
の
大
事
故
に
も
つ
な
が
っ
た

り
す
る
た
め
叫
ぶ
。
た
だ
、
自

分
を
見
失
っ
た
群
衆
は
そ
れ
に

従
う
可
能
性
も
低
く
、
そ
れ
こ

そ
、
初
動
の
大
事
さ
が
改
め
て

重
視
さ
れ
る
と
こ
ろ
だ
。
最
初

に
想
定
さ
れ
る
パ
ニ
ッ
ク
に
備

え
て
、
責
任
者
は
大
衆
に
対
し

て
「
複
数
の
選
択
肢
を
与
え
る

こ
と
」
を
想
定
し
て
も
ら
い
た

い
。
例
え
ば
「
押
さ
な
い
で
く

だ
さ
い
、
ま
た
は
、
65
歳
以
上

の
高
齢
者
は
こ
ち
ら
に
集
ま
っ

て
く
だ
さ
い
」
等
の
ス
ペ
ー
ス

を
開
放
す
る
こ
と
や
「
下
が
っ

て
く
だ
さ
い
、
障
害
者
の
た
め

に
こ
こ
に
道
を
空
け
て
く
だ
さ

い
」
等
。
こ
れ
ら
も
小
災
害
マ

ニ
ュ
ア
ル
に
入
れ
る
べ
き
だ
と

思
う
。

　

外
国
人
も
多
い
万
博
だ
が
、

責
任
者
が
思
っ
て
い
る
以
上
に

日
本
人
は
文
明
的
で
行
儀
正
し

く
行
動
で
き
る
民
族
な
の
で
あ

る
。「
高
齢
者
の
た
め
に
」「
障

害
者
の
た
め
に
」「
子
供
た
ち

の
た
め
に
」
な
ら
、
自
己
犠
牲

も
多
少
は
厭
わ
な
い
民
族
で
あ

る
と
い
う
誇
り
も
あ
る
。

　

西
村
栄
一
／
株
式
会
社
ヘ
ル

プ
ズ
・
ア
ン
ド
・
カ
ン
パ
ニ
ー

代
表
取
締
役
、
全
国
介
護
事
業

者
連
盟　

大
阪
支
部
監
査
役 

＊
同
社
で
は
専
門
家
と
連
携
し

て
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
行
っ

て
い
る
。
疑
問
、
悩
み
、
日
本

の
社
会
保
障
（
介
護
・
医
療
・

年
金
・
雇
用
等
）
制
度
に
関
す

る
質
問
や
相
談
を
受
け
付
け
て

い
る
。info@helpz.jp

　

電
気
自
動
車
の
ラ
イ
ド
シ
ェ

ア
を
展
開
す
る
レ
ベ
ル
・
ト
ラ

ン
ジ
ッ
ト
社
は
、
Ｎ
Ｙ
市
内
で

の
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
事
業
か
ら
11

日
に
正
式
に
撤
退
し
、
今
後
は

事
業
の
焦
点
を
同
市
や
カ
リ
フ

ォ
ル
ニ
ア
州
の
主
要
都
市
で
の

電
気
自
動
車
充
電
ス
タ
ン
ド
開

設
事
業
に
充
て
る
と
発
表
し

た
。

　

同
社
は
２
０
２
１
年
、
Ｎ
Ｙ

市
で
テ
ス
ラ
社
の
鮮
や
か
な
ブ

ル
ー
の
モ
デ
ル
Ｙ
50
台
で
ラ
イ

ド
シ
ェ
ア
事
業
を
開
始
し
、
30

％
割
引
コ
ー
ド
や
清
潔
な
車

内
、
運
転
手
の
礼
儀
の
良
さ
な

ど
が
評
判
を
呼
び
、
短
期
間
で

客
足
を
伸
ば
し
た
。
事
業
の
移

行
に
つ
い
て
同
社
最
高
経
営
責

任
者
の
フ
ラ
ン
ク
・
レ
イ
グ
氏

は
、苦
肉
の
策
で
は
あ
る
が「
Ｅ

Ｖ
場
で
前
進
し
て
い
く
た
め
」

と
伝
え
て
い
る
。
同
社
は
Ｎ
Ｙ

市
内
は
１
０
０
か
所
、
サ
ン
フ

レ
ベ
ル
社
方
針
転
換

充
電
ハ
ブ
事
業
に
専
念
へ

ラ
ン
シ
ス
コ
で
１
か
所
の
充
電

ス
タ
ン
ド
を
運
営
し
て
お
り
、

現
在
は
１
０
０
か
所
を
建
設
中

で
30
年
ま
で
に
２
０
０
０
か
所

を
計
画
し
て
い
る
。

　

18
年
に
Ｎ
Ｙ
市
で
創
業
し
た

同
社
が
事
業
の
方
向
転
換
を
す

る
の
は
今
回
が
初
め
て
で
は
な

い
。
モ
ペ
ッ
ト
の
レ
ン
タ
ル
事

業
は
安
全
性
、
保
険
費
、
複
数

の
事
故
な
ど
の
課
題
を
抱
え
23

年
に
廃
止
し
た
。
環
境
配
慮
を

謳
っ
た
電
気
自
動
車
の
ラ
イ
ド

シ
ェ
ア
は
開
始
当
初
は
高
評
価

を
得
て
い
た
が
、
そ
の
後
ラ
イ

バ
ル
の
ウ
ー
バ
ー
や
リ
フ
ト
な

ど
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
・
キ
ャ
ピ
タ

ル
を
資
金
に
成
長
す
る
ラ
イ
ド

シ
ェ
ア
事
業
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ

プ
と
の
競
争
に
苦
戦
し
て
い

た
。
最
近
は
ハ
ー
ツ
社
と
の
レ

ン
タ
カ
ー
事
業
の
取
引
を
終

了
、
運
転
手
の
雇
用
状
態
を
契

約
社
員
に
変
更
し
て
お
り
、
同

市
タ
ク
シ
ー
・
リ
ム
ジ
ン
委
員

会
（
Ｔ
Ｌ
Ｃ
）
の
ラ
イ
セ
ン
ス
・

プ
レ
ー
ト
１
０
０
枚
を
売
却
す

る
可
能
性
が
あ
る
。
使
用
し
て

い
る
約
５
０
０
台
の
車
両
は
、

売
却
ま
た
は
返
却
を
検
討
し
て

い
る
。

ライドシェアから撤退

ライドシェアサービスの終了を告げるレベル社のウェブサイト

https://michaeldunnlaw.com
http://kkobo.com/
https://hls-global.com
mailto:KHAdvisors7@Gmail.com
mailto:info@helpz.jp
mailto:info@helpz.jp
mailto:info@helpz.jp


www.nyseikatsu.com

2025 年（令和 7 年）8 月 23 日（土） ［総　合］　　（8）

57

シ
メ
サ
バ
棒
寿
司

タ
コ
と
わ
か
め
、

き
ゅ
う
り
の
和
物

魚
の
煮
付
け

和
食
料
理
人
が
作
る

夏
の
和
物
３
品

【
作
り
方
】　

　

下
処
理
と
し
て
魚
は
お
湯
に

潜
ら
浅
め
の
鍋
、
も
し
く
は
フ

【
作
り
方
】　

（
酢
飯
の
準
備
）

　

酢
飯
を
作
り
ま
す
。
ボ
ウ
ル

に
１
５
０
グ
ラ
ム
ほ
ど
の
白
い

ご
飯
、
刻
ん
だ
寿
司
ガ
リ
、
千

切
り
に
し
た
大
葉
、
炒
り
ご
ま

を
少
々
い
れ
て
混
ぜ
合
わ
せ
ま

す
。少
し
混
ざ
っ
た
と
こ
ろ
で
、

寿
司
ガ
リ
の
甘
酢
と
米
を
馴
染

ま
せ
ま
す
。

（
し
め
鯖
の
準
備
）

　

し
め
鯖
は
市
販
品
を
用
意
し

ま
す
。
薄
い
皮
が
あ
る
の
で
ま

ず
は
こ
れ
を
剥
が
し
ま
す
。
水

気
が
多
い
の
で
ペ
ー
パ
ー
タ
オ

ル
な
ど
で
余
分
な
水
気
を
し
っ

か
り
と
吸
収
し
て
お
き
ま
す
。

少
し
経
っ
た
ら
鯖
に
切
れ
目
を

入
れ
ま
す
。
横
に
５
〜
６
本
切

れ
込
み
を
入
れ
ま
す
。
酢
で
〆

た
鯖
は
身
が
し
ま
っ
て
い
て
巻

き
づ
ら
い
の
で
、
切
れ
込
み
を

い
れ
て
シ
ャ
リ
と
巻
き
や
す
い

よ
う
に
し
ま
す
。

　

今
月
の
生
き
生
き
Ｅ
Ａ
Ｔ
Ｓ

は
、
元
Ａ
Ｚ
Ａ
Ｂ
Ｕ　

Ｎ
Ｙ
の

ス
ー
シ
ェ
フ
と
し
て
勤
め
、
現

在
は
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
ホ
テ
ル

内
の
寿
司
和
食
レ
ス
ト
ラ
ン
に

勤
務
し
て
い
る
鈴
木
達
也
さ
ん

に
魚
の
煮
付
け
、
シ
メ
サ
バ
の

棒
寿
司
、
タ
コ
と
わ
か
め
、
き

ゅ
う
り
の
和
物
を
作
っ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

鈴
木
さ
ん
は
大
学
卒
業
後
、

和
食
料
理
人
を
志
し
て
日
本
国

内
で
居
酒
屋
・
懐
石
・
割
烹
・

寿
司
屋
で
修
業
し
、
２
０
２
３

年
に
Ｎ
Ｙ
へ
移
住
。
勤
務
の
な

い
休
日
は
友
人
、
知
人
宅
で
寿

司
、
和
食
文
化
を
広
め
る
活
動

を
し
て
い
ま
す
。

【
作
り
方
】　

（
下
準
備
）

▽
た
こ
＝
た
こ
は
指
の
幅
１
本

か
ら
２
本
の
一
口
大
の
大
き
さ

に
カ
ッ
ト
し
ま
す
。

▽
わ
か
め
＝
乾
燥
わ
か
め
を
戻

し
ま
す
。
大
き
め
の
ボ
ウ
ル
の

た
っ
ぷ
り
の
お
水
で
戻
し
ま

す
。
▽
き
ゅ
う
り
＝
こ
ち
ら
の

き
ゅ
う
り
は
皮
が
厚
く
て
食
べ

に
く
い
も
の
も
あ
り
ま
す
。
そ

材料
魚 ..............................下処理
濃口醤油 .....................７０ｇ
コーンシュガー ............５０ｇ
料理酒 .........................５０ｇ
水 ................................５０ｇ

材料
しめさば（日系スーパーで購入）
.............................................１枚
白米 .........................1００グラム
大葉（日系スーパーで購入）...４枚
寿司がり（日系スーパーで購入）　
刻み ３０グラム（甘酢３０グラム）
いりごま ...............................少々
ライム ..................................一個

材料
たこ .............................足１本
乾燥わかめ ....................適量
きゅうり ........................１本
〈土佐酢レシピ〉
顆粒だしのもと ..............５ｇ
お湯 .........................２００ｇ
酢 ................................５０ｇ
醤油 ...............................５ｇ
みりん..........................１５ｇ

（
棒
寿
司
に
巻
い
て
い
く
）

　

ラ
ッ
プ
を
一
番
は
じ
め
に
下

に
敷
き
ま
す
。
そ
の
上
に
皮
を

下
に
、
身
を
上
む
き
に
置
き
ま

す
。
身
の
上
に
仕
込
ん
だ
酢
飯

を
置
い
て
い
き
ま
す
。
こ
の
時

少
し
お
に
ぎ
り
を
に
ぎ
る
要
領

で
お
米
を
「
ぎ
ゅ
ぎ
ゅ
」
と
固

め
て
こ
ね
て
い
き
ま
す
。
ラ
ッ

プ
の
手
前
の
端
と
奥
の
端
を
あ

わ
せ
る
よ
う
に
し
て
し
め
鯖
が

酢
飯
を
包
み
込
む
よ
う
に
巻
い

て
形
を
整
え
ま
す
。

（
切
り
出
し
）

　

最
後
は
棒
寿
司
を
切
っ
て
い

き
ま
す
。
ラ
ッ
プ
を
し
た
ま
ま

切
り
ま
す
。
包
丁
を
鋸
の
よ
う

に
前
後
に
大
き
く
ス
ラ
イ
ド
さ

せ
な
が
ら
切
り
ま
し
ょ
う
。
一

回
切
る
ご
と
に
タ
オ
ル
で
包
丁

を
拭
い
て
湿
ら
せ
て
お
く
と
切

り
や
す
い
で
す
。

ラ
イ
パ
ン
に
煮
付
け
汁
を
い
れ

て
、
魚
を
い
れ
ま
す
。
強
火
に

に
し
て
、落
と
し
蓋
を
し
ま
す
。

煮
詰
め
の
時
に
汁
が
か
か
っ
て

い
な
い
魚
の
部
分
が
あ
れ
ば
ス

プ
ー
ン
な
ど
で
か
け
て
あ
げ
ま

す
。

ん
な
時
は
蛇
腹
切
り
と
い
う
和

食
の
技
法
を
つ
か
い
ま
す
。
き

ゅ
う
り
を
千
切
り
す
る
よ
う
に

何
度
も
切
れ
目
を
切
れ
ま
す
。

下
ま
で
切
り
す
ぎ
て
完
全
に
き

ゅ
う
り
を
切
り
離
す
こ
と
の
な

い
よ
う
に
注
意
し
ま
す
。
反
対

側
（
下
側
）
の
面
も
同
じ
よ
う

に
千
切
り
の
よ
う
に
細
か
く
切

れ
込
み
を
い
れ
ま
す
。
こ
う
す

る
こ
と
で
厚
い
皮
で
も
食
べ
や

す
く
、
ま
た
味
も
染
み
込
み
や

す
く
な
り
ま
す
。

（
味
付
け
）

　

土
佐
酢
で
味
付
け
し
ま
す
。

土
佐
酢
は
出
汁
の
素
を
お
湯
で

溶
か
し
そ
こ
に
お
醤
油
、
み
り

ん
、
お
酢
を
加
え
て
冷
や
し
て

使
い
ま
す
。
わ
か
め
、
き
ゅ
う

り
、
タ
コ
を
土
佐
酢
と
と
も
に

混
ぜ
合
わ
せ
ま
す
。
す
ぐ
に
食

べ
る
場
合
は
味
が
染
み
込
ん
で

い
な
い
の
で
、
土
佐
酢
を
少
し

多
め
に
か
け
ま
す
。
少
し
混
ぜ

て
か
ら
時
間
を
置
い
て
食
べ
る

場
合
は
土
佐
酢
を
少
な
め
に
し

て
和
え
ま
す
。
時
間
が
経
つ
と

食
材
か
ら
水
分
が
出
て
味
が
薄

く
な
る
の
で
再
度
召
し
上
が
る

直
前
に
土
佐
酢
を
か
け
る
と
美

味
し
く
召
し
上
が
っ
て
い
た
だ

け
ま
す
。

https://kikkomanusa.com/
https://www.korin.com/
https://www.nyseikatsu.com/portraits/
http://www.nyseikatsu.com
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　今回ご紹介するのは、Grand Army Plaza Green Market です。
Brooklynのランドマーク、Prospect Park の前で土曜に実施される大規模なファーマーズマーケット。
NYローカルのベンダーが軒を並べ、生鮮品や花、また手作りの石鹸やアクセサリーなどが売られています。
普段の生活品はもちろん、お土産やギフト探しにもぴったり！お値段は少し高めですが、その分品質は良いもの
ばかり。晴れた日に行って自分用に花を買い、そのまま公園を散歩することが好きです。
　Prospect Park は街中にあるのが信じられないくらいに大きく、とても自然豊かな公園。都会の喧騒から完全に
離れるような感覚を味わうことができ、個人的にはセントラルパークよりも好きな公園です。
晴れた週末は早起きしてお買い物、そして散歩コースが超おすすめです！
　ヤマモトレミ　89年生まれ、福岡県出身の漫画家。2017年に仕事の異動で東京から NYへ移住。日本食スー
パーで社員として働きながら趣味で漫画を描いていたら楽しくなってしまい 2021年に退職、漫画家として本
格的に活動を開始。2023年現在ブルックリン区在住。単行本発売中！（Instagram:@Yamamotoinnyc）

【22】

　

ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
に
あ
る
日
英

バ
イ
リ
ン
ガ
ル
日
本
語
学
校
の

あ
お
ぞ
ら
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

は
、
新
学
期
が
始
ま
る
に
あ
た

り
、
デ
イ
キ
ャ
ン
プ
を
開
催
す

る
。
対
象
学
年
は
キ
ン
ダ
ー
か

ら
5
年
生
ま
で
。
参
加
条
件
は

教
室
内
で
の
日
本
語
の
指
示
や

会
話
が
理
解
で
き
る
こ
と
。
こ

の
デ
イ
キ
ャ
ン
プ
で
は
、
子
ど

も
た
ち
が
奥
深
い
日
本
文
化
に

触
れ
、
日
本
へ
の
つ
な
が
り
を

感
じ
て
く
れ
る
よ
う
な
題
材
を

厳
選
。
ク
ラ
ス
と
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
ー
は
日
本
語
で
行
わ
れ
る

の
で
、
子
ど
も
た
ち
は
日
本
語

に
ど
っ
ぷ
り
浸
か
り
日
本
語
を

練
習
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

ほ
か
ほ
か
で
美
味
し
い
給
食
も

つ
い
て
く
る
。

　

第
１
弾
は
9
月
23
日
（
火
）

と
24
日
（
水
）
に
「
ジ
ブ
リ
の

世
界
の
大
冒
険
」
と
い
う
テ
ー

マ
で
開
催
す
る
。
ト
ト
ロ
、
キ

キ
、『
千
と
千
尋
』
な
ど
の
ふ

し
ぎ
な
世
界
で
、
キ
ャ
ン
パ
ー

た
ち
は
ス
タ
ジ
オ
ジ
ブ
リ
の
魔

法
を
ア
ー
ト
や
お
話
づ
く
り
、

自
然
の
中
で
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ

ィ
を
通
し
て
、
日
本
語
で
た
っ

ぷ
り
楽
し
む
。

　

デ
イ
キ
ャ
ン
プ
は
そ
の
後

も
「
日
本
の
秋
ま
つ
り
キ
ャ

ン
プ
」「
妖
怪
ミ
ス
テ
リ
ー
大

冒
険
」「
和
菓
子
キ
ッ
ズ
職
人

キ
ャ
ン
プ
」「
か
わ
い
い
の
世

界
」「
日
本
の
音
楽
の
キ
ャ
ン

プ
」「
ド
ッ
ト
ド
ッ
ト
草
間
彌

生
キ
ャ
ン
プ
」「
う
ん
ど
う
か

い
チ
ャ
レ
ン
ジ
キ
ャ
ン
プ
」

な
ど
、
年
間
を
通
じ
て
定
期

的
に
開
催
す
る
。
詳
細
は
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト
ま
で https://

www.aozoracom
m
unity.

org/20252026-day-
camps-copy

を
参
照
す
る
。

あ
お
ぞ
ら
ス
ク
ー
ル
イ
ヤ
ー
・
デ
イ
キ
ャ
ン
プ
開
催

　

来
月
の
ア
ジ
ア
ウ
ィ
ー
ク
Ｎ

Ｙ
に
あ
わ
せ
て
、
ア
ー
ト
ギ
ャ

ラ
リ
ーJoan B Mirviss

（
東

78
丁
目
39
番
地
）
は
９
月
12
日

（
金
）
か
ら
、
女
性
陶
芸
家
・

藤
野
さ
ち
子
と
フ
タ
ム
ラ
ヨ
シ

ミ
の
２
回
目
と
な
る
合
同
展
覧

会
「Collapse / Rebirth II

」

を
開
催
す
る
。

　

藤
野
の
作
品
は
、
計
算
さ
れ

た
幾
何
学
的
な
台
か
ら
花
び
ら

の
よ
う
に
繊
細
に
波
打
つ
形
が

生
ま
れ
る
。
フ
タ
ム
ラ
は
生
命

的
な
彫
刻
の
表
面
に
磁
器
の
化

粧
土
を
施
し
、
亀
裂
の
入
っ
た

縞
模
様
に
巧
み
に
加
工
す
る
こ

と
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
自
然
の
イ

メ
ー
ジ
を
喚
起
さ
せ
る
作
品
。

両
作
家
は
国
際
的
に
高
く
評
価

さ
れ
て
お
り
、
世
界
各
地
の
美

術
館
に
作
品
が
収
蔵
さ
れ
て
い

る
。
２
０
１
６
年
の
初
回
展
か

ら
約
10
年
を
経
て
、
土
と
い
う

表
現
媒
体
に
対
す
る
彼
女
た
ち

の
進
化
し
た
ア
プ
ロ
ー
チ
を
体

感
で
き
る
展
示
会
で
あ
る
。

　

入
場
無
料
。
開
廊
時
間
は
月

〜
金
曜
の
午
前
11
時
か
ら
午
後

６
時
。
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

https://www.mirviss.com/

を
参
照
す
る
。

藤
野
さ
ち
子

フ
タ
ム
ラ
ヨ
シ
ミ

合
同
展
を
開
催

mailto:kj.inter.artist@gmail.com
https://japanvillage.com/
https://www.aozoragakuen.com/
http://bjafa.org/nihongogakuen/
http://www.jwsny.org
https://www.mirviss.com/
https://www.mirviss.com/
https://www.mirviss.com/
https://www.mirviss.com/
https://www.aozoracommunity.org/20252026-day-camps-copy
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あ
る
夜
、
同
じ
ク
ラ
ス
の
17

人
の
生
徒
が
失
踪
し
た
。
予
告

編
を
見
る
限
り
、
Ｕ
Ｆ
Ｏ
、
宇

宙
人
に
よ
る
集
団
拉
致
を
ほ
の

め
か
す
Ｓ
Ｆ
調
ス
ト
ー
リ
ー
。

タ
イ
ト
ル
の
「Weapons

」
も

一
種
の
宇
宙
兵
器
を
に
お
わ
せ

る
。「Barbarian
」（
２
０
２
２

年
）
の
ザ
ッ
ク
・
ク
レ
ガ
ー
監

督
・
脚
本
が
仕
掛
け
る
ス
リ
ル

満
点
の
ミ
ス
テ
リ
ー
ホ
ラ
ー

だ
。

　

人
気
俳
優
を
目
玉
に
し
て
い

る
わ
け
で
も
な
い
が
、
謎
が
謎

を
呼
ぶ
物
語
だ
け
に
公
開
１

週
目
の
興
行
成
績
は
断
ト
ツ
１

位
。

　

何
人
か
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に

焦
点
を
当
て
、
彼
ら
の
視
点
か

ら
物
語
の
流
れ
、
事
件
と
の
関

わ
り
が
語
ら
れ
、
謎
を
秘
め
た

ま
ま
観
客
は
ぐ
い
ぐ
い
と
プ
ロ

ッ
ト
に
引
き
込
ま
れ
て
い
く
。

 　
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
の
小
さ

な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
あ
る
晩
、

17
人
の
生
徒
が
一
度
に
失
踪
し

た
。
ジ
ャ
ス
テ
ィ
ー
ン
教
師
が

担
当
す
る
３
年
生
の
ク
ラ
ス
で

１
人
を
除
く
全
生
徒
が
消
え
た

の
だ
。
い
く
つ
か
の
監
視
カ
メ

ラ
に
は
子
ど
も
が
玄
関
か
ら
出

て
両
腕
を
わ
ず
か
に
広
げ
、
闇

の
中
に
走
り
去
る
様
子
が
映
っ

て
い
る
。
何
者
か
に
連
れ
去
ら

れ
た
の
で
は
な
く
自
発
的
な
行

為
だ
。
保
護
者
は
パ
ニ
ッ
ク
に

な
り
警
察
は
総
動
員
で
捜
索
を

始
め
る
が
行
方
は
分
か
ら
な

い
。

　

当
然
の
よ
う
に
担
任
の
ジ
ャ

ス
テ
ィ
ー
ン
が
関
わ
っ
て
い
る

の
で
は
と
追
及
さ
れ
る
が
本
人

は
お
ろ
お
ろ
す
る
ば
か
り
だ
。

ブ
ロ
ン
ド
の
カ
ー
リ
ー
ヘ
ア
に

大
き
な
フ
レ
ー
ム
の
眼
鏡
を
か

け
た
若
い
女
性
教
師
は
見
る
か

ら
に
事
件
と
は
関
係
な
さ
そ
う

だ
。
し
か
し
、
人
は
見
か
け
だ

け
で
は
わ
か
ら
な
い
。
保
護
者

の
一
人
、
ア
ー
チ
ャ
ー
は
ジ
ャ

ス
テ
ィ
ン
が
ア
ル
コ
ー
ル
依
存

症
の
気
が
あ
り
、
職
場
不
倫
で

も
め
た
こ
と
を
調
べ
上
げ
、
疑

惑
の
念
を
深
め
て
い
る
。

　

も
う
一
つ
の
手
が
か
り
は
ク

ラ
ス
で
１
人
だ
け
失
踪
し
な
か

っ
た
生
徒
ア
レ
ッ
ク
ス
だ
。
彼

は
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
が
い
な
く
な

っ
た
こ
と
に
驚
く
ば
か
り
で
何

も
知
る
様
子
は
な
い
。
た
だ
、

ア
ー
チ
ャ
ー
の
息
子
マ
シ
ュ
ー

が
ア
レ
ッ
ク
ス
を
い
じ
め
て
い

た
と
い
う
事
実
は
親
も
学
校
も

知
ら
な
い
。

　

物
語
は
ア
ー
チ
ャ
ー
に
続
き

ジ
ャ
ス
テ
ィ
ー
ン
と
不
倫
関
係

に
あ
る
警
官
ポ
ー
ル
、
ポ
ー

ル
に
追
わ
れ
て
い
る
ホ
ー
ム
レ

ス
の
ジ
ェ
ー
ム
ス
、
校
長
の
マ

ー
カ
ス
ら
が
次
々
と
登
場
し
彼

ら
の
ユ
ニ
バ
ー
ス
を
展
開
さ
せ

る
。

　

一
体
、
子
ど
も
た
ち
は
ど
こ

に
。
ク
レ
ガ
ー
監
督
得
意
の
コ

メ
デ
ィ
タ
ッ
チ
の
ホ
ラ
ー
全
開

で
観
客
は
一
気
に
エ
ン
デ
ィ
ン

グ
へ
と
押
し
流
さ
れ
る
。
２
時

間
８
分
。
Ｒ
指
定
。　
　
（
明
）

Weapons
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動
画
予
告

 

デ
ジ
タ
ル
版www.nyseikatsu.com

で
右
の
写
真
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
動

画
で
予
告
編
が
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

消
え
た
子
ど
も
た
ち

 ■上映館■
Regal Times Square

247 W. 42nd St.
AMC Empire 25

234 West 42nd St.
AMC 34th Street 14

312 W. 34th St.

クラスで一人だけ残ったアレックス

EVENT
■第 5回ジャパンビレッジ夏祭り＝ 8/23　
13:00　Japan Village（934 3rd Avenue）今
年も「日本の地方都市文化の紹介」をテー
マに、黒石市（青森県）、山口市（山口県）、
盛岡市（岩手県）などが参加し、郷土芸能
の披露や観光案内を行い、各市の魅力を紹
介する。好評の「盛岡わんこそば大会」の
ほか、敷地内でヨーヨー釣り、おめん、わ
たあめなどの屋台が出店する。
詳 細 は https://www.japanvillage.com/
summer-festival-2025
■ジャパンフェス＝ 8/24  10:00-18:00  East 
Village（4th ave, 9th-10th St）今回はイース
トビレッジで開催。さまざまな日本食や雑
貨、アート、音楽などが楽しめる人気スト
リートフェア。おにぎり、弁当、ラーメン、
たこ焼き、シュークリームなどが出店する。
詳細は https://www.japanfes.com
■ NY三田会総会＝ 9/3 19:00  Harvard Club 
of New York City (35 W 44th St, 3F）海外に
ある三田会組織の中で最大規模の同会が年
に 1度開催する総会。日本の慶應義塾大学
から塾長も参加する。豪華賞品が当たる福
引き大会も実施。会費：学生 $130、2006
～ 25年卒業生は $180、05年以前に卒業し
た人は $230。
詳細は http://www.nymitakai.com/?cat=43　
■ ス シ・ コ ン ＝ 9/6・7  12:00 ～ 17:00　
Metropolitan Pavilion（125 W 18th St）世界

中の食品企業が展示ブースを構え、寿司食
べ放題もできる恒例イベント。今年は 40社
以上の企業や高級レストランが参加し、著
名シェフらが寿司や生魚を使った料理を振
る舞う。午後１時からはクロマグロの解体
ショーも実施される。入場料：$150（VIP
チケットは $200）
詳細は https://sushicon.com/

CLASS/SEMINAR
■経済評論家・上念司の NY講演会＝ 9/7  
19:00  NY日系人会（49 W 45th St, 5F）上
念が主催するオンラインコミュニティ「八
重洲・イブニング・ラボ」の講演会のうち
年 1回、恒例行事として開催している NY
講演会。前年の講演会で当たったこと、外
れたことを総括し、アメリカ経済を分析し
つつ、その先 1年の経済予想をする。参加
費無料。問い合わせ・申し込みは Eメール
info@yaesu-evening-lab.comまで。

MUSIC
■第 32回ニューヨークの四季・日本音楽
の彩り＝ 8/24　17:00　「雪月華」 （74 E 7th 
St,）山田流箏曲家の木村伶香能による日本
音楽コンサートシリーズ。今回は箏曲の原
点である段物より「八段調」、高い芸術性
と超絶技巧で知られた中能島欣一（人間国
宝）の処女作「陽炎の踊」他を演奏。茶道
家、森宗碧による抹茶も提供される。要予約。

参加費：$50
詳細は https://www.setsugekkany.com
■大江千里トリオ・スペシャルライブ＝
9/19・20　19:00/21:30  Birdland（315 W 
44th St.）NY在住ジャズピアニスト・大江
千里のコンサート。共演は、マット・クロ
ヘシー（ベース）とロス・ペダーソン（ド
ラム）。特別ゲストとして歌姫ローレン・キ
ンハンを迎える。入場料：$35.46～ $45.76
詳細は https://www.birdlandjazz.com/
■矢野顕子トリオの NYコンサート＝ 10/5　
20:00　Sony Hall（235 W 46th St.） 矢 野
顕子トリオによるライブ。出演は矢野のほ
か長年の NY在住ミュージシャンフレンズ、
ウィル・リー（ベース、ボーカル、シンセ
サイザー）と、クリス・パーカー（ドラム）。
入場料：$40.55～ $58.16。
詳 細 は h t t p s : / / s o n y h a l l . c o m /
shows/?eid=14479643

THEATRE/DANCE 
■三島由紀夫・生誕 100周年シリーズ・演
劇作品『KINKAKUJI』＝ 9/11～ 20　Japan 
Society（333 E 47th St,）9月から 12月ま
で開催される三島由紀夫に関連したシリー
ズの幕開けとなる舞台。三島の代表作『金
閣寺』（1957年出版）を、韓国系アメリカ
人俳優、メジャー・クルダの一人芝居で上
演する。演出はレオン・インガルスラッド
（SITIカンパニー共同創立者）。入場料：$30
～ $70　　　詳細は https://japansociety.org

　

ト
マ
ト
が
旬
を
迎
え
た
今
月

６
日
、
大
手
食
品
メ
ー
カ
ー
の

ハ
イ
ン
ツ
は
主
力
商
品
の
ケ
チ

ャ
ッ
プ
を
使
っ
た
新
商
品
「
ト

マ
ト
ケ
チ
ャ
ッ
プ
・
ス
ム
ー
ジ

ー
」
を
Ｎ
Ｙ
市
内
を
含
む
エ
リ

ア
に
あ
る
ス
ム
ー
ジ
ー
専
門
店

「
ス
ム
ー
ジ
ー
・
キ
ン
グ
」
に

て
期
間
限
定
で
発
売
し
た
。

　

ス
ム
ー
ジ
ー
・
キ
ン
グ
は「
何

か
月
も
慎
重
な
研
究
を
重
ね
試

行
錯
誤
し
、
最
高
の
塩
気
と
甘

味
の
バ
ラ
ン
ス
で
ト
マ
ト
を
称

え
る
商
品
を
開
発
し
た
」
と
伝

え
て
い
る
。
材
料
は
、
甘
味
に

ア
サ
イ
ー
の
シ
ャ
ー
ベ
ッ
ト
と

ア
ッ
プ
ル
ジ
ュ
ー
ス
、イ
チ
ゴ
、

ラ
ズ
ベ
リ
ー
、
そ
し
て
ハ
イ
ン

ツ
の
「
シ
ン
プ
リ
ー
・
ト
マ
ト
・

ケ
チ
ャ
ッ
プ
」
で
、
お
馴
染
み

の
ケ
チ
ャ
ッ
プ
の
ラ
ベ
ル
を
貼

っ
た
カ
ッ
プ
で
提
供
す
る
。
料

金
は
１
杯
20
オ
ン
ス
で
５
ド
ル

70
セ
ン
ト
。

Photograph: C
ourtesy 
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ス
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発
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秋
の
「
ブ
ロ
ー
ド
ウ
エ
ー
ウ

ィ
ー
ク
」
が
9
月
8
日
（
金
）

か
ら
21
日
（
木
）
ま
で
、
13
日

間
に
わ
た
り
開
催
さ
れ
る
。
毎

年
２
回
、
ホ
リ
デ
ー
シ
ー
ズ
ン

後
と
夏
休
み
後
の
観
光
客
が
少

な
く
な
っ
た
時
期
に
実
施
さ
れ

る
人
気
イ
ベ
ン
ト
で
、
１
枚
分

の
料
金
で
２
枚
の
チ
ケ
ッ
ト
が

購
入
で
き
る
お
得
な
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
。

　

今
回
も
「
ム
ー
ラ
ン
・
ル
ー

ジ
ュ
」
や
「
Ｍ
Ｊ
」「
華
麗
な

る
ギ
ャ
ッ
ツ
ビ
ー
」
な
ど
ブ
ロ

ー
ド
ウ
エ
ー
で
人
気
の
26
作
品

が
参
加
予
定
だ
。

　

チ
ケ
ッ
ト
の
販
売
開
始
は
8

月
19
日
午
前
10
時
か
ら
。
人
気

　

ジ
ャ
ズ
の
ラ
イ
ブ
も
ミ
ュ
ー

ジ
シ
ャ
ン
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
が

出
る
。
観
客
の
反
応
に
は
頓
着

せ
ず
、
黙
々
と
演
奏
に
取
り
組

む
タ
イ
プ
。
そ
れ
と
は
逆
に
、

聴
く
側
と
一
緒
に
音
楽
を
楽
し

も
う
と
す
る
タ
イ
プ
が
い
る
。

7
月
末
に
ソ
ニ
ー
・
ホ
ー
ル
で

見
た
上
原
ひ
ろ
み
は
、
明
ら
か

に
後
者
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ー
だ
。

こ
の
夜
も
時
折
見
せ
る
笑
顔
と

と
も
に
、
超
絶
技
巧
の
ピ
ア
ノ

演
奏
で
満
員
の
客
の
心
を
つ
か

み
喝
采
を
博
し
て
い
た
。

　

２
０
０
３
年
に
メ
ジ
ャ
ー
・

デ
ビ
ュ
ー
し
た
上
原
は
、
当
初

こ
そ
バ
ッ
プ
、
ハ
ー
ド
バ
ッ
プ

上
原
ひ
ろ
み
喝
采
を
博
す

新元良一　No.７

秋
の
ブ
ロ
ー
ド
ウ
エ
ー
週
間

な
ど
ス
ト
レ
ー
ト
ア
ヘ
ッ
ド
と

呼
ば
れ
る
ジ
ャ
ズ
を
聴
か
せ
て

い
た
が
、
そ
の
ス
タ
イ
ル
を
継

続
し
つ
つ
も
、
常
に
新
た
な
サ

ウ
ン
ド
作
り
に
挑
み
続
け
る
。

今
回
の
ラ
イ
ブ
で
も
、
エ
レ
ク

ト
リ
ッ
ク
・
ベ
ー
ス
を
含
む
三

人
の
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
を
率

い
、
最
新
リ
リ
ー
ス
の
ア
ル
バ

ム
『OUT THERE

』
で
の
フ

ァ
ン
ク
や
ジ
ャ
ズ
・
ロ
ッ
ク
に

分
類
さ
れ
る
楽
曲
も
演
奏
し
て

い
た
。

  

聴
衆
を
楽
し
ま
せ
る
ジ
ャ

ズ
・
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
と
言
え

ば
、
そ
の
代
表
格
に
挙
げ
ら
れ

る
の
が
ル
イ
・
ア
ー
ム
ス
ト
ロ

ン
グ
だ
ろ
う
。
彼
も
ま
た
屈
託

の
な
い
笑
顔
で
大
衆
に
ア
ピ
ー

ル
す
る
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ナ
ー
で

あ
る
の
と
同
時
に
、
革
新
的
な

演
奏
で
ジ
ャ
ズ
の
領
域
を
越

え
、
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
・
ミ
ュ
ー
ジ

ッ
ク
全
体
の
進
化
に
貢
献
し
た

の
は
周
知
の
事
実
だ
。

　

上
原
の
場
合
も
、
フ
ュ
ー
ジ

ョ
ン
や
フ
ァ
ン
ク
の
融
合
に
加

え
、
彼
女
の
ル
ー
ツ
と
な
る
日

本
的
な
要
素
も
取
り
入
れ
、
独

自
性
の
あ
る
音
楽
を
展
開
し
て

き
た
。
一
方
で
、
音
楽
の
中
核

部
分
に
は
紛
れ
も
な
く
ジ
ャ
ズ

が
存
在
し
、
ジ
ャ
ズ
の
伝
統
の

ひ
と
つ
を
踏
襲
し
た
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
を
繰
り
広
げ
て
、
聴
く

側
の
興
奮
の
ボ
ル
テ
ー
ジ
を
上

げ
る
。

　

そ
の
「
伝
統
」
が
何
か
と
言

う
と
、
大
衆
音
楽
と
い
う
側
面

で
あ
る
。
ジ
ャ
ズ
は
元
々
、
ダ

ン
ス
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
と
し
て

社
会
に
浸
透
し
て
い
っ
た
。
生

で
聴
く
リ
ズ
ム
や
メ
ロ
デ
ィ

に
、
人
び
と
は
束
の
間
、
日
常

を
忘
れ
て
サ
ウ
ン
ド
に
酔
い
し

れ
、
心
弾
む
経
験
を
得
る
。

上
原
ゆ
か
り
も
ま
た
演
奏
時
の

喜
び
と
、「
あ
の
日
、
あ
の
時
、

あ
の
場
所
で
聴
け
た
」
至
福
の

記
憶
を
我
々
に
も
た
ら
す
。
そ

し
て
そ
こ
に
、
長
い
歴
史
を
積

み
重
ね
て
も
変
わ
ら
ぬ
ジ
ャ
ズ

の
真
髄
が
見
出
せ
る
の
だ
。

　（
に
い
も
と
・
り
ょ
う
い
ち
、

作
家
、
写
真
も
）

作
品
は
申
し
込
み
が
殺
到
す
る

の
で
早
め
の
予
約
が
推
奨
さ
れ

る
。
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

https://www.nyctourism.
com/broadway-week/

を
参

照
。

　

名
作
オ
ペ
ラ
が
屋
外
の
巨
大

ス
ク
リ
ー
ン
で
楽
し
め
る
、
第

16
回
サ
マ
ー
・
Ｈ
Ｄ
・
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
が
、
22
日
（
金
）
か

ら
9
月
１
日
（
月
）
ま
で
の
毎

晩
、
11
日
間
に
わ
た
っ
て
開
催

さ
れ
る
。
毎
年
夏
の
終
わ
り
に

行
わ
れ
る
人
気
イ
ベ
ン
ト
で
、

会
場
と
な
る
リ
ン
カ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
の
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
歌
劇

場
前
の
広
場
に
は
約
２
５
０
０

席
が
用
意
さ
れ
る
。入
場
無
料
、

事
前
予
約
や
チ
ケ
ッ
ト
は
不
要

で
、
座
席
は
先
着
順
な
の
で
早

め
に
出
か
け
よ
う
。
開
場
は
上

映
開
始
時
間
の
１
時
間
前
。

　

今
年
の
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
は
次

の
通
り
。

・
22
日
（
金
）
午
後
8
時
「
マ

エ
ス
ト
ロ
」指
揮
者
レ
ナ
ー
ド
・

バ
ー
ン
ス
タ
イ
ン
と
妻
フ
ェ
リ

シ
ア
を
描
い
た
映
画
。

・
23
日
（
土
）
8
時　

ヴ
ェ
ル

デ
ィ
作
「
ア
イ
ー
ダ
」

・
24
日
（
日
）
8
時　

ベ
ー
ト

ー
べ
ン
作
「
フ
ィ
デ
リ
オ
」

・
25
日
（
月
）
8
時　

リ
ヒ
ャ

ル
ト
・
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
作
「
サ

ロ
メ
」

・
26
日
（
火
）
７
時
30
分　

モ

ー
ツ
ァ
ル
ト
作
「
フ
ィ
ガ
ロ
の

結
婚
」

・
27
日
（
水
）
8
時　

ジ
ニ
ー

ン
・
テ
ソ
ー
リ
作
「
グ
ラ
ウ
ン

デ
ッ
ド
」

・
28
日
（
木
）
７
時
30
分　

オ

ッ
フ
ェ
ン
バ
ッ
ク
作
「
ホ
フ
マ

ン
物
語
」

・
29
日
（
金
）
8
時　

ダ
ニ
エ

ル
・
カ
タ
ン
作
「
ア
マ
ゾ
ン
の

フ
ロ
レ
ン
シ
ア
」

・
30
日
（
土
）
8
時　

プ
ッ
チ

ー
ニ
作
「
ト
ス
カ
」

・
31
日
（
日
）
７
時
30
分　

ロ

ッ
シ
ー
ニ
作
「
セ
ビ
リ
ア
の
理

髪
師
」

・
9
月
1
日 

（
月
）
8
時　

プ

ッ
チ
ー
ニ
作
「
西
部
の
娘
」

詳
細
は
公
式
サ
イ
トhttps://

www.metopera.org

を
参
照
。

名
門
オ
ペ
ラ
を
無
料
で

メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
オ
ペ
ラ
スクリーンで

http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
https://www.setsugekkany.com
https://www.birdlandjazz.com/
https://japansociety.org
https://sushicon.com/
mailto:info@yaesu-evening-lab.com
https://www.japanvillage.com/
https://www.japanfes.com
http://www.nymitakai.com/?cat=43%E3%80%80
https://www.metopera.org%E3%82%92%E5%8F%82%E7%85%A7%E3%80%82
https://www.metopera.org%E3%82%92%E5%8F%82%E7%85%A7%E3%80%82
https://www.metopera.org%E3%82%92%E5%8F%82%E7%85%A7%E3%80%82
https://www.metopera.org%E3%82%92%E5%8F%82%E7%85%A7%E3%80%82
https://www.metopera.org%E3%82%92%E5%8F%82%E7%85%A7%E3%80%82
https://www.metopera.org%E3%82%92%E5%8F%82%E7%85%A7%E3%80%82
https://www.metopera.org%E3%82%92%E5%8F%82%E7%85%A7%E3%80%82
https://www.metopera.org%E3%82%92%E5%8F%82%E7%85%A7%E3%80%82
https://www.nyctourism.com/broadway-week/


（11）　　 ［NY生活ウーマン］ 2025 年（令和 7 年）8 月 23 日（土）
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夏
の
強
い
紫
外
線
は
、
髪
に

乾
燥
や
パ
サ
つ
き
、
カ
ラ
ー
の

退
色
と
い
っ
た
深
刻
な
ダ
メ
ー

ジ
を
も
た
ら
し
ま
す
。
キ
ュ
ー

テ
ィ
ク
ル
が
傷
つ
く
こ
と
で
、

ツ
ヤ
を
失
い
、
手
触
り
も
ご
わ

つ
き
が
ち
。
そ
ん
な
今
こ
そ
お

す
す
め
し
た
い
の
が
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
発
の
酸
熱
ト
リ
ー
ト
メ

ン
ト
「
サ
ミ
ー
ト
リ
ー
ト
メ
ン

ト
」
で
す
。
こ
の
ト
リ
ー
ト
メ

ン
ト
は
、
ア
ル
カ
リ
剤
を
使
わ

ず
酸
性
の
力
と
熱
を
組
み
合
わ

せ
て
髪
を
内
部
か
ら
補
修
す
る

最
新
技
術
。
特
許
を
取
得
し
た

高
濃
度
グ
リ
オ
キ
シ
ル
酸
が
ダ

メ
ー
ジ
で
弱
っ
た
結
合
を
補
強

し
、
繰
り
返
す
ほ
ど
に
髪

が
し
な
や
か
に
生
ま
れ
変

わ
り
ま
す
。
表
面
を
コ
ー

テ
ィ
ン
グ
す
る
だ
け
の
従

来
の
ト
リ
ー
ト
メ
ン
ト
と

は
違
い
、
髪
そ
の
も
の
の

強
度
を
高
め
る
の
が
最
大

の
特
長
で
す
。

　

効
能
と
し
て
は
、
紫
外

線
で
パ
サ
つ
い
た
髪
に
潤

い
を
与
え
、
毛
先
ま
で
ま

と
ま
り
や
す
く
整
え
る
効

果
に
加
え
、
枝
毛
や
切
れ

毛
を
予
防
す
る
補
修
力
も
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
髪
の
エ
イ
ジ
ン

グ
に
よ
る
う
ね
り
や
広
が
り
を

抑
え
、
自
然
で
柔
ら
か
な
ス
ト

レ
ー
ト
感
を
実
現
。
カ
ラ
ー
や

パ
ー
マ
と
の
相
性
も
良
く
、
ツ

ヤ
と
色
持
ち
を
高
め
て
く
れ
る

点
も
大
き
な
魅
力
で
す
。
さ
ら

に
私
た
ち
の
サ
ロ
ン
で
は
、
こ

の
サ
ミ
ー
ト
リ
ー
ト
メ
ン
ト
の

開
発
者
で
あ
る
サ
ミ
ー
宮
本
氏

と
直
接
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
を

実
現
。
宮
本
氏
の
豊
富
な
経
験

と
最
新
の
知
見
を
も
と
に
、
一

人
ひ
と
り
の
髪
質
や
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
に
合
わ
せ
た
オ
ー
ダ
ー

メ
イ
ド
の
ケ
ア
を
ご
提
供
し
て

い
ま
す
。
夏
の
ダ
メ
ー
ジ
を
放

置
す
る
と
、
秋
に
は
枝
毛
や
う

ね
り
が
さ
ら
に
悪
化
し
や
す
く

な
り
ま
す
。
今
こ
そ
サ
ミ
ー
ト

リ
ー
ト
メ
ン
ト
で
髪
質
を
根
本

か
ら
整
え
、
紫
外
線
で
疲
れ
た

髪
に
潤
い
と
輝
き
を
取
り
戻
し

ま
し
ょ
う
。
あ
な
た
の
髪
に

“

新
し
い
美
し
さ”

を
約
束
し

ま
す
。

名
取
由
稀
江

：

国
際
美
容
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
。美
容
歴
30
年
。

SKIN DEEP NYC

美
容
皮
膚

科
、Yukie Natori Salon & 

Spa 

オ
ー
ナ
ー
。
日
本
で
ネ
イ

ル
ス
ク
ー
ル
を
経
営
。美
容
師
、

ネ
イ
リ
ス
ト
な
ど
の
資
格
も
持

ち
日
米
を
行
き
来
し
な
が
ら
ト

ー
タ
ル
な
美
の
情
報
を
発
信
す

る
。

夏
の
紫
外
線
ダ
メ
ー
ジ
に
！

　

Ｎ
Ｙ
発
「
サ
ミ
ー
ト
リ
ー
ト
メ
ン
ト
」
で

　

髪
質
改
善
を

　

イ
ン
テ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
、
コ

ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
、
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
シ
ョ
ン
の
ト
ー
タ
ル
サ
ー

ビ
ス
を
グ
ロ
ー
バ
ル
に
展
開
す

る
株
式
会
社GARDE

（
ギ
ャ

ル
ド　

本
社
：
東
京
都
港
区
、

代
表
取
締
役
社
長 

室
賢
治
）

は
、
９
月
４
日
（
木
）
か
ら
10

月
25
日
（
土
）
ま
で
、
同
社
が

手
掛
け
た
初
の
海
外
ア
ー
ト
ギ

ャ
ラ
リ
ーGOCA by Garde

（
西
23
丁
目
５
１
５
番
地
）
に

て
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
川
人
綾

（
か
わ
と
・
あ
や
）
の
初
の
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
個
展
「Grids of 

Perception
」
を
開
催
す
る
。

　

川
人
は
１
９
８
８
年
、
奈
良

県
生
ま
れ
。
京
都
府
在
住
。
京

都
で
日
本
の
伝
統
的
な
染
織
を

学
ん
だ
後
、
パ
リ
国
立
高
等

美
術
学
校
交
換
留
学
を
経
て
、

２
０
１
９
年
東
京
藝
術
大
学
大

学
院
先
端
芸
術
表
現
科
博
士
後

期
課
程
修
了
。「
制
御
と
ズ
レ
」

を
テ
ー
マ
に
、
日
本
の
伝
統
的

な
染
織
や
現
代
の
神
経
科
学
を

背
景
に
も
つ
、
抽
象
的
な
グ
リ

ッ
ド
状
の
ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
を

中
心
に
制
作
し
て
い
る
。
近
年

で
は
、
25
年
大
阪
・
関
西
万
博

に
設
置
さ
れ
た
大
規
模
タ
ペ
ス

ト
リ
ー
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
デ

ザ
イ
ン
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
を
務
め

る
な
ど
、
国
内
外
で
注
目
を
集

め
て
い
る
。同
展
で
は
新
作
等
、

約
20
点
を
展
示
す
る
。

　

川
人
は
「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で

の
初
個
展
と
な
り
ま
す
。
作
品

に
込
め
た
意
図
が
、
少
し
で
も

多
く
の
方
に
伝
わ
る
よ
う
展
示

プ
ラ
ン
を
構
成
し
ま
し
た
。
ご

来
場
く
だ
さ
る
皆
さ
ま
の
反
応

を
拝
見
で
き
る
の
が
、
今
か
ら

と
て
も
楽
し
み
で
す
」と
語
る
。

　

入
場
無
料
。
開
廊
時
間
は
火

〜
日
曜
の
午
前
10
時
か
ら
午
後

６
時
。
月
曜
休
廊
。
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
は
９
月
４

日
（
木
）
午
後
６
時
か
ら
９
時

ま
で
。
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

https://www.goca.gallery/

を
参
照
。

染
織
と
神
経
科
学
背
景
に
表
現

GOCA ギャラリーで個展する

川人　綾 さん

Aya Kawato, CUT: C/U/T_m-m_(w)_II, 2024, 
Acrylic on wooden panel,

楽しい

 

週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活

デ
ジ
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ル
版

 www.nyseikatsu.com

http://www.ojfd.com
https://parkavenuemedicalcenter.com/
http://www.salon-oasis.net
https://www.hmakabelcsw.com/
http://www.idocenter.com
https://www.licensepower.net/
https://www.goca.gallery/
https://www.goca.gallery/
https://www.goca.gallery/
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2025 年（令和 7 年）8 月 23 日（土） ［教　育］　　（12  ）

　

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
日
本
人

学
校
（
本
荘
真
校
長
）
は
12
日
、

７
人
の
転
入
生
を
迎
え
、
２
学

期
始
業
式
を
行
っ
た
。
は
じ
め

に
校
長
先
生
が
、２
学
期
も「
挨

拶
」
を
大
き
な
声
で
頑
張
っ

て
欲
し
い
と
話
し
た
。
特
に
ス

ク
ー
ル
バ
ス
の
乗
車
・
降
車
時

や
学
校
到
着
時
な
ど
、
友
だ
ち

や
大
人
、
先
生
へ
元
気
の
よ
い

挨
拶
を
期
待
し
て
い
る
と
述
べ

た
。
ま
た
、
２
学
期
か
ら
生
活

時
程
の
変
更
が
実
施
さ
れ
る
に

あ
た
り
、
帰
宅
後
の
時
間
が
有

意
義
な
使
い
方
に
な
る
よ
う
願

っ
て
い
る
と
説
明
し
た
。

　

次
に
、
初
等
部
・
中
等
部
の

各
学
年
か
ら
代
表
が
一
人
ず
つ

２
学
期
の
目
標
に
つ
い
て
ス
ピ

ー
チ
を
し
た
。
初
等
部
は
、
算

数
、
漢
字
へ
の
取
り
組
み
に
お

い
て
、
具
体
的
な
目
標
を
伝
え

て
い
た
。
上
学
年
で
は
、
下
学

年
の
お
手
本
に
な
り
た
い
、
仲

間
と
協
力
し
て
行
事
に
向
か
っ

て
い
き
た
い
な
ど
、
集
団
生
活

に
お
け
る
成
長
を
目
標
に
す
る

ス
ピ
ー
チ
も
あ
っ
た
。

　

中
等
部
の
生
徒
は
、
定
期
試

験
に
向
け
て
、時
間
の
使
い
方
、

集
中
す
る
こ
と
を
大
切
に
し
た

い
、
受
験
が
あ
る
の
で
勉
強
を

頑
張
り
た
い
な
ど
と
述
べ
た
。

一
方
、
１
学
期
の
反
省
か
ら
、

２
学
期
の
大
き
な
行
事
で
あ
る

メ
イ
プ
ル
祭
に
つ
い
て
、
最
高

学
年
と
し
て
の
意
欲
を
表
し
て

い
る
生
徒
も
い
た
。
大
き
な
行

事
が
控
え
る
２
学
期
に
向
け
て

し
っ
か
り
と
目
標
を
立
て
た
発

表
を
し
た
。
聞
い
て
い
る
者
も

２
学
期
に
向
け
前
向
き
な
気
持

ち
に
な
る
始
業
式
と
な
っ
た
。

Ｎ
Ｊ
日
本
人
学
校

２
学
期
始
業
式
行
う

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
か
ら
少
年
少

女
合
唱
団
「
ヤ
ン
グ
ピ
ー
プ
ル

ズ
・
コ
ー
ラ
ス
」
が
創
立
37
周

年
記
念
日
本
公
演
を
７
月
に
軽

井
沢
、
大
阪
、
東
京
の
３
都
市

で
開
催
し
た
。
同
コ
ー
ラ
ス
団

体
は
「
８
歳
か
ら
18
歳
ま
で
人

種
や
宗
教
、
貧
富
に
関
係
な

く
子
ど
も
が
集
ま
っ
て
歌
え

る
コ
ー
ラ
ス
」
を
目
指
し
て

１
９
８
８
年
に
設
立
さ
れ
、
そ

の
優
れ
た
歌
唱
力
と
芸
術
性
で

世
界
的
に
高
い
評
価
を
得
て
い

る
。
通
算
２
０
０
０
人
近
い
青

少
年
た
ち
が
参
加
し
て
い
る
。

今
回
は
７
度
目
の
訪
日
公
演
と

な
っ
た
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
サ
ロ
ン
・
ド
・

ヴ
ァ
ー
チ
ュ
オ
シ
理
事
と
し
て

若
手
音
楽
家
を
援
助
育
成
す
る

元
ソ
ニ
ー
の
バ
イ
ス
プ
レ
ジ
デ

ン
ト
の
小
野
山
弘
子
さ
ん
が
、

ソ
ニ
ー
退
職
後
も
毎
年
、
日
本

へ
向
け
て
公
演
実
行
委
員
会
代

表
と
し
て
同
合
唱
団
を
率
い
て

日
本
公
演
を
数
多
く
実
施
し
て

い
る
。
訪
日
ツ
ア
ー
を
終
え
て

こ
の
ほ
ど
米
国
に
戻
っ
た
小
野

山
さ
ん
が
滞
在
中
の
様
子
を
伝

え
て
く
れ
た
。

　
　
　
　
　
　

◇

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
ヤ
ン
グ
ピ
ー

プ
ル
ズ
コ
ー
ラ
ス
の
44
人
と
先

生
方
7
名
が
、
７
月
22
日
か
ら

８
月
１
日
ま
で
の
日
本
公
演
ツ

ア
ー
を
終
え
て
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

に
戻
っ
て
き
ま
し
た
。

　

一
番
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
は
や
は

り
能
登
地
震
の
被
災
地
珠
洲
市

を
訪
れ
た
こ
と
と
、
万
博
を
見

学
し
た
こ
と
で
し
ょ
う
か
？
日

本
は
初
め
て
の
子
供
た
ち
が
ほ

と
ん
ど
で
し
た
が
、
街
の
清
潔

さ
と
人
々
の
親
切
さ
に
触
れ
て

感
激
し
て
戻
っ
て
参
り
ま
し

た
。
25
日
の
軽
井
沢
大
賀
ホ
ー

ル
で
の
コ
ン
サ
ー
ト
の
後
金
沢

に
向
か
い
翌
26
日
能
登
半
島
の

突
端
珠
洲
市
を
訪
れ
ま
し
た
。

被
災
地
で
子
供
た
ち
が
大
歓
迎

し
て
く
だ
さ
っ
て
３
時
間
余
一

緒
に
歌
を
歌
っ
て
過
ご
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
京
都
に
向
か
い
日
本

伝
統
の
茶
道
と
座
禅
を
体
験
、

貴
重
な
日
本
文
化
に
触
れ
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。
座
禅
で
は

大
徳
寺
の
塔
頭
一
休
禅
師
創
設

の
真
珠
庵
で
和
尚
様
の
訓
話
を

聞
き
座
禅
経
験
を
さ
せ
て
頂
き

ま
し
た
。
そ
の
後
ダ
イ
キ
ン
工

業
様
の
オ
フ
ィ
ス
を
見
せ
て
頂

き
翌
日
に
は
大
阪
万
博
に
お
招

き
い
た
だ
く
と
い
う
幸
運
に
恵

ま
れ
ま
し
た
。

　

大
阪
で
は
29
日
に
大
阪
い
ず

み
ホ
ー
ル
で
公
演
、
30
日
に
は

新
幹
線
に
乗
っ
て
大
喜
び
、
31

日
の
東
京
公
演
を
最
後
に
翌
1

日
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
戻
る

と
い
う
慌
た
だ
し
い
旅
で
し

た
。
様
々
な
体
験
を
通
じ
て
日

本
を
学
ぶ
貴
重
な
機
会
に
恵
ま

れ
て
、
天
ぷ
ら
、
し
ゃ
ぶ
し
ゃ

ぶ
な
ど
、
日
本
料
理
も
楽
し
ん

だ
経
験
を
家
族
に
語
っ
て
い
る

こ
と
で
し
ょ
う
。
こ
の
貴
重
な

経
験
が
い
つ
の
日
か
日
米
親
善

の
舞
台
で
花
開
く
日
が
訪
れ
る

こ
と
が
あ
る
と
信
じ
て
お
り
ま

す
。（
原
文
ま
ま
。小
野
山
弘
子
、

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
在
住
）

Ｎ
Ｙ
か
ら
少
年
少
女
合
唱
団

Ｙ
Ｐ
Ｃ
訪
日
ツ
ア
ー
報
告

演
奏
後
に
は
日
本
国
内
観
光
も
楽
し

ん
だ
Ｙ
Ｐ
Ｃ
合
唱
団
の
み
な
さ
ん

Photo: Lindsay Bogaty

　

教
育
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー

は
、（
Ａ
）
教
育
相
談
＝
専
門

の
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や
サ
イ
コ
ロ

ジ
ス
ト
が
、
現
地
校
で
の
適

応
、
心
の
ケ
ア
、
発
達
の
遅
れ

や
言
語
の
発
達
の
心
配
、
学
習

上
の
心
配
、
不
登
校
な
ど
に

つ
い
て
、
相
談
に
応
じ
て
い

る
。（
電
話
相
談
は
原
則
無
料
、

面
接
相
談
は
有
料
）（
Ｂ
）
教

材
・
教
具
の
貸
し
出
し
＝
現
地

校
で
の
日
本
紹
介
な
ど
に
利
用

で
き
る
書
籍
、
習
字
道
具
、
紙

芝
居
、
着
物
な
ど
を
貸
し
出

し
て
い
る
。
連
絡
先
は
電
話

９
１
４
・
３
０
５
・
２
４
１
１
、

Ｅ
メ
ー
ル: info@jec-ny.org

開
室
日
時: 

月
曜
日
〜
金
曜
日

（
祝
日
を
除
く
） 

午
前
10
時
か

ら
午
後
５
時
。
ニ
ュ
ー
ジ
ャ

ー
ジ
ー
州
の
フ
ォ
ー
ト
リ
ー
、

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
で
も
面
接
相

談
・
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
で
き
る
。

文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
、
電
話

２
０
３
・
９
２
１
・
８
９
５
４
。

Ｅ
メ
ー
ル: jei@jeiny.org

　

子
ど
も
の
学
校
の
こ
と
や
、

心
の
ケ
ア
、
発
達
に
つ
い
て
相

談
し
た
い
。
日
米
の
教
育
や
文

化
に
つ
い
て
知
り
た
い
。
日
本

紹
介
、
交
流
活
動
の
た
め
の
教

材
が
ほ
し
い
。
学
校
で
の
日
本

紹
介
の
方
法
な
ど
に
つ
い
て
聞

き
た
い
ー
な
ど
に
対
応
。

教
育
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー

お
気
軽
に
相
談
を

http://www.gwjs.org
http://www.betteratmath.com
https://miray109.com/
http://www.jwsnj.org/
http://shidogakuin.com
mailto:info@jec-ny.org
mailto:info@jec-ny.org
mailto:info@jec-ny.org
mailto:info@jec-ny.org
mailto:jei@jeiny.org
mailto:jei@jeiny.org
mailto:jei@jeiny.org
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今
日
は
陪
審
員
候
補
と
し
て

裁
判
所
に
来
て
い
ま
す
。
待
合

室
で
名
前
を
呼
ば
れ
る
の
を
待

ち
な
が
ら
、
こ
の
原
稿
を
書
い

て
い
ま
す
。
裁
判
所
は
英
語
で 

court

（
重
々
し
い
響
き
）
で

す
が
、
洋
服
の coat 

を
言
お

う
と
し
て
舌
が
固
ま
り
、
こ
も

っ
た
音
に
な
り
、court 

に
聞

こ
え
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま

す
。こ
う
し
た
聞
き
間
違
い
は
、

日
常
会
話
で
も
案
外
多
い
の
で

す
。

　

今
日
は coat 

と court 

の

発
音
の
違
い
を
、
耳
で
聞
き
分

「コート」が
「裁判所」に !? 
発音の落とし穴

50

け
、
声
で
再
現
す
る
特
別
レ
ッ

ス
ン
形
式
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

coat 

の
母
音
は
、
途
中
か

ら
唇
の
外
周
の
皮
を
緩
く
す
ぼ

め
、
音
色
を
変
え
て
い
く
二
重

母
音
。

　

力
を
入
れ
す
ぎ
ず
、
唇
の
輪

郭
だ
け
を
や
さ
し
く
寄
せ
る
の

が
コ
ツ
で
す
。

　

court 

の
母
音
は
、
途
中
か

ら
舌
の
横
を
上
の
歯
に
軽
く
触

れ
さ
せ
、
そ
の
ま
ま
歯
を
伝
わ

せ
て
後
ろ
に
引
き
ま
す
。
舌
先

で
は
な
く
、
舌
の
側
面
が
歯
を

な
で
る
感
覚
を
意
識
し
ま
す
。

舌
全
体
を
動
か
そ
う
と
す
る

と
、
日
本
語
の“

連
動
筋”

が

働
き
、
音
が
崩
れ
や
す
く
な
る

か
ら
で
す
。

　

こ
の
違
い
を
知
ら
な
い
と
、

日
本
人
は
舌
が
自
然
と
固
ま

り
、
両
者
の
音
が
似
て
し
ま
い

ま
す
。
耳
だ
け
で
正
し
い
響
き

を
捉
え
る
の
は
難
し
い
も
の
。

そ
こ
で
今
回
は
、
口
や
舌
の
動

き
を
耳
で
な
ぞ
れ
る
1
分
間
の

ボ
イ
ス
ミ
ニ
レ
ッ
ス
ン
を
ご
用

意
し
ま
し
た
。
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を

読
み
取
っ
て
、
ぜ
ひ
そ
の
場
で

声
に
出
し
な
が
ら
練
習
し
て
み

て
く
だ
さ
い
。

モ
リ
ヤ
マ
ハ
ル
カ: 

ス
ラ
イ
ド

メ
ソ
ッ
ド
開
発
者
／
講
師
。「
最

強
英
語
発
音
メ
ソ
ッ
ド
」著
者
。

slidemethod.com

　

能
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー
は
、
初
心

者
を
対
象
に
し
た
全
５
回
シ
リ

ー
ズ
の
能
を
体
験
す
る
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
「
謡
を
ウ
タ
ウ
」
を

開
催
す
る
。
第
１
回
目
は
８
月

24
日
（
日
）
午
後
２
時
か
ら
３

時
ま
で
、
謡
（
能
の
声
楽
）
を

基
礎
か
ら
学
び
、
能
を
体
と
心

で
体
感
す
る
。
祝
言
と
永
遠
の

象
徴
で
あ
る
松
の
名
曲
、能「
高

砂
」
の
背
景
と
謡
を
学
び
な
が

ら
体
の
軸
を
と
と
の
え
、
深
い

腹
式
呼
吸
で
謡
の
発
声
を
体
験

す
る
。
講
師
は
三
輪
万
葉
。
三

輪
さ
ん
は
東
京
藝
術
大
学
、
能

楽
専
攻
卒
業
。
観
世
流
シ
テ
方

能
楽
師
に
師
事
。
日
本
と
ア
メ

リ
カ
で
日
本
の
伝
統
芸
能
を
紹

介
す
る
非
営
利
団
体
能
ソ
サ
エ

テ
ィ
ー
の
副
会
長
を
務
め
る
傍

ら
、
米
国
で
能
楽
の
普
及
と
教

育
活
動
に
も
従
事
し
て
い
る
。

指
導
は
日
英
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
。

会
場
はNew York Zendo
（
東

67
丁
目
２
２
３
番
地
）。

　

参
加
費
は
１
セ
ッ
シ
ョ
ン

20
ド
ル
。
参
加
希
望
者
は
申

し
込
み
サ
イ
ト
（https://

experience-noh-chanting.
brownpapertickets.com/

）

か
ら
。
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

http://nohsociety.org/

を

参
照
す
る
。

能
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー

全
５
回
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　

世
界
最
大
の
オ
ン
ラ
イ
ン
小

売
業
者
の
ア
マ
ゾ
ン
は
こ
の

夏
、
配
送
工
場
の
見
学
ツ
ア
ー

を
実
施
し
て
い
る
。
ア
マ
ゾ
ン

の
フ
ル
フ
ィ
ル
メ
ン
ト
セ
ン
タ

ー
は
サ
ッ
カ
ー
場
が
28
も
入
る

ほ
ど
の
広
さ
が
あ
り
、
一
度
に

数
百
万
点
の
商
品
が
保
管
可
能

な
、
従
来
の
倉
庫
と
は
ま
っ
た

く
異
な
る
施
設
。
巨
大
な
建
物

内
に
は
、
在
庫
を
あ
ら
ゆ
る
方

向
へ
運
ぶ
数
マ
イ
ル
に
及
ぶ
コ

ン
ベ
ア
ベ
ル
ト
や
、
空
気
の
噴

射
で
箱
に
貼
り
付
け
ら
れ
る
配

送
ラ
ベ
ル
な
ど
を
完
備
。
ツ
ア

ー
で
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
さ
れ
た
カ
ー
ト
内
の
商

品
が
ア
マ
ゾ
ン
か
ら
注
文
者
へ

届
く
ま
で
の
迅
速
で
効
率
的
な

プ
ロ
セ
ス
が
見
学
で
き
る
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
か
ら
一
番

近
い
場
所
は
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー

ジ
ー
州
エ
デ
ィ
ソ
ン
に
あ
る

Amazon Fulfi llment Center

（2170 New Jersey 27, 
Edison

）
で
、
29
日
ま
で
実
施

し
て
い
る
。
8
月
最
終
週
の
開

催
日
は
25
日（
月
）、26
日（
火
）、

28
日
（
木
）、
29
日
（
金
）。
同

セ
ン
タ
ー
で
は
、
従
業
員
が
小

さ
な
商
品
を
ロ
ボ
ッ
ト
と
共
に

発
送
し
て
い
る
様
子
な
ど
を
見

学
で
き
る
。
所
要
時
間
は
60
〜

90
分
、
１
マ
イ
ル
ほ
ど
歩
く
の

で
サ
ン
ダ
ル
等
は
不
可
。
写
真

撮
影
も
不
可
。
申
し
込
み
・
詳

細
はhttps://amazontours.

com/na/onsite/LGA9

を
参

照
す
る
。

夏
休
み
の
最
後
に
家
族
で
工
場
見
学
い
か
が
？

ア
マ
ゾ
ン
が
配
送
工
場
ツ
ア
ー
実
施

　
「
読
み
聞
か
せ
」
の
大
切
さ

は
さ
ま
ざ
ま
な
と
こ
ろ
で
耳
に

す
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
特

に
海
外
で
子
育
て
を
す
る
際
に

は
、
お
子
さ
ん
の
日
本
語
力
を

保
持
し
、
将
来
的
に
は
読
解
力

の
基
礎
を
育
て
る
大
切
な
重
要

な
活
動
で
す
。
今
回
は
「
読
み

聞
か
せ
」
に
つ
い
て
の
い
く
つ

か
の
ポ
イ
ン
ト
を
紹
介
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

（
１
）「
読
み
聞
か
せ
」
の
効
果

　
「
読
み
聞
か
せ
」
の
効
果
と

い
え
ば
、な
ん
と
い
っ
て
も「
こ

と
ば
の
力
」
を
育
て
る
、
も
う

少
し
具
体
的
に
言
え
ば
語
彙
力

を
増
や
す
と
い
う
こ
と
で
す
。

日
常
的
な
会
話
の
中
で
使
う
言

葉
の
数
と
い
う
の
は
実
は
限
ら

れ
て
い
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
言

葉
を
知
っ
て
い
る
、
豊
か
な
語

彙
力
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
読

解
力
の
基
礎
と
な
り
、
学
齢
期

に
な
れ
ば
確
か
な
学
力
の
基
礎

と
な
り
ま
す
。
幼
児
の
頃
か
ら

読
み
聞
か
せ
を
す
る
こ
と
で
本

好
き
に
な
る
、
そ
れ
は
読
書
好

き
に
つ
な
が
り
ま
す
。
そ
し
て

読
書
の
量
は
確
実
に
確
か
な
学

力
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

ま
た
海
外
で
生
活
さ
れ
る
場

合
は
、
日
本
語
で
の
繊
細
な
情

景
描
写
や
感
情
表
現
な
ど
に
触

れ
る
機
会
が
圧
倒
的
に
少
な
く

な
り
ま
す
。
本
の
世
界
の
中
で

は
美
し
い
日
本
語
で
そ
れ
ら
に

触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ

れ
も
貴
重
な
学
び
と
な
り
ま

す
。

（
２
）
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
効
果

あ
り

●
繰
り
返
し
読
む
こ
と
の
効
果

　

子
ど
も
は
好
き
な
本
を
繰
り

返
し
読
ん
で
も
ら
う
こ
と
が
大

好
き
で
す
。
何
度
も
同
じ
本
を

読
む
こ
と
を
せ
が
ま
れ
た
と
き

は
「
も
う
そ
れ
は
何
度
も
読
ん

で
い
る
で
し
ょ
。
他
の
も
の
に

し
た
ら
」
な
ど
と
い
う
こ
と
は

禁
物
で
す
。
子
ど
も
は
繰
り
返

し
の
中
か
ら
多
く
の
こ
と
を
学

び
ま
す
。
繰
り
返
し
て
い
く
う

ち
に
文
章
を
覚
え
て
し
ま
う
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
に

し
て
覚
え
た
言
葉
は
そ
の
子
の

体
の
一
部
と
な
っ
て
、
成
長
し

た
時
に
自
然
に
自
分
の
中
か
ら

あ
ふ
れ
出
し
、
使
う
こ
と
が
で

●
何
歳
か
ら
で
も
、
何
歳
ま
で

で
も

　
「
赤
ち
ゃ
ん
の
時
か
ら
読
み

聞
か
せ
は
必
要
で
す
か
」
と

か
「
小
学
生
に
な
っ
た
ら
自
分

で
読
ま
せ
る
が
い
い
で
し
ょ
う

か
」
な
ど
と
聞
か
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
読
み
聞
か
せ
に
年

齢
制
限
な
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
ま

だ
会
話
が
成
立
し
な
い
赤
ち
ゃ

ん
で
も
絵
を
見
な
が
ら
た
く
さ

ん
話
し
か
け
て
あ
げ
る
、
出
て

く
る
動
物
や
人
の
様
子
を
自
由

に
話
し
て
あ
げ
る
、
言
葉
の
シ

ャ
ワ
ー
を
赤
ち
ゃ
ん
に
た
く
さ

ん
浴
び
せ
て
あ
げ
る
こ
と
が
大

切
で
す
。
豊
か
な
言
葉
を
た
く

さ
ん
聞
い
て
い
る
と
、
い
つ
か

は
そ
れ
が
あ
ふ
れ
出
し
て
豊
か

な
発
話
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

小
学
生
以
上
に
な
っ
て
文
字

を
学
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
ら
、「
今

度
は
あ
な
た
が
読
ん
で
ね
」
と

読
み
手
に
な
っ
て
も
ら
う
こ
と

も
よ
い
こ
と
で
す
。
声
に
出
し

て
読
む
こ
と
で
表
現
力
を
豊
か

し
た
り
、
登
場
人
物
の
心
情
を

理
解
し
た
り
す
る
力
に
も
つ
な

が
り
ま
す
。
更
に
そ
の
子
の
年

齢
で
は
読
め
な
い
難
し
い
内
容

の
本
を
読
ん
で
あ
げ
る
と
、
ワ

ク
ワ
ク
し
な
が
ら
お
話
を
聞
い

た
り
、
新
し
い
興
味
・
関
心
に

広
が
っ
た
り
す
る
こ
と
に
つ
な

が
り
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

い
く
つ
か
の
ポ
イ
ン
ト
を
紹

介
し
ま
し
た
が
、
さ
あ
、
今
か

ら
で
も
絵
本
を
手
に
取
っ
て
、

お
子
さ
ん
と
一
緒
に
「
読
み
聞

か
せ
」
の
時
間
を
楽
し
ん
で
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

「読み聞かせ」のススメ
海外子女教育振興財団 

中村昌子 教育アドバイザー

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。「
覚

え
な
さ
い
」
と
い
わ
れ
て
も
身

に
つ
か
な
い
こ
と
は
よ
く
あ
り

ま
す
が
、
自
分
が
好
き
で
覚
え

た
こ
と
、
繰
り
返
し
の
中
で
自

分
の
言
葉
と
な
っ
た
こ
と
は
必

ず
そ
の
子
の
財
産
に
な
っ
て
い

き
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

●
オ
ノ
マ
ト
ペ
の
効
果

　

オ
ノ
マ
ト
ペ
（
擬
音
語
や
擬

態
語
）
を
大
切
に
読
む
こ
と
も

と
て
も
良
い
こ
と
で
す
。

　

物
語
の
情
景
描
写
、
例
え
ば

風
が
吹
く
場
面
で
も
「
ビ
ュ
ー

ン
」
と
「
ピ
ュ
ー
ピ
ュ
ー
」
の

違
い
は
詳
し
く
言
葉
で
説
明
し

て
も
子
供
に
は
よ
く
わ
か
り
ま

せ
ん
。
で
も
絵
本
の
中
の
場
面

と
オ
ノ
マ
ト
ペ
が
示
す
言
葉
が

結
び
つ
く
こ
と
で
、
日
本
語
の

情
景
描
写
の
微
妙
な
違
い
が
分

か
る
よ
う
に
な
っ
て
く
る
の
で

す
。
そ
し
て
さ
ら
に
外
に
出
た

と
き
に
「
今
日
は
風
が
強
い
わ

ね
」
だ
け
で
な
く
「
今
日
は
風

が
ビ
ュ
ー
ビ
ュ
ー
吹
い
て
い

て
、
寒
い
わ
ね
」
と
い
え
ば
実

体
験
と
し
て
の
理
解
も
深
ま
る

こ
と
に
な
る
の
で
す
。

 本欄への相談は
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ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校

（
コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
州
グ
リ
ニ
ッ

チ
、森
本
恵
作
校
長
）
は
18
日
、

２
学
期
の
始
業
式
を
行
っ
た
。 

　

森
本
校
長
は
「
2
学
期
も
引

き
続
き
、
Ｇ
Ｊ
Ｓ
が
笑
顔
あ
ふ

れ
る
学
び
の
場
で
あ
る
こ
と
を

願
い
、
行
事
を
通
じ
て
児
童
生

徒
み
ん
な
が
成
長
で
き
る
こ
と

を
期
待
す
る
と
と
も
に
、
9
月

2
日(

火)

に
行
わ
れ
る
開
校

50
周
年
を
み
ん
な
で
祝
お
う
」

と
述
べ
た
。

 　
次
に
児
童
生
徒
代
表
者
よ

り
、
2
学
期
に
特
に
頑
張
り
た

い
こ
と
に
つ
い
て
の
発
表
が
行

わ
れ
た
。
4
年
生
の
初
等
部
代

表
児
童
は
「
2
学
期
は
時
間
を

守
っ
て
過
ご
す
こ
と
を
意
識

し
、
英
語
で
よ
り
多
く
の
人
と

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り

た
い
」と
決
意
を
新
た
に
述
べ
、

8
年
生
の
中
等
部
代
表
生
徒
は

「
修
学
旅
行
や
ス
ク
ー
ル
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
が
あ
る
中
で
、
先

輩
た
ち
の
姿
か
ら
学
ん
だ
姿
勢

を
生
か
し
た
い
」
と
上
級
生
ら

し
い
立
派
な
発
表
を
行
っ
た
。

 　
最
後
に
は
、
全
員
で
校
歌

を
斉
唱
し
た
。
体
育
館
い
っ
ぱ

い
に
響
く
児
童
生
徒
た
ち
の
歌

声
が
、
2
学
期
の
始
ま
り
を
祝

っ
て
い
る
よ
う
だ
っ
た
。

２学期始業式
ニューヨーク日本人学校
９月２日に開校 50 周年式典

森本校長

　

在
米
日
本
人
の
健
康
を
支
援

す
る
Ｆ
Ｌ
Ａ
Ｔ
は
９
月
３
日

（
水
）
午
後
４
時
か
ら
５
時
ま

で
、ヨ
ガ
講
師
で
ス
ト
レ
ッ
チ
・

マ
イ
ン
ド
ボ
デ
ィ
ウ
ェ
ル
ネ
ス

コ
ー
チ
の
高
森
英
治
氏
＝
写
真

＝
を
講
師
に
迎
え
、
関
節
や
そ

の
周
り
の
筋
肉
を
や
さ
し
く
ほ

ぐ
し
て
リ
ラ
ッ
ク
ス
す
る
「
ジ

ョ
イ
ン
ト
フ
リ
ー
イ
ン
グ
」
の

無
料
オ
ン
ラ
イ
ン
ク
ラ
ス
を
開

催
す
る
。

　

関
節
痛
の
緩
和
や
転
倒
予

防
、
心
身
の
リ
ラ
ク
セ
ー
シ
ョ

ン
、
骨
密
度
向
上
な
ど
を
め
ざ

し
、
ご
自
宅
で
椅
子
に
座
っ
た

ま
ま
、
ま
た
は
床
に
敷
い
た
マ

ッ
ト
の
上
で
で
き
る
エ
ク
サ
サ

イ
ズ
を
紹
介
す
る
。
関
節
に
違

和
感
が
あ
る
、
療
養
中
で
安
全

に
運
動
し
た
い
と
い
っ
た
方
に

も
適
し
て
い
る
。
申
し
込
み
は

SupportEX@fl atjp.org

オ
ン
ラ
イ
ン
で
ヨ
ガ

Ｆ
Ｌ
Ａ
Ｔ
無
料
教
室

mailto:nishi-doso-usa@hotmail.com
https://www.joes.or.jp/
http://nohsociety.org/
http://nohsociety.org/
http://nohsociety.org/
https://amazontours
https://amazontours
http://www.joes.or.jp
mailto:sodanjigyo@joes.or.jp
mailto:SupportEX@flatjp.org
https://experience-noh-chanting.brownpapertickets.com/


応募要項 www.artofhaiku.org 詳細は、ウェブサイトの英語版をご覧下さい。
About official rules of “New Haiku Grand Prix” in English, go to the website.

 期間
北米伊藤園新俳句グランプリ2025は、米国東部時間2025年1月1日12:00AMから2025年10月31日
11:59PMまで開催します。
＊11月1日から12月31日にされた応募は2026年1月分扱いとします。　　

 応募資格
このコンテストへの参加は、米国居住者に限ります。北米伊藤園、ニューヨーク生活プレス社およ
びこれらの親会社、関連会社、広告宣伝担当会社や家族からの応募は無効となります。応募者は、
募集要項に同意したものとみなされます。

	応募について
日本語あるいは英語の俳句を応募いただけます。応募期間は10回に分かれています。
日本語部門（18歳以上）　五七五の音のリズムで表現してください。季語などの厳密なルールは
問いません。
英語部門（18歳以上）　以下のモデルを参考に表現してください。
18歳未満部門　日本語、英語、どちらでも応募できます。
［学校賞］　毎月の候補作品の総計が一番多かった学校に、学校賞として表彰状をお送りします。

	応募方法
Email　メールのタイトルを、「ITO EN New Haiku Contest Submission」として、
HaikuGrandPrix@gmail.comまでお送りください。
応募する俳句を氏名、住所、電話番号、生年月日、Emailアドレス、学生の場合は学校名を添えてお
送りください。
オンライン　www.artofhaiku.org からご応募いただけます。
※13歳未満の方が応募される場合は、こちらを厳守ください。
応募する俳句に、氏名、住所、電話番号、生年月日、学生の場合は学校名、両親または法的な親権
者のEmailアドレスとコンテスト参加を承認するサインを添えて、Eメールで応募してください。

	応募期間のスケジュール

応募方法にかかわらず、お一人様、各応募期間に1つの俳句を応募いただけます。応募方法にかかわ
らず、お一人様から各応募期間に1つ以上の俳句が応募されてきた場合、最初の1つのみを有効とさ
せていただきます。またこのコンテストは、日本の伊藤園が行っているものとは別のものです。

	応募上の注意
・応募される俳句は、日本語あるいは英語のどちらかとさせていただきます。
・応募される俳句は、オリジナルで、未発表のものに限ります。

	審査スケジュール
応募いただいた作品は、下記のように応募期間単位で審査され、候補作品が選出されます。候補
作品とならなかった作品は、翌応募期間には持ち越されません。同じ作品が再度審査されるため
には、再度別の応募期間に応募する必要があります。

金賞、銀賞、銅賞は、各応募期間から選ばれた全候補作品の中から、2025年11月25日ごろ選ばれます。

	審査基準
以下の基準で審査されます。創造性　40%　　独自性　40%　　表現の明確さ　20%
金賞、銀賞、銅賞の審査には、大高翔、江坂衣代、大江千里、田中太山、クリステン・リンドクイスト
（敬称略）が参加する予定です。

	通知
各応募期間から選出される候補作品の作者への通知は、郵便かEmailか電話で行われます。候補作
品の作者、金賞、銀賞、銅賞の作者は、通知後3日以内に応募資格を満たしていることなどを示す書
類にサインして返却していただく必要があります。これが行われなかった場合は無効となります。

	賞品（予定）
金賞3名（各部門1名ずつ）： ITO ENのお茶（ボトル）3ケース＋トロフィー
銀賞3名（各部門1名ずつ）： ITO ENのお茶（ボトル）2ケース＋トロフィー
銅賞3名（各部門1名ずつ）： ITO ENのお茶（ボトル）1ケース＋トロフィー
候 補 作品は、各応 募 期 間の翌 月第 4週号の「週刊 N Y生活」、ウェブサイト 
 （www.artofhaiku.org）に掲載されます。候補作品への賞品はありません。金賞、銀賞、銅賞は、
2026年新年号の「週刊NY生活」、ウェブサイト（www.artofhaiku.org）に掲載されます。

	その他
応募いただいた作品の著作権は、北米伊藤園に帰属するものとします。その他詳細な応募要項
は、ウェブサイトの英語版オフィシャルルールをご覧ください。 

北米伊藤園新俳句グランプリ2025　主催：ニューヨーク生活プレス社　特別協賛：北米伊藤園　アドミニストレーター：Marden-Kane, Inc.

北米伊藤園

日
本
語
部
門

英語部門

18
歳
未
満
部
門

夏
休
み
ど
こ
で
も
ド
ア
の
向
う
側　森

柾
光
央 

Ｎ
Ｙ
州

日
常
が 

あ
る
嬉
し
さ
や 

皿
洗
う 玉

眞
味
和 

Ｐ
Ａ
州

点
滴
の
ま
ど
ろ
み
誘
う
夕
螢　

島
崎
志
津
香 

Ｎ
Ｊ
州 

向
日
葵
に
負
け
て
な
る
か
と
背
伸
び
す
る　

川
越
範
子 

Ｐ
Ａ
州

蝉
時
雨 

来
し
方
想
う 
七
年
の　市

川
泰
子 

Ｍ
Ａ
州

小
卓
に
ワ
イ
ン
と
チ
ー
ズ
野
外
劇

宇
佐
美
好
子 
Ｍ
Ａ
州

軒
下
で
洗
い
髪
梳
き
夕
涼
みア

ッ
ト
は
る
み 

Ｔ
Ｘ
州

た
ん
ぽ
ぽ
が 

せ
ー
の
で
空
に 

と
び
立
っ
た　

美
濃
谷 

遼 

Ｍ
Ａ
州

（ボ
ス
ト
ン
日
本
語
学
校
小
３　

８
歳
）

バ
シ
ャ
バ
シ
ャ
と 

空
ま
で
と
ど
け 

プ
ー
ル
の
水

今
田
心
乃 

Ｍ
Ａ
州　
　

（ボ
ス
ト
ン
日
本
語
学
校
小
３　

９
歳
）

ひ
さ
し
ぶ
り 

去
年
の
水
着 

待
た
せ
た
ね

藤
﨑
満
桜
愛 

Ｍ
Ａ
州

（ボ
ス
ト
ン
日
本
語
学
校
小
３　

９
歳
）

水
よ
う
か
ん 

ち
ゅ
る
り
と
の
ど
に 

と
び
こ
む
よ

パ
リ
ッ
ク
渡
邊
り
ん
で
ん 

Ｍ
Ａ
州

（ボ
ス
ト
ン
日
本
語
学
校
小
３　

９
歳
）

太
陽
の 

光
を
ま
と
っ
た 

夏
み
か
ん

杉
山
里
紗 

Ｍ
Ａ
州

（ボ
ス
ト
ン
日
本
語
学
校
小
４　

９
歳
）

ほ
た
る
さ
ん 

お
ね
が
い
私
の 

手
の
中
に

宇
佐
美
杏
里
彩 

Ｐ
Ａ
州

（キ
ー
ス
ト
ー
ン
日
本
ク
ラ
ブ  

12
歳
）

海
沿
い
に 

猫
の
逃
げ
足 

か
く
れ
ん
ぼ　

野
田
す
ず 

Ｐ
Ａ
州

（フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
日
本
語
補
習
校
高
１　

15
歳
）

　

jasmine incense
through the final curl
a cicada’s cry

─Richard L. Matta, CA

calm in my arms
as they stitch his mother closed
honeysuckle morning
─Jonathan Roman, NY
 
password field—
my childhood cat still walks
across the keyboard
 ─Edward Cody Huddleston, GA

 
bullfrog
foghorning
the morning mist

 ─John Savoie, IL

solitaire thrush
pinyon pine resin
full of song
 ─Marilyn Ashbaugh, MI

dense clouds
gathering herbs
for tonight’s ritual
 ─Rowan Beckett Minor, OH

           egret
how still the creature
      that was me

 ─Scott Mason, NY

「7月選考通過作品」
　　「北米伊藤園・新俳句グランプリ2025」の7月分の応募を締め切り、厳

正な検証作業の結果、掲載されている日本語7句、英語7句、日英句(18歳
未満)7句が選出されたことをお知らせします。多くの方々から応募を頂い
たことに深く御礼申し上げます。

 　今回選ばれた俳句は年間大賞の候補作品となります。今後も各月に日
本語7句、英語7句、日英句(18歳未満)7句がセミ・ファイナリストとして選
出されます。現在も引き続き8月分の応募を受け付けており、10月31日ま
で随時募集しておりますので、ふるってご応募ください。

応募期間 開始 終了 Email・オンラインでの応募締め切り
8 8/1/25 8/30/25 11:59:59pm 8/31/25
9 8/31/25 9/30/25 11:59:59pm 9/30/25
10 10/1/25 10/31/25 11:59:59pm 10/31/25

応募
期間 開始 終了

候補者への
おおよその
通知日

日本語部門から
選出される
候補作品

英語部門から
選出される
候補作品

18歳未満部門
から選出される
候補作品

8 8/1/25 9/8/25 9/9/25 7 7 7
9 9/1/25 10/7/25 10/8/25 7 7 7
10 10/1/25 11/7/25 11/10/25 7 7 7

2025 年（令和 7 年）8 月 23 日（土） ［企画のページ］　　（14­­）



（15）　　 ［作文のページ］ 2025 年（令和 6 年）8 月 23 日（土 )

週刊 NY生活　作文のページ「ことばの泉」応募規定
 ●小、中、高生＝テーマは自由です。アメリカ生活で感じたこと、思ったことを書いて送ってください
（随時募集）。ただし、未発表の作品に限ります。●文字数＝1000 字（400 字詰め原稿用紙なら２枚
半）を目安に最長2000 字まで。●住所、氏名、電話番号、滞米期間、学校名、学年、保護者名を明記、
写真を必ず添えて  nyseikatsu.sakubun@gmail.com までお送りください。

主催 : ニューヨーク生活プレス社　後援 : 全日本空輸株式会社

　

な
ぜ
大
地
震
は
起
こ
り
、

復
興
そ
し
て
再
生
と
な
る
の

で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
は
、
僕

た
ち
人
間
だ
け
が
体
験
、
経

験
す
る
の
で
は
な
く
、
自
然

界
で
生
き
る
生
態
系
に
も
大

地
震
の
後
は
、
そ
の
プ
ロ
セ

ス
が
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

　

２
０
１
１
年
の
東
日
本
大

震
災
が
起
き
た
時
、
僕
は
ア

メ
リ
カ
に
戻
っ
た
三
日
後
で

あ
り
、
大
き
な
地
震
と
い
う

の
は
一
度
も
経
験
し
た
こ
と

が
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、

昨
年
の
夏
、
一
時
帰
国
に
よ

り
訪
れ
た
日
本
海
は
、
大
地

震
後
の
自
然
界
の
変
化
を
感

じ
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
僕
の
知
識
か
ら
は
、

大
き
く
分
け
て
二
つ
の
変
化

が
あ
り
ま
す
。
一
つ
目
は
浅

瀬
に
多
く
の
魚
が
集
ま
る
こ

と
で
、
よ
り
多
く
の
肉
食
魚

が
集
ま
る
。
二
つ
目
は
土
地

の
変
化
で
す
。

　

地
形
変
化
に
よ
る
生
き
物

へ
の
影
響
が
大
き
く
関
わ
っ

て
い
ま
す
。
ま
ず
プ
レ
ー
ト

の
ズ
レ
が
地
震
の
主
な
原
因

で
す
。
こ
れ
に
よ
り
起
こ
る

津
波
や
大
地
の
移
動
で
生
き

物
が
新
し
い
生
態
系
に
直
面

す
る
の
で
す
。
生
物
は
そ
の

新
し
い
生
態
系
を
克
服
す
る

の
で
す
。
そ
の
プ
ロ
セ
ス
が

昔
か
ら
続
い
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
白
亜
紀
に
起
き

た
隕
石
の
衝
突
で
大
量
に
大

型
生
物
が
絶
滅
し
ま
し
た
。

だ
け
れ
ど
小
生
物
は
小
さ
い

た
め
生
き
る
た
め
に
は
エ
ネ

ル
ギ
ー
は
そ
ん
な
に
必
須
で

は
無
か
っ
た
の
で
す
。
そ
れ

で
３
万
年
以
内
に
ま
た
新
た

な
生
態
系
が
生
物
に
よ
っ
て

生
み
出
さ
れ
た
ん
で
す
。
そ

の
三
万
年
後
に
小
生
物
は
、

そ
の
大
き
さ
を
維
持
し
た
り

強
く
な
っ
て
、
そ
の
生
態
系

を
克
服
し
ま
す
。

　

大
地
震
は
皆
が
恐
れ
て
い

る
震
災
と
い
う
マ
イ
ナ
ス
イ

メ
ー
ジ
だ
け
で
な
く
、
自
然

界
が
必
要
と
す
る
生
態
系
の

回
復
プ
ロ
セ
ス
だ
と
わ
か
り
、

今
後
の
生
態
系
に
も
っ
と
興

味
を
抱
き
ま
し
た
。

　
　
　
　
　

   　
（
滞
米
３
年
）

 ■児童生徒作文のページ■
 （記載学年は応募時のものです）

　

ぼ
く
が
４
年
生
に
な
っ
て
、

４
月
に
考
え
た
目
標
は
二
つ

あ
り
ま
す
。
一
つ
目
は
、
算

数
の
わ
り
算
が
で
き
る
よ
う

に
な
る
こ
と
で
す
。
二
つ
目

は
、
字
を
少
し
で
も
き
れ
い

に
書
く
こ
と
で
す
。
こ
の
二

つ
の
目
標
に
つ
い
て
ふ
り
か

え
り
ま
す
。

　

ま
ず
さ
い
初
に
算
数
の
わ

り
算
に
つ
い
て
で
す
。
初
め

の
う
ち
は
わ
り
算
が
分
か
ら

な
く
て
、
計
算
す
る
の
が
大

変
で
し
た
。
し
か
し
今
で
は

わ
り
算
が
分
か
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
算

数
を
が
ん
ば
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

次
に
二
つ
目
の
字
を
き
れ

い
に
書
く
こ
と
に
つ
い
て
で

す
。
こ
れ
は
、
ま
だ
で
き
て

い
な
い
目
標
で
す
。
な
ぜ
か

と
言
う
と
、
字
を
早
く
書
い

て
し
ま
う
の
で
、
字
が
き
た

な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

な
ぜ
字
を
早
く
書
き
た
く
な

る
か
と
言
う
と
、
早
く
終
わ

ら
せ
た
い
と
思
っ
て
し
ま
う

か
ら
で
す
。

　

４
年
生
の
後
期
に
向
け
て
、

二
つ
目
標
を
考
え
ま
し
た
。

一
つ
目
は
、
字
を
き
れ
い
に

書
く
こ
と
で
す
。
あ
せ
ら
ず

に
ゆ
っ
く
り
と
字
を
書
く
よ

う
に
し
た
い
で
す
。
た
く
さ

ん
練
習
し
て
、
い
つ
か
大
会

に
出
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　

   　
（
滞
米
１
年
）

　

先
月
は
プ
リ
ン
ス
ト
ン
高

校
の
春
休
み
で
し
た
。
私
は

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
と
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
以
外
に
は
行
き
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
プ
リ
ン
ス

ト
ン
と
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
た

く
さ
ん
楽
し
む
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

春
休
み
の
初
日
、
私
は
友

達
の
ア
リ
ス
と
ド
リ
ス
に
会

い
ま
し
た
。
ド
リ
ス
は
い
つ

も
別
の
学
校
で
勉
強
し
て
い

て
、
普
段
は
あ
ま
り
一
緒
に

遊
ぶ
機
会
が
あ
り
ま
せ
ん
。

だ
か
ら
こ
そ
、
彼
女
に
会
え

た
時
、
私
た
ち
は
と
て
も
う

れ
し
か
っ
た
で
す
。
母
は
ア

リ
ス
と
ド
リ
ス
に
果
物
と
お

土
産
を
渡
し
ま
し
た
。

　

私
た
ち
は
一
緒
に
化
粧
を

し
た
り
、
綺
麗
な
写
真
を
撮

っ
た
り
し
て
、
楽
し
い
思
い

出
を
作
り
ま
し
た
。
最
後
に
、

ま
た
次
回
会
お
う
ね
、
と
言

っ
て
別
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
数
日
間
、
私
は

他
の
友
達
と
一
緒
に
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
に
行
き
ま
し
た
。
大

好
き
な
ミ
ル
ク
テ
ィ
ー
の
お

店
「
喜
茶
」
に
も
行
き
ま
し
た
。

こ
の
ブ
ラ
ン
ド
は
「
幸
せ
な

お
茶
」
と
い
う
意
味
で
、
中

国
か
ら
世
界
中
に
広
が
っ
た

人
気
の
お
店
で
す
。

　

私
は
こ
の
ミ
ル
ク
テ
ィ
ー

を
三
年
く
ら
い
飲
ん
で
い
ま

せ
ん
で
し
た
。
前
回
飲
ん
だ

時
は
、
ま
だ
中
国
に
住
ん
で

い
た
時
で
し
た
。
だ
か
ら
、

久
し
ぶ
り
に
飲
ん
だ
時
、
と

て
も
懐
か
し
い
気
持
ち
に
な

り
ま
し
た
。

　

春
休
み
を
通
し
て
、
た
く

さ
ん
の
す
ば
ら
し
い
思
い
出

を
作
る
こ
と
が
で
き
、
と
て

も
楽
し
か
っ
た
で
す
。

　
　
　
　

   　
（
米
国
生
ま
れ
）

「
大
地
震
に
よ
る
生
態
系
の

変
動
と
回
復
過
程
」

　
　
　

プ
リ
ン
ス
ト
ン
日
本
語
学
校
中
２

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ネ
ー
ム
ザ
ー　

佐
依
門

　

わ
た
し
は
、
生
活
科
い
ど

う
教
し
つ
でThe Maritime 

Aquarium

に
行
き
ま
し
た
。

わ
た
し
が
び
っ
く
り
し
た
生

き
も
の
は
、
二
つ
あ
り
ま
し

た
。
一
番
び
っ
く
り
し
た
生

き
も
の
は
、
カ
ワ
ウ
ソ
で
す
。

水
そ
う
の
近
く
に
せ
つ
め
い

が
書
い
て
あ
り
ま
し
た
。
そ

こ
に
は
、「
夜
に
な
る
と
元
気

に
な
る
」
と
書
い
て
あ
り
ま

し
た
。
わ
た
し
は
、「
人
間
は

朝
お
き
て
夜
ね
る
の
に
、
カ

ワ
ウ
ソ
は
人
間
と
は
ん
た
い

だ
な
」
と
思
っ
て
、
お
も
し

ろ
か
っ
た
で
す
。
で
も
、
前

に
べ
つ
の
水
ぞ
く
か
ん
で
カ

ワ
ウ
ソ
を
見
た
と
き
に
は
、

朝
で
も
元
気
だ
っ
た
の
で
「
い

つ
も
元
気
な
カ
ワ
ウ
ソ
も
い

る
ん
だ
な
」
と
思
い
ま
し
た
。

　

二
番
目
は
、
カ
メ
で
す
。
今

ま
で
小
さ
い
カ
メ
し
か
見
た

こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
、
大

き
な
カ
メ
を
見
た
と
き
は
び

っ
く
り
し
ま
し
た
。
カ
メ
は

ゆ
っ
く
り
歩
く
の
に
、
水
の

中
で
は
、
手
を
ゆ
ら
し
、
思

っ
た
よ
り
も
は
や
く
お
よ
い

で
い
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の

魚
と
い
っ
し
ょ
に
お
よ
い
で

い
て
、
楽
し
そ
う
で
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
に
も
、
じ
ぶ
ん

の
知
ら
な
い
魚
を
見
た
り
、

さ
わ
っ
た
り
し
て
、
と
て
も

楽
し
か
っ
た
で
す
。

　
　
　
　

   　
（
滞
米
４
か
月
）  

「
前
期
の
学
習
を

　
　
　

ふ
り
か
え
っ
て
」

　
　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
サ
タ
デ
ー
ス
ク
ー
ル
N
J
校
小
４

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

き
多
山　

ひ
ろ
人

「
春
休
み
の
思
い
出
」

　
　

プ
リ
ン
ス
ト
ン
パ
ブ
リ
ッ
ク
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
12
日
本
語
A
P
ク
ラ
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ジ
ン　

リ
サ

　

み
な
さ
ん
は
、
ア
メ
リ
カ

の
治
安
が
良
い
と
思
え
た
こ

と
は
あ
り
ま
す
か
？
私
は
日

本
に
住
ん
で
い
た
頃
は
、
ア

メ
リ
カ
は
治
安
が
悪
い
と
い

う
印
象
が
あ
り
ま
し
た
。
な

ぜ
そ
う
思
っ
た
の
か
と
い
う

と
、
テ
レ
ビ
な
ど
で
治
安
が

悪
そ
う
と
い
う
印
象
を
あ
た

え
る
放
送
を
し
て
い
た
か
ら

で
す
。

　
「
ア
メ
リ
カ
は
治
安
が
悪

い
。」
と
い
う
話
題
を
深
掘
り

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

日
本
で
た
ま
に
ア
メ
リ
カ
の

ニ
ュ
ー
ス
を
流
し
て
い
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
で
そ

の
ニ
ュ
ー
ス
の
中
に
拳
銃
に

つ
い
て
の
ニ
ュ
ー
ス
を
た
ま

に
見
て
い
ま
し
た
。
私
は
そ

の
報
道
を
見
て
、「
ア
メ
リ

カ
っ
て
こ
ん
な
に
危
険
な
ん

だ
。」
と
思
い
込
ん
で
い
ま
し

た
。
そ
し
て
、
ア
メ
リ
カ
に

住
む
こ
と
が
決
ま
り
少
し
気

乗
り
は
し
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
。

　

け
れ
ど
も
ア
メ
リ
カ
に
移

住
し
て
き
て
日
本
と
少
し
雰

囲
気
が
違
う
と
思
い
ま
し
た
。

ア
メ
リ
カ
に
つ
い
た
の
が
夜

だ
っ
た
の
で
よ
く
覚
え
て
い

な
い
で
す
が
、
初
め
て
の
景

色
で
し
た
。
そ
れ
か
ら
数
日

が
た
ち
、
私
の
お
母
さ
ん
が

色
々
調
べ
て
く
れ
た
の
で
、

私
は
そ
こ
で
ほ
ん
の
少
し
ア

メ
リ
カ
の
こ
と
を
学
び
ま
し

た
。
で
も
、
そ
の
こ
と
で
少

し
不
思
議
と
思
っ
た
点
が
あ

り
ま
し
た
。
そ
れ
は
あ
る
日
、

お
母
さ
ん
が
、「
あ
る
地
域
で

は
、
十
二
歳
未
満
か
十
二
歳

以
下
の
子
ど
も
を
お
留
守
番

さ
せ
て
は
い
け
な
い
」
と
言

っ
た
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

な
ぜ
不
思
議
に
思
っ
た
か
と

い
う
と
、
私
は
あ
る
時
か
ら

ス
ー
パ
ー
な
ど
に
行
く
の
が

そ
ん
な
に
好
き
で
は
な
い
の

で
、
全
然
行
か
な
い
時
が
あ

り
ま
し
た
。
で
も
私
が
住
ん

で
い
る
地
域
は
そ
の
あ
る
地

域
の
所
に
は
入
ら
な
い
の
で
、

私
的
に
は
と
っ
て
も
嬉
し
い

で
す
。
だ
っ
て
、
一
人
で
好

き
な
こ
と
が
で
き
る
し
、
両

親
に
も
怒
ら
れ
な
い
の
で
、

だ
か
ら
好
き
な
ん
で
す
。

　

こ
の
二
年
間
と
少
し
ア
メ

リ
カ
に
住
ん
で
い
て
、
私
が

住
ん
で
い
る
こ
の
地
域
は
意

外
に
治
安
が
良
い
ん
だ
な
ぁ

と
思
え
ま
し
た
。
学
校
の
み

ん
な
も
優
し
い
し
、
滞
在
だ

け
れ
ど
も
日
本
人
の
子
も
い

て
、
本
当
に
意
外
で
し
た
。

私
は
ア
メ
リ
カ
に
日
本
人
な

ん
て
い
な
い
か
と
思
い
ま
し

た
。
そ
の
私
が
ア
メ
リ
カ
の

治
安
が
良
い
と
思
っ
た
か
と

い
う
理
由
は
二
つ
あ
り
ま
す
。

　

一
つ
目
は
、
み
ん
な
が
優

し
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
前

の
文
章
で
い
っ
た
と
お
り
、

み
ん
な
が
本
当
に
親
切
な
こ

と
で
す
。
た
ま
に
嫌
な
感
じ

の
奴
が
い
る
け
れ
ど
も
、
み

ん
な
、
み
ん
な
優
し
く
て
い

い
所
だ
と
思
い
ま
す
。

　

二
つ
目
は
、
通
り
す
が
り

の
人
で
も
親
切
に
あ
い
さ
つ

し
て
く
る
こ
と
で
す
。
初
め

の
頃
は
び
っ
く
り
し
た
け
れ

ど
も
、
今
は
大
体
な
れ
て
き

ま
し
た
。
で
も
日
本
で
は
あ

ん
ま
り
し
な
い
こ
と
で
す
が
、

マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
で
は
た
ま

に
あ
い
さ
つ
を
し
て
い
ま
す
。

で
も
こ
の
ア
メ
リ
カ
の
あ
い

さ
つ
は
平
和
の
主
張
だ
と
思

い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
日

本
人
は
ア
メ
リ
カ
で
お
こ
っ

た
こ
と
の
報
道
を
見
て
勘
違

い
を
し
て
い
る
。
そ
し
て
ア

メ
リ
カ
の
治
安
が
悪
い
と
い

う
印
象
を
受
け
て
い
る
。
で

も
実
は
見
え
な
い
所
で
、
と

っ
て
も
ア
メ
リ
カ
人
は
優
し

い
こ
と
を
し
て
い
る
。
で
も

見
方
を
変
え
る
こ
と
で
、
も

「
ち
ょ
っ
と
立
ち
止
ま
っ
て
」

　
　
　

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
補
習
授
業
校
中
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

内
藤　

小
百
合

し
か
し
た
ら
良
い
印
象
を
受
け

る
か
も
し
れ
な
い
。

　
　

   　
（
滞
米
２
年
４
か
月
）

「海の生き物大はっ見！」
　　　　　　　　　　ニューヨーク日本人学校小２

　　　　　　　　　　　　　　　　　横田　有咲

https://japaneseschool.org
https://starchildny.com/
mailto:nyseikatsu.sakubun@gmail.com


2025年（令和 7 年）8 月 23 日（土） ［LIVING in USA］　　（16  ）

　

ベ
ッ
ド
フ
ォ
ー
ド
・
ス
タ
イ
ベ
サ
ン
ト
（
通
称
ベ
ッ
ド
・
ス

タ
イ
）
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
に
し
か
存
在
し
得
な
い
ユ
ニ
ー

ク
な
地
区
だ
。
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
北
部
の
広
大
な
台
形
の
地
域
を

占
め
る
こ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
、
独
自
の
結
束
力
を
持
つ
世
界

で
そ
の
美
し
さ
は
一
目
瞭
然
。
歴
史
的
な
装
飾
が
施
さ
れ
た
住

宅
が
木
立
に
囲
ま
れ
た
通
り
に
並
ん
で
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
威
風
堂
々
と
し
た
住
宅
の
建
設
は
１
８
７
０
年
代

に
始
ま
り
、
現
在
も
ほ
と
ん
ど
手
付
か
ず
の
状
態
で
残
っ
て
い

る
。
実
際
、
20
世
紀
初
頭
ま
で
に
建
設
さ
れ
た
建
物
の
数
は

８
０
０
０
棟
を
超
え
る

と
言
わ
れ
て
い
る
。
地

下
鉄
の
路
線
は
複
数
の

ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
を
カ

バ
ー
し
て
い
る
。

　
　

Ａ
線
と
Ｃ
線
は
地
区

の
南
端
付
近
の
フ
ル
ト

ン
ス
ト
リ
ー
ト
下
を
走

り
、
Ｊ
Ｍ
Ｚ
線
は
ブ
ロ

ー
ド
ウ
エ
ー
の
北
東
境

界
上
を
走
り
、
Ｇ
線
は

マ
ー
シ
ー
と
ラ
フ
ァ
イ

エ
ッ
ト
大
通
り
を
通
っ

て
下
り
、
外
へ
伸
び
て

い
る
。

　

写
真
の
部
屋
は
、
そ
ん
な
ベ
ッ
ド
・
ス
タ
イ
に
あ
る
３
寝
室

の
タ
ウ
ン
ハ
ウ
ス
。
２
フ
ル
浴
室
。
二
世
帯
住
宅
と
し
て
も
使

用
で
き
る
広
さ
と
間
取
り
に
な
っ
て
い
る
。
建
築
さ
れ
た
の
は

１
８
９
９
年
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
歴
史
を
感
じ
な
が
ら
生
活
を

楽
し
め
る
。
販
売
価
格
は
１
３
７
万
ド
ル
。

　

問
い
合
わ
せ
は
電
話
９
１
４
・
３
７
４
・
７
１
９
５
、

Ｅ
メ
ー
ルted.matsumoto@corcoran.com

　

松
本
さ
ん

（
写
真
提
供
・
コ
ー
コ
ラ
ン
不
動
産
）

歴史深きベッド・スタイの二世帯住宅に住む

　

米
国
の
ピ
ザ
の
首
都
ニ
ュ
ー

ヘ
イ
ブ
ン
発
祥
の「
フ
ラ
ン
ク
・

ぺ
ぺ
」
は
今
年
で
創
業
１
０
０

年
を
迎
え
た
。
現
在
は
、
北
は

マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
か
ら
南
は

フ
ロ
リ
ダ
ま
で
東
海
岸
に
17
店

舗
を
展
開
し
て
い
る
が
Ｎ
Ｙ
州

内
で
は
ヨ
ン
カ
ー
ス
店
の
み
。

　

ナ
ポ
リ
ス
タ
イ
ル
の
薄
く
伸

ば
し
た
生
地
を
煉
瓦
造
り
の
炭

火
焼
き
窯
で
焼
い
た
ピ
ザ
を
一

度
は
試
そ
う
と
、
ニ
ュ
ー
ヘ
イ

ブ
ン
の
イ
タ
リ
ア
人
街
の
ウ
ー

ス
タ
ー
通
り
に
あ
る
第
１
号
店

の
外
に
は
い
つ
も
行
列
が
で
き

て
い
る
。
９
月
中
旬
ま
で
食
べ

ら
れ
る
夏
季
限
定
「
フ
レ
ッ
シ

ュ
ト
マ
ト
パ
イ
」
は
並
ん
で
も

食
べ
る
価
値
が
あ
る
。
ピ
ザ
の

ト
ッ
ピ
ン
グ
で
は
珍
し
い
リ
ト

Frank Pepe 
New Haven
157 Wooster St, 

New Haven, CT 06511 
(203) 865-5762

pepespizzeria.com
営業時間　11:00-22:00

郊外
暮らし

ル
ネ
ッ
ク
貝
を
使
っ
た
「
ホ
ワ

イ
ト
ク
ラ
ム
ピ
ザ
」
は
日
本
人

好
み
の
逸
品
だ
。
１
０
０
年
前

に
造
ら
れ
た
オ
ー
ブ
ン
で
焼
か

れ
た
ピ
ザ
は
香
ば
し
く
外
は
カ

リ
ッ
と
、
一
口
食
べ
る
と
モ
チ

モ
チ
と
し
た
食
感
が
格
別
だ
。

巷
の
噂
で
は
、
こ
の
土
地
の
水

が
ニ
ュ
ー
ヘ
イ
ブ
ン
の
ピ
ザ
を

美
味
し
く
す
る
秘
訣
で
あ
る
と

言
う
。
年
季
の
入
っ
た
ア
ル
ミ

の
オ
ー
ブ
ン
天
板
に
乗
せ
ら
れ

た
出
来
た
て
の
ピ
ザ
を
ノ
ス
タ

ル
ジ
ッ
ク
な
雰
囲
気
の
店
内
で

是
非
一
度
は
味
わ
っ
て
み
て
ほ

し
い
。
食
後
の
デ
ザ
ー
ト
は
隣

に
あ
るLibby’s 

で
テ
ィ
ラ
ミ

ス
と
ジ
ェ
ラ
ー
ト
に
舌
鼓
を
打

つ
の
が
ニ
ュ
ー
ヘ
イ
ブ
ン
流
の

楽
し
み
方
だ
。（
山
本
知
栄
）

ニ
ュ
ー
ヘ
イ
ブ
ン
発
祥
の
老
舗
ピ
ザ
店
で
食
べ
る

夏
季
限
定
の
フ
レ
ッ
シ
ュ
ト
マ
ト
パ
イ
に
並
ぶ
。

菊
池
ひ
み
こ
が 

Ｎ
Ｙ
交
流

ジ
ャ
ム
セ
ッ
シ
ョ
ン
27
日

　

鳥
取
県
在
住
の
ピ
ア
ニ
ス
ト

で
鳥
取
ジ
ャ
ズ
な
ど
を
開
催

し
て
い
る
菊
池
ひ
み
こ
が
27

日
（
水
）
午
後
４
時
30
分
か
ら

６
時
30
分
ま
で
、
マ
ン
ハ
ッ
タ

ン
の
「Piano Piano 

ス
タ
ジ

オ
」
Ｂ
Ｉ
Ｚ
Ｅ
Ｔ
ル
ー
ム
（
西

65
丁
目
37
番
地
４
階
）
で
Ｎ
Ｙ

在
住
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
と
音
楽

好
き
の
人
々
を
交
え
、
日
米
交

流
会
＆
ジ
ャ
ム
セ
ッ
シ
ョ
ン
を

開
催
す
る
。
入
場
無
料
で
誰
で

も
参
加
で
き
、
音
楽
で
つ
な
が

る
ひ
と
と
き
を
楽
し
む
集
い
と

な
る
。

　

菊
池
は
日
本
で
80
年
代
か
ら

の
ジ
ャ
ズ
、
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
で

ピ
ア
ニ
ス
ト
、
作
曲
家
、
そ
し

て
ア
レ
ン
ジ
ャ
ー
と
し
て
活

躍
。
当
時
の
音
楽
シ
ー
ン
、
歴

史
な
ど
を
聞
け
る
Ｑ
＆
Ａ　

ト

ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
、
菊
池
ひ
み

こ
と
の
公
開
ジ
ャ
ム
セ
ッ
シ

ョ
ン
（
ド
ラ
ム
な
し
）
を
予

定
。
問
い
合
わ
せ
は
Ｅ
メ
ー
ル　

orihikay@gmail.com

　

山
本

さ
ん
ま
で
。

・免責事項・
本紙に掲載の広告に関して問題が生
じた場合、ニューヨーク生活プレス
社は一切の責任を負いません。
We, New York Seikatsu Press, Inc. 
are not responsible about any ad. 
contents.

https://www.redacinc.com/
mailto:miyuki3533@gmail.com
mailto:emishoga@danielgale.com
http://www.shoenrealty.com
mailto:tmamoru@msn.com
tel:9176780297
mailto:hello@libret.com
mailto:ted.matsumoto@corcoran.com
mailto:orihikay@gmail.com
pepespizzeria.com
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 第 531 回

　

東
京
出
身
の
私
に
と
っ
て

は
、
大
阪
に
は
各
家
庭
に
た

こ
焼
き
器
が
あ
る
と
い
う
話
は

単
な
る
都
市
伝
説
だ
と
思
っ
て

い
た
の
で
す
が
、
京
都
に
赴
任

し
て
、
ど
う
や
ら
そ
れ
は
本
当

ら
し
い
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り

ま
し
た
。
先
日
、
そ
の
た
こ
焼

き
器
の
製
造
を
行
っ
て
い
る
大

阪
府
守
口
市
の
山
岡
金
属
工
業 

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
「
夢
工
房
」
を

見
学
し
て
き
た
の
で
、
紹
介
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

守
口
市
や
隣
接
す
る
東
大
阪

市
、
門
真
市
は
、
町
工
場
が
集

積
す
る
地
域
と
し
て
知
ら
れ
て

お
り
、
工
場
を
一
般
公
開
し
て

い
る
と
こ
ろ
も
多
く
あ
り
ま

す
。
山
岡
金
属
工
業
も
そ
の
一

つ
で
、
厨
房
機
器
、
ク
ッ
キ
ン

グ
テ
ー
ブ
ル
コ
ン
ロ
、
無
煙
ロ

ー
ス
タ
ー
、
パ
ラ
ソ
ル
ヒ
ー
タ

ー
等
の
大
手
メ
ー
カ
ー
と
し
て

知
ら
れ
、
特
に
た
こ
焼
き
器
で

は
、
家
庭
用
及
び
業
務
用
ガ
ス

た
こ
焼
き
器
の
シ
ェ
ア
は
90
％

以
上
を
占
め
ま
す
。

　

山
岡
金
属
工
業
は
１
９
５
６

年
に
山
岡
鉄
器
製
作
所
と
し
て

創
業
し
、
１
９
６
０
年
に
山
岡

金
属
工
業
株
式
会
社
を
設
立
し

ま
し
た
。
１
９
６
２
年
に
日
本

で
初
め
て
家
庭
用
た
こ
焼
き
器

を
開
発
し
ま
す
が
、
こ
れ
は
、

入
社
間
も
な
い
若
手
だ
っ
た
山

岡
俊
夫
氏
（
後
に
二
代
目
社
長
）

が
、
同
社
の
プ
レ
ス
加
工
技
術

を
活
か
し
て
新
し
い
も
の
を
作

り
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
誕
生

し
た
も
の
で
す
。
た
こ
焼
き
器

の
製
造
は
、
窪
み
の
加
工
が
必

要
な
た
め
、
一
般
的
な
プ
レ
ス

加
工
で
は
技
術
的
に
難
し
い
と

い
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
山
岡

氏
は
大
阪
市
難
波
の
道
具
屋
筋

で
職
人
が
手
作
り
で
た
こ
焼
き

器
を
製
造
す
る
の
を
見
て
、「
プ

レ
ス
加
工
で
作
れ
れ
ば
安
く
で

き
る
」
と
ひ
ら
め
き
、
同
社
の

プ
レ
ス
加
工
技
術
を
駆
使
し
て

製
造
に
成
功
。
家
庭
用
た
こ
焼

き
器
は
、
大
ヒ
ッ
ト
商
品
と
な

り
ま
し
た
。

　

さ
て
、
そ
ん
な
企
業
が
オ
ー

プ
ン
さ
せ
た
「
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

夢
工
房
」
は
、「
技
術
・
文
化
館
」

「
技
術
・
開
発
館
」「
技
術
・
工

作
館
」「
技
術
・
組
立
館
」
に

分
か
れ
て
お
り
、
約
90
分
の
予

約
制
ツ
ア
ー
で
、
ス
タ
ッ
フ
が

案
内
し
て
く
れ
ま
す
。
鉄
板
の

溶
接
や
プ
レ
ス
作
業
を
行
っ
て

い
る
工
場
を
見
学
で
き
る
の
も

う
れ
し
い
と
こ
ろ
で
す
。
同
館

が
試
作
あ
る
い
は
販
売
し
た
け

れ
ど
も
製
造
中
止
と
な
っ
た
機

器
な
ど
も
展
示
し
て
あ
り
、
そ

の
理
由
な
ど
を
説
明
し
て
く
れ

る
の
も
ス
タ
ッ
フ
な
ら
で
は

で
、
実
に
興
味
深
い
も
の
が
あ

り
ま
す
。

　

技
術
・
文
化
館
に
併
設
さ
れ

て
い
る
「
タ
コ
焼
き
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
」や「
昭
和
の
歴
史
館
」は
、

普
通
の
工
場
見
学
と
は
大
き
く

異
な
り
、
当
然
な
が
ら
子
ど
も

に
は
大
人
気
の
よ
う
で
す
。「
タ

コ
焼
き
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
は
、

屋
台
仕
立
て
の
内
装
で
調
理
機

器
の
変
遷
を
学
ぶ
こ
と
が
で

き
、大
正
時
代
の
お
や
つ
で
「
た

こ
焼
き
の
ル
ー
ツ
」
と
言
い
わ

れ
て
い
る
「
ち
ょ
ぼ
焼
き
」
の

器
具
な
ど
が
展
示
さ
れ
て
い

ま
す
。「
昭
和
の
歴
史
館
」
は
、

同
社
と
は
直
接
関
係
は
な
い
の

で
す
が
、
レ
ト
ロ
な
昭
和
の
家

が
再
現
さ
れ
て
お
り
、
同
社
が

所
蔵
ま
た
は
寄
贈
さ
れ
た
も
の

が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
山
岡

社
長
が
ベ
ル
リ
ン
の
壁
崩
壊
の

時
に
、
ベ
ル
リ
ン
の
壁
の
横
で

た
こ
焼
き
を
焼
い
た
屋
台
な
ど

も
展
示
し
て
お
り
、
様
々
な
こ

と
に
挑
戦
す
る
企
業
努
力
を
目

の
当
た
り
に
す
る
こ
と
が
で
き

る
企
業
博
物
館
で
す
。

（
栗
原
祐
司　

国
立
科
学
博
物

館
副
館
長
）

ミュージアム
「夢工房」

　

メ
キ
シ
コ
の
南
東
部
に
位
置

す
る
ユ
カ
タ
ン
半
島
に
は
、
数

多
く
の
観
光
資
源
が
点
在
し
て

い
る
。
そ
の
玄
関
口
と
な
る
の

が
半
島
北
東
部
に
あ
る
メ
キ
シ

コ
屈
指
の
リ
ゾ
ー
ト
地
、
カ
ン

ク
ン
だ
。
そ
ん
な
カ
ン
ク
ン
と

ユ
カ
タ
ン
半
島
の
魅
力
を
在
米

邦
人
の
皆
様
に
伝
え
る
べ
く
、

５
月
末
に
３
泊
４
日
の
取
材
旅

行
に
行
く
機
会
を
い
た
だ
い

た
。（
※
初
回
は
6
／
23
号
に

掲
載
）

　

旅
の
２
日
目
は
、
Ｈ
Ｉ
Ｓ
カ

ン
ク
ン
支
店
が
企
画
販
売
す
る

さ
ま
ざ
ま
な
ツ
ア
ー
の
中
で
も

一
番
人
気
が
あ
る
と
い
う
、
ユ

カ
タ
ン
半
島
に
点
在
す
る
４
か

所
の
珍
し
い
観
光
地
を
14
時
間

以
上
か
け
て
７
５
０
キ
ロ
の
長

距
離
を
日
帰
り
で
巡
る
ツ
ア
ー

に
参
加
。

　

我
々
取
材
旅
行
の
一
行
は
ま

だ
暗
い
早
朝
５
時
10
分
に
ホ
テ

ル
前
に
集
合
。
人
気
日
本
人
ガ

イ
ド
の
藤
野
真
未
さ
ん
と
、
安

全
の
た
め
交
代
で
運
転
す
る
２

人
の
メ
キ
シ
コ
人
ベ
テ
ラ
ン
ド

ラ
イ
バ
ー
を
乗
せ
た
バ
ス
が
到

着
し
て
乗
車
。
そ
の
後
バ
ス
は

ダ
ウ
ン
タ
ウ
ン
や
ホ
テ
ル
ゾ
ー

ン
の
別
々
の
ホ
テ
ル
に
宿
泊
す

る
３
組
の
日
本
人
新
婚
旅
行
カ

ッ
プ
ル
を
順
に
ピ
ッ
ク
ア
ッ

プ
。
彼
ら
一
般
客
と
一
緒
に
回

る
ツ
ア
ー
だ
っ
た
。

　

最
初
の
目
的
地
は
、
約
２
時

間
か
け
て
向
か
っ
た
「
グ
ラ
ン

セ
ノ
ー
テ
」。
ユ
カ
タ
ン
半
島

に
は
５
０
０
０
〜
６
０
０
０
に

も
及
ぶ
「
セ
ノ
ー
テ
」
と
呼
ば

れ
る
泉
が
存
在
す
る
。
何
億
年

も
昔
、
ユ
カ
タ
ン
半
島
は
海
の

底
だ
っ
た
そ
う
で
、
そ
れ
か
ら

隆
起
し
て
で
き
た
石
灰
石
の
地

層
の
下
に
雨
な
ど
が
し
み
込
ん

で
豊
富
な
地
下
水
を
蓄
え
て
い

っ
た
と
い
う
。
そ
の
後
、
恐
竜

が
支
配
し
て
い
た
時
代
に
、
ユ

カ
タ
ン
半
島
沖
に
地
球
全
体
を

揺
る
が
す
ほ
ど
の
イ
ン
パ
ク
ト

を
与
え
た
巨
大
隕
石
が
落
下
。

（
そ
の
せ
い
で
地
球
が
氷
河
期

と
な
り
恐
竜
絶
滅
に
繋
が
っ
た

と
い
う
説
が
有
力
。）
そ
の
時

の
衝
撃
で
、
ユ
カ
タ
ン
半
島
各

地
で
大
量
に
地
盤
沈
下
が
起

き
、
地
表
が
陥
没
し
て
大
き
な

地
下
水
の
泉
が
表
出
し
た
状
態

の
こ
と
を
「
セ
ノ
ー
テ
」
と
呼

び
、
ユ
カ
タ
ン
半
島
特
有
の
自

然
が
起
こ
し
た
神
秘
の
光
景
な

の
だ
。

　

そ
ん
な
セ
ノ
ー
テ
の
一
つ
で

人
気
観
光
地
と
な
っ
て
い
る
の

が
「
グ
ラ
ン
セ
ノ
ー
テ
」。
こ

こ
で
は
、
鍾
乳
洞
の
ト
ン
ネ
ル

を
く
ぐ
る
よ
う
な
形
の
泉
で
遊

泳
体
験
が
で
き
る
。
我
々
は
、

ま
だ
他
の
観
光
客
が
い
な
い
開

園
直
後
の
午
前
８
時
に
到
着
。

「
一
番
風
呂
」
な
ら
ぬ
「
一
番

セ
ノ
ー
テ
」
を
堪
能
で
き
た
。

今
回
、
泳
が
な
い
メ
ン
バ
ー
も

何
人
も
い
た
中
、
私
は
「
一

生
に
一
度
の
機
会
」
だ
と
思

い
、
遊
泳
体
験
に
挑
戦
。
こ
こ

は
水
質
を
綺
麗
な
状
態
に
保
つ

た
め
日
焼
け
止
め
や
化
粧
、
虫

除
け
ス
プ
レ
ー
、
整
髪
料
な
ど

は
禁
止
で
、
遊
泳
者
は
ま
ず
は

じ
め
に
シ
ャ
ワ
ー
で
全
身
を
洗

わ
な
い
と
い
け
な
い
。
そ
の
後

ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
着
用
し

て
ス
タ
ー
ト
地
点
へ
向
か
い
入

水
。
ス
タ
ー
ト
地
点
の
鍾
乳
洞

の
辺
り
は
と
て
も
綺
麗
で
「
光

の
カ
ー
テ
ン
」
な
ど
も
見
れ
シ

ュ
ノ
ー
ケ
リ
ン
グ
を
楽
し
ん

だ
。
そ
こ
だ
け
で
終
え
る
人
が

大
半
の
中
、
私
は
折
角
な
の
で

頑
張
っ
て
洞
窟
を
く
ぐ
り
抜
け

一
番
奥
の
セ
ノ
ー
テ
の
終
点
ま

で
１
０
０
メ
ー
ト
ル
近
い
距
離

を
泳
ぎ
切
っ
た
。
だ
が
、
泉
か

ら
段
差
を
使
っ
て
陸
に
上
が
ろ

う
と
し
た
ら
、
疲
労
で
腕
と
脚

に
力
が
全
く
入
ら
ず
、
必
死
で

這
い
上
が
る
ハ
メ
に
。
更
に
そ

こ
か
ら
ビ
ー
チ
サ
ン
ダ
ル
を
置

い
て
き
た
ス
タ
ー
ト
地
点
ま
で

の
砂
利
道
を
裸
足
で
70
〜
80
メ

ー
ト
ル
、
足
ツ
ボ
マ
ッ
ト
上
を

歩
く
罰
ゲ
ー
ム
の
よ
う
に
痛
み

に
耐
え
な
が
ら
戻
る
修
行
も
あ

り
、「
長
い
長
い
一
日
の
初
っ

端
に
ハ
リ
キ
リ
す
ぎ
て
最
後
ま

で
も
つ
の
か
？
」
と
後
悔
。
で

も
、「
人
類
が
誕
生
す
る
よ
り

は
る
か
前
に
で
き
た
自
然
の
泉

で
泳
ぐ
」
と
い
う
、
こ
こ
に
来

な
い
と
で
き
な
い
貴
重
な
経
験

が
で
き
て
良
か
っ
た
。

　

グ
ラ
ン
セ
ノ
ー
テ
を
出
た
バ

ス
は
、
２
時
間
近
く
走
り
、
マ

ヤ
人
の
村
を
抜
け
て
、
マ
ヤ
文

明
時
代
の
遺
跡
群
が
世
界
遺
産

に
登
録
さ
れ
て
い
る
「
チ
チ
ェ

ン
イ
ッ
ツ
ァ
」
へ
。
途
中
、
同

じ
ユ
カ
タ
ン
半
島
な
の
に
子
午

線
を
通
過
し
て
カ
ン
ク
ン
か
ら

１
時
間
の
時
差
が
発
生
し
た
の

に
は
ビ
ッ
ク
リ
！

　

ピ
ラ
ミ
ッ
ド
で
有
名
な
チ
チ

ェ
ン
イ
ッ
ツ
ァ
、
実
は
20
数
年

前
の
カ
ン
ク
ン
旅
行
で
も
地
元

の
バ
ス
ツ
ア
ー
で
訪
れ
て
い

た
。
で
も
、
ユ
カ
タ
ン
半
島
を

観
光
す
る
う
え
で
こ
こ
は
絶
対

に
外
せ
な
い
の
で
、
本
ツ
ア
ー

で
の
再
訪
も
大
歓
迎
だ
。

　

以
前
は
て
っ
ぺ
ん
ま
で

登
れ
た
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
だ
が
、

２
０
０
７
年
に
死
亡
事
故
が
発

生
し
て
か
ら
登
頂
禁
止
と
な
っ

た
そ
う
で
今
回
は
登
れ
ず
残

念
。で
も
こ
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
は
、

一
段
の
奥
行
き
が
と
て
も
短

く
、
上
り
は
簡
単
に
て
っ
ぺ
ん

ま
で
行
け
た
の
だ
が
、
下
り
が

本
当
に
恐
ろ
し
く
て
、
あ
の
恐

怖
体
験
が
今
か
ら
思
え
ば
私
が

高
所
恐
怖
症
に
な
っ
た
き
っ
か

け
だ
っ
た
よ
う
に
思
う
。
今
回

は
下
か
ら
眺
め
る
だ
け
だ
っ
た

が
、
ガ
イ
ド
の
藤
野
さ
ん
の
解

説
が
大
変
詳
し
く
て
た
め
に
な

り
、
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
に
登
る
よ
り

よ
ほ
ど
良
い
経
験
に
な
っ
た
。　

　

マ
ヤ
の
最
高
神
「
ク
ク
ル
カ

ン
（
羽
根
が
生
え
た
蛇
の
神

様
）」
が
祀
ら
れ
る
こ
の
ピ
ラ

ミ
ッ
ド
は
、
カ
レ
ン
ダ
ー
の
役

割
も
果
た
し
て
い
た
そ
う
で
、

太
陽
や
月
と
関
係
の
あ
る
仕
掛

け
が
随
所
に
見
ら
れ
た
。
年
に

２
回
、
春
分
の
日
と
秋
分
の
日

の
夕
方
に
だ
け
、
影
が
階
段
に

沿
っ
て
伸
び
、
天
か
ら
降
臨
す

る
ク
ク
ル
カ
ン
の
胴
体
に
見
え

る
現
象
が
起
き
、
古
代
マ
ヤ
人

は
そ
の
時
に
豊
年
満
作
を
祈
っ

た
と
い
う
。
こ
の
貴
重
な
現
象

を
見
に
来
る
観
光
客
も
多
い
。

ま
た
、
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
下
で
拍

手
す
る
と
マ
ヤ
の
神
鳥
「
ケ
ツ

ァ
ー
ル
」
の
鳴
き
声
み
た
い
な

音
が
す
る
と
聞
い
て
皆
で
試
し

て
み
た
。
そ
れ
と
、
ピ
ラ
ミ
ッ

ド
の
秘
密
と
し
て
も
う
一
つ
衝

撃
だ
っ
た
の
は
、
前
回
訪
れ
た

時
に
「
こ
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
は
内

側
に
も
う
一
つ
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
が

あ
る
二
重
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
だ
」
と

聞
い
て
驚
い
た
の
だ
が
、
こ
の

20
年
の
間
に
行
わ
れ
た
調
査

で
、
実
は
更
に
内
側
に
も
う
一

つ
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
が
あ
る
三
重
構

造
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
だ
と
判
明
し

た
そ
う
で
「
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
マ

ト
リ
ョ
ー
シ
カ
か
よ
！
」
と
驚

愕
し
た
。

　

他
に
は
、
古
代
マ
ヤ
文
明
の

生
贄
儀
式
の
場
所
跡
（
首
を
切

断
し
て
並
べ
る
場
所
）
や
、
村

を
代
表
す
る
男
た
ち
が
命
を
か

け
た
古
代
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

の
よ
う
な
球
技
の
競
技
場
跡
な

ど
も
見
学
し
た
。
球
技
の
試
合

は
、
負
け
た
ら
殺
さ
れ
る
の
か

と
思
っ
た
ら
逆
で
、
勝
利
チ
ー

ム
の
キ
ャ
プ
テ
ン
が
名
誉
の
証

と
し
て
首
を
は
ね
ら
れ
た
と
聞

き
驚
い
た
。当
時
の
マ
ヤ
人
は
、

神
の
た
め
に
自
分
の
命
を
投
げ

出
す
の
は
大
変
名
誉
な
こ
と
だ

と
考
え
て
い
た
事
が
よ
く
分
か

っ
た
。

　

た
っ
た
1
時
間
ほ
ど
の
滞
在

だ
っ
た
が
、
と
て
も
勉
強
に
な

っ
た
う
え
に
、
世
界
遺
産
あ
る

あ
る
の
「
映
え
写
真
」
も
ガ
イ

ド
さ
ん
が
撮
っ
て
く
れ
、
皆
満

足
で
次
の
名
所
に
向
か
っ
た
。

（
続
く
）

文
・
写
真
：
本
紙
・
久
松　

茂　

（
数
点
の
写
真
は
ツ
ア
ー
ガ
イ

ド
藤
野
真
未
さ
ん
撮
影
）

取
材
協
力
：
Ｈ
Ｉ
Ｓ
イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ
ナ
ル
ツ
ア
ー
ズ

神
秘
的
な
泉
で
遊
泳
と
世
界
遺
産
の
マ
ヤ
遺
跡

カ
ン
ク
ン
と
ユ
カ
タ
ン
半
島
の
旅  

２

https://x.gd/0uyt2
http://hinomaru-limo.com


　

開
高
健
関
西
悠
々
会
主
催
の

読
書
会
で
出
さ
れ
た
今
月
の
課

題
図
書
。

　

１
９
５
８
年
『
裸
の
王
様
』

で
芥
川
文
学
賞
を
受
賞
し
た
開

高
健
の
作
品
の
特
徴
は
、
連
な

る
形
容
詞
、
韻
を
踏
む
流
れ
る

よ
う
な
文
体
、
観
念
的
な
意
味

を
含
ま
せ
た
情
景
描
写
な
ど
が

挙
げ
ら
れ
る
。
芥
川
賞
以
後
は

ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
文
学
へ
と
作

風
を
変
え
、
朝
日
新
聞
社
臨
時

特
派
員
と
し
て
ベ
ト
ナ
ム
戦
争

取
材
し
、
米
軍
と
共
に
実
際
に

戦
闘
の
中
に
身
を
置
い
た
体
験

を
も
と
に
し
た
長
編
小
説
『
輝

け
る
闇
』『
夏
の
闇
』『
花
終
わ

る
闇
（
未
完
）』
の
3
部
作
で

名
声
を
高
め
る
。
趣
味
の
釣
り

に
つ
い
て
世
界
各
地
で
の
体
験

を
綴
っ
た
エ
ッ
セ
イ
『
オ
ー

パ
！
』
は
、
今
だ
繰
り
返
し
特

集
を
組
ま
れ
る
く
ら
い
人
気
が

高
い
。
執
筆
し
た
古
巣
で
あ
る

サ
ン
ト
リ
ー
社
は
、
知
る
人
ぞ

知
る
の
名
作
で
あ
る
。

　

そ
の
開
高
も
世
界
的
レ
ベ
ル

と
な
る
と
、無
名
に
近
か
っ
た
。

ま
た
日
本
語
に
よ
る
独
特
な
文

体
を
外
国
語
に
訳
す
れ
ば
、
作

品
を
ミ
イ
ラ
に
し
て
し
ま
い
か

ね
な
い
。
そ
れ
で
も
作
品
に
ほ

れ
込
み
、
献
身
に
も
値
す
る
努

力
で
、
日
本
の
文
学
を
世
界
に

送
り
出
そ
う
と
す
る
翻
訳
者
が

い
る
。
そ
れ
が
、
開
高
健
と
翻

訳
者
セ
シ
リ
ア
瀬
川
の
ふ
た
り

だ
っ
た
。

　

ベ
ト
ナ
ム
戦
争
が
長
引
く

１
９
７
２
年
の
は
じ
め
、
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
の
出
版
社
ク
ノ
ッ
フ

の
リ
ー
ダ
ー
を
し
て
い
た
瀬
川

に
、
精
読
し
批
評
す
る
よ
う
開

高
の
『
夏
の
闇
』
が
手
渡
さ
れ

た
。
感
銘
を
受
け
た
瀬
川
は
、

す
ぐ
さ
ま
「
こ
の
小
説
は
売
れ

な
い
事
請
合
だ
が
日
本
文
学
の

為
に
翻
訳
す
べ
き
だ
」
と
社
長

で
あ
る
ク
ノ
ッ
フ
に
報
告
し
、

じ
ゃ
あ
お
ま
え
が
や
れ
と
ば
か

り
に
翻
訳
を
依
頼
さ
れ
た
。

　

そ
れ
か
ら
17
年
間
、
開
高
と

瀬
川
の
友
情
に
も
似
た
仕
事
関

係
は
続
く
。
当
時
Ｅ
メ
ー
ル
な

ど
と
い
う
も
の
も
な
く
、
も
ち

ろ
ん
手
紙
と
原
稿
は
手
書
き
か

タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
と
い
う
、
超

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
な
や
り
取
り
は

散
逸
し
た
も
の
も
多
か
っ
た

が
、
残
さ
れ
た
１
７
７
通
が
公

開
さ
れ
た
。

　

厄
年
の
中
年
の
開
高
は
、
突

然
異
国
か
ら
飛
び
込
ん
で
き
た

若
い
女
性
翻
訳
家
を
、
目
を
細

め
て
面
白
が
る
よ
う
な
と
こ
ろ

が
あ
り
、
自
分
の
作
品
を
一
生

懸
命
理
解
し
よ
う
と
し
、
ま
た

開
高
自
身
の
こ
と
も
理
解
し
よ

う
と
悪
戦
苦
闘
し
、
不
躾
な
質

問
や
報
酬
を
見
直
し
て
ほ
し
い

と
い
う
率
直
な
意
見
を
も
聞
き

入
れ
な
が
ら
、
ア
メ
リ
カ
へ
、

世
界
へ
と
引
き
上
げ
よ
う
と
す

る
瀬
川
を
「
ビ
ー
バ
ー
（
働
き

づ
め
）」
と
呼
ん
で
か
ら
か
い
、

自
分
の
こ
と
を
「
ご
ぞ
ん
じ
」

と
親
し
み
を
込
め
て
署
名
し

た
。

　
『
夏
の
闇
』
の
翻
訳
は
完
成

し
、
出
版
に
も
こ
ぎ
つ
け
る
が

大
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
は
な
ら

ず
、
そ
れ
で
も
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

タ
イ
ム
ズ
か
ら
も
評
価
を
受
け

た
こ
と
、
そ
し
て
何
よ
り
も
瀬

川
の
熱
意
に
よ
り
、
開
高
の
作

品
は
徐
々
に
英
訳
さ
れ
、
フ
ラ

ン
ス
、
イ
タ
リ
ア
、
オ
ラ
ン
ダ
、

ド
イ
ツ
、
デ
ン
マ
ー
ク
、
ス
ウ

ェ
ー
デ
ン
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
で
も

翻
訳
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
開

高
は
作
品
が
世
界
へ
と
泳
ぎ
広

が
る
の
を
喜
ん
で
い
た
こ
と

が
、手
紙
の
中
に
見
て
取
れ
る
。

フ
ラ
ン
ス
で
は
サ
ル
ト
ル
と
ボ

ー
ヴ
ォ
ワ
ー
ル
が
気
に
入
っ
た

と
耳
に
し
「
国
際
文
学
賞
リ
ッ

ツ
・
パ
リ
・
ヘ
ミ
ン
グ
ウ
ェ
イ

賞
」
や
「
ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞
」

の
候
補
に
な
り
そ
う
だ
と
い
う

ニ
ュ
ー
ス
に
心
躍
ら
せ
た
。

　

し
か
し
突
然
ふ
た
り
の
夢
は

終
え
る
。
開
高
は
食
道
ガ
ン
を

患
い
亡
く
な
っ
た
。享
年
58
歳
。

こ
ろ
ん
と
丸
い
人
懐
っ
こ
い
字

の
開
高
の
最
後
の
手
紙
は
、
い

つ
も
の
ご
と
く
「
ご
ぞ
ん
じ
」

で
締
め
く
く
ら
れ
て
い
た
。

　
　
　
　
（
フ
ェ
イ
ダ
ー
ち
え
）

開高健との往復書簡
滝田 誠一郎・著

 小学館・刊

■ご自愛さん（矢部太郎、PHP研究所）心がふっと軽く
なる55のマンガと言葉を掲載。手紙の最後に「ご自愛く
ださい」とひと言そえるように描かれた矢部太郎の小さな
日常。今日がんばった自分に「おつかれさま」と言いたく
なる見開き1話完結のエッセイマンガ。■あなたのための
ショコラショー（内山純、角川文庫）40歳を機に仕事復
帰することになった八重樫靖羽。職場で緊張をほぐすチョ
コクッキー。思春期の娘の心に寄り添うホットチョコレー
ト。チョコレートは自由に形を変えて進化したと知った靖
羽は自分自身と向き合い始める。美味しくて勇気をもらえ
る物語。■世界のニュースを日本人は何も知らない BEST
版（谷本真由美、ワニブックスPLUS新書）報道、常識、
教養、エンタメ、日本の評価など、世界の見え方がガラッ
と変わる、基本が詰まった入門書。ベストセラーシリーズ
の第１弾～第５弾を一冊に凝縮した本書。日本のメディア
報道に疑問を感じたら必ず読むべき本。■栞と嘘の季節（米
澤穂信、集英社文庫）高校で図書委員を務める堀川と松倉。
ある放課後、図書室の返却本の中に押し花の栞が挟まって
いるのに気づく。小さくかわいらしいその花は、猛毒のト
リカブトだった。直木賞受賞第一作の、著者の原点とも言
える青春ミステリー。ベストセラー『本と鍵の季節』の続編。
■眠れないほど面白い大奥の謎（由良弥生、三笠書房）江
戸城大奥。そこは愛憎と陰謀が渦巻く6000坪の「男子禁制の館」。1000人
近い女たちが住んでいた特殊な世界で繰り広げられた人間ドラマとは。壮絶
な嫉妬や出世争いの舞台となった「女の館」でどう暮らし、何に喜びを見出
していたのか。「一生奉公」の値段、絢爛豪華な装い、そしてスキャンダル。
大奥の女たちの生活を浮き彫りにする。■人はどこで人生を間違えるのか（加
藤諦三、幻冬舎新書）「自分は生き方をどこで間違えたのか」と悩む人は多
いだろう。その原因は「外化」という心理メカニズムによって、不安や怒り
にまかせて他人を責めてしまうことにあった。「外化」の罠から抜け出せれば、
本当のあなたを取り戻し、もっと楽に生きるための道筋が見えてくる。人生
相談のカリスマが贈る、満足のいく日々を送るための心理学。（高田由起子）
　　　　　　　　　　　　　　　■書籍・資料協力：紀伊國屋書店NY本店

　

矢
部
太
郎
の
日
常
を
描
く
エ
ッ
セ
イ
漫
画
。
美
味
し
く
て
勇
気
を
も
ら
え
る
物
語
。
ベ

ス
ト
セ
ラ
ー
シ
リ
ー
ズ
を
一
冊
に
凝
縮
。
米
澤
穂
信
の
原
点
、
青
春
ミ
ス
テ
リ
ー
。
大
奥

の
女
た
ち
の
生
活
と
は
。
満
足
の
い
く
日
々
を
送
る
た
め
の
心
理
学
。

 ■ 即買える新刊を紹介 ■

 ▲クリックすると新刊購入サイトへ！

　

２
０
２
１
年
の
ノ
ー
ベ
ル
物

理
学
賞
に
選
ば
れ
た
眞
鍋
淑
郎

氏
の
「
気
候
モ
デ
ル
」
に
よ
り
、

二
酸
化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２
）
濃
度

が
２
倍
に
な
る
と
地
球
の
温
度

が
約
２
度
あ
が
る
こ
と
が
、
世

界
で
初
め
て
計
算
で
明
ら
か
に

な
っ
た
。
多
く
の
動
物
や
魚
た

ち
が
温
暖
化
の
影
響
で
絶
滅
の

危
機
に
瀕
し
て
い
る
。
年
々
、

暑
く
な
っ
て
い
る
と
感
じ
る

夏
。
気
候
変
動
に
よ
る
地
球
の

温
暖
化
は
、
ま
っ
た
な
し
の
大

問
題
で
あ
る
。

　

本
書
『
た
っ
た
２
℃
で
…
地

球
の
気
温
上
昇
が
も
た
ら
す
環

境
災
害
』
で
は
、
も
し
地
球
の

気
温
が
２
度
あ
が
っ
た
ら
、
私

た
ち
人
間
も
ふ
く
め
て
地
球
上

の
す
べ
て
の
生
き
も
の
に
大
き

な
影
響
が
あ
る
こ
と
を
、
子
ど

も
た
ち
に
も
直
感
的
に
わ
か
る

よ
う
な
構
成
と
絵
に
よ
っ
て
伝

え
て
い
る
。
作
者
は
韓
国
人
作

家
の
キ
ム
・
フ
ァ
ン
氏
。
人
間

は
暑
く
て
も
ど
う
に
か
し
て
涼

し
く
過
ご
す
手
段
が
あ
る
が
、

野
生
動
物
は
そ
う
は
い
か
な
い

た
め
直
接
大
き
な
影
響
を
う
け

て
し
ま
う
。
読
む
と
少
し
恐
ろ

し
く
な
る
内
容
だ
が
、
大
人
も

子
供
も
読
む
べ
き
本
。（
高
田
）　

子
ど
も
た
ち
に
美
し
い
地
球
を
残
す
た
め
に

 『たった２℃で…』
作：キム・ファン　絵：チョン・ジンギョン 
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Ｎ
Ｙ
郊
外
の
山
頂
に
そ
び
え
る
巨
大
な
日
本
建
築
の
レ
ス
ト
ラ
ン
「
マ
ウ
ン
ト
・
フ
ジ
」
は
３

日
（
日
）、
昨
年
に
続
き
第
５
回
目
と
な
る
「
夏
祭
り
」
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
た
。
今
年
も
参
加
を

待
ち
望
ん
で
い
た
人
々
の
心
を
射
止
め
た
同
イ
ベ
ン
ト
は
、
前
売
り
券
も
す
ぐ
に
完
売
。
当
日
は

約
６
０
０
名
の
参
加
者
が
集
い
、
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。

「
日
本
の
「
技
」
を
通
じ
て
、
日
米

相
互
間
の
理
解
と
友
好
を
深
め
た
い
」

「
美
味
し
い
食
事
に
ゲ
ー
ム
、
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の
一
日
」

「
多
く
の
企
業
か
ら
の
支
援
を

地
元
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
還
元
」

「
華
や
か
な
夏
祭
り

イ
ベ
ン
ト
の
裏
に
は
・
・
・
」

多田オーナーと若手協賛者たち

出店・出演者とスタッフ一同ラッフル特別賞 ( 協賛ユナイテッド航空 )

　

夏
祭
り
を
開
催
す
る
に
あ
た

っ
て
、
多
田
貴
将
（
た
だ
・
よ

し
ま
さ
）
オ
ー
ナ
ー
は
、「
米

国
在
住
の
日
系
人
や
地
元
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
の
方
々
に
日
本
の
お

祭
り
を
楽
し
ん
で
頂
き
、
日
本

文
化
の
体
験
を
通
し
て
民
間
レ

ベ
ル
の
国
際
交
流
、
そ
し
て
国

民
相
互
間
の
理
解
と
友
好
を
更

に
深
め
る
事
に
繋
が
れ
ば
、
と

て
も
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
ま
た

ア
メ
リ
カ
で
活
躍
す
る
、
日
系

の
シ
ェ
フ
や
パ
フ
ォ
ー
マ
ー
の

方
々
に
集
ま
っ
て
頂
き
、
素
晴

　
「
夏
祭
り
イ
ベ
ン
ト
当
日
の

『
一
瞬
の
花
火
』
の
様
な
輝
き

の
た
め
に
、
２
週
間
ほ
ど
前
か

ら
、
毎
日
朝
か
ら
晩
ま
で
準
備

作
業
に
追
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

今
年
は
、
裏
話
で
す
が
夏
祭
り

イ
ベ
ン
ト
数
日
前
の
激
し
い
雷

雨
で
、
完
成
し
て
い
た
大
テ
ン

ト
が
す
べ
て
破
壊
さ
れ
て
し
ま

い
ま
し
た
の
で
、
数
年
前
に
壊

れ
た
テ
ン
ト
の
パ
ー
ツ
を
寄
せ

集
め
た
後
、
パ
イ
プ
の
長
さ
や

ネ
ジ
を
差
し
込
む
位
置
が
違
う

の
で
、
プ
ラ
モ
デ
ル
を
作
る
よ

う
に
、
自
分
達
で
サ
ン
ダ
ー
で

切
っ
た
り
ド
リ
ル
で
穴
を
開
け

て
、
当
日
は
何
事
も
無
か
っ
た

よ
う
に
、
大
テ
ン
ト
４
つ
を
修

復
し
て
完
成
さ
せ
ま
し
た
。
我

な
が
ら
テ
ン
ト
屋
さ
ん
か
と
思

う
ほ
ど
で
し
た
。
一
緒
に
一
生

懸
命
に
作
業
を
や
っ
て
く
れ
た

従
業
員
に
は
感
謝
感
謝
で
す
。

ま
た
、
そ
の
雷
雨
で
、
デ
ィ
ナ

ー
営
業
中
の
レ
ス
ト
ラ
ン
が
停

電
し
た
り
、
フ
ィ
ナ
ー
レ
に
使

用
す
る
ス
カ
イ
ラ
ン
タ
ン
が
、

オ
ハ
イ
オ
州
の
税
関
で
１
週
間

以
上
足
止
め
さ
れ
て
、
手
元
に

届
い
た
の
は
本
番
２
日
前
だ
っ

た
り
（
日
本
へ
の
注
文
は
例
年

通
り
１
カ
月
前
）
と
、
特
に
今

回
の
準
備
期
間
は
ド
ラ
マ
が
あ

り
す
ぎ
て
、
泣
く
の
を
超
え
て

笑
え
ま
し
た
。
そ
ん
な
ド
ラ
マ

だ
ら
け
の
準
備
期
間
だ
っ
た
の

で
、
先
代
オ
ー
ナ
ー
の
義
父
母

と
神
様
が
、
ご
褒
美
に
と
夏
祭

り
イ
ベ
ン
ト
当
日
は
『
最
高
の

夏
祭
り
日
和
の
お
天
気
』
を
ギ

フ
ト
と
し
て
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て

く
れ
た
ん
だ
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
夏
祭
り
を
通
し

て
参
加
者
の
方
か
ら
嬉
し
い
将

来
の
夢
も
出
て
き
て
い
ま
す
。

氷
彫
刻
家
の
岡
本
慎
太
郎
さ
ん

は
、
い
つ
か
息
子
さ
ん
と
一
緒

に
こ
の
夏
祭
り
イ
ベ
ン
ト
で
親

子
氷
彫
刻
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を

や
り
た
い
ね
っ
て
言
っ
て
く
れ

ま
し
た
。
２
人
兄
弟
な
の
で
、

兄
弟
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
も
是
非

と
お
伝
え
し
ま
し
た
が
、
こ
の

夏
祭
り
は
、
日
系
人
の
子
供
達

の
た
め
に
も
末
永
く
続
け
て
い

き
た
い
で
す
ね
」
と
多
田
さ
ん

は
語
る
。

　

マ
ウ
ン
ト
・
フ
ジ
で
は
、
体

験
型
の
日
本
文
化
を
発
信
し
続

け
る
場
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
も

お
客
様
か
ら
裏
方
の
ス
タ
ッ
フ

ま
で
皆
ん
な
が
笑
顔
に
な
れ
る

「
Ｍ
Ｔ
．
Ｆ
Ｕ
Ｊ
Ｉ
レ
ス
ト
ラ

ン
ら
し
い
夏
祭
り
イ
ベ
ン
ト
」

を
続
け
て
い
く
。Mt. Fuji Japanese Steakhouse
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マ
ウ
ン
ト
・
フ
ジ
の
夏
祭
り 

今
年
も
盛
大
に

岡本慎太郎さんが実演した氷の彫刻

　

当
日
は
、
屋
外
広
場
を
会
場

に
、
協
賛
レ
ス
ト
ラ
ン
や
企
業

が
提
供
す
る
食
事
や
飲
み
物
の

販
売
テ
ン
ト
が
並
び
、
篠
原
総

料
理
長
を
シ
ェ
フ
の
ま
と
め

役
と
し
て
、「Abe’s Kitchen

」

の
安
陪
シ
ェ
フ
、「Ramen 

Nakamura

」
の
中
村
シ
ェ
フ
、

「Mifune

」
前
総
料
理
長
の
浦

田
シ
ェ
フ
、
ミ
シ
ュ
ラ
ン
レ
ス

ト
ラ
ン
の
「
鳥
え
ん
」
か
ら
安

田
総
料
理
長
、
同
じ
く
ミ
シ
ュ

ラ
ン
レ
ス
ト
ラ
ン
「YUU

」
の

島
野
シ
ェ
フ
と
古
川
シ
ェ
フ
、

「Tokugawa

」
の
樋
口
シ
ェ

フ
、「Jo

」
の
阿
部
シ
ェ
フ
、

公
下
シ
ェ
フ
、
小
堀
ア
シ
ス
タ

ン
ト
、
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
「
出
汁

尾
粂
」
か
ら
宮
島
店
長
、
初
参

加
の「W

agyuman

」、「CbyC

」

か
ら
羽
生
ペ
ス
ト
リ
ー
シ
ェ

フ
、「KAI Sweets

」
の
餅
ド

ー
ナ
ツ
と
紫
芋
モ
ン
ブ
ラ
ン
・

ウ
ィ
ズ
・
抹
茶
ソ
フ
ト
ク
リ
ー

ム
、「
お
た
ふ
く
ソ
ー
ス
」
の

お
好
み
焼
き
、
そ
し
て
、
日
本

　

同
イ
ベ
ン
ト
を
実
現
さ
せ
る

に
あ
た
り
、
コ
ー
リ
ン
、
ユ
ナ

イ
テ
ッ
ド
航
空
、
共
同
貿
易
、

ウ
ィ
ズ
メ
タ
ッ
ク
、
獺
祭
ブ
ル

ー
、
い
い
ち
こ
Ｕ
Ｓ
Ａ
、
ふ
き

や
（
湯
河
原
温
泉
）、
中
島
屋

ホ
テ
ル
（
静
岡
県
）、
鮨
青
木
、

ス
シ
・
ノ
ズ
、
浅
草
今
半
国
際

通
り
、
ヤ
マ
サ
醤
油
、
出
汁
尾

粂
、
Ｊ
Ｆ
Ｃ
、
サ
ン
ト
リ
ー
、

ら
し
い
『
技
』
を
披
露
し
て
頂

く
事
で
お
客
様
も
楽
し
め
る

し
、
シ
ェ
フ
や
パ
フ
ォ
ー
マ
ー

の
皆
様
に
も
日
本
食
や
日
本
の

伝
統
芸
能
を
通
し
て
、
母
国
日

本
に
改
め
て
誇
り
を
感
じ
て
も

ら
え
る
様
な
時
間
と
空
間
を
ク

リ
エ
イ
ト
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
に

な
れ
ば
と
思
い
、
今
年
も
夏
祭

り
を
企
画
し
ま
し
た
」
と
語
っ

た
。

酒
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
の
新
川

さ
ん
な
ど
、
錚
々
た
る
面
々

が
腕
を
振
る
い
、「
屋
台
フ
ー

ド
」
と
は
呼
べ
な
い
ク
オ
リ

テ
ィ
の
高
い
料
理
の
数
々
に
、

参
加
者
は
舌
鼓
を
打
っ
て
い

た
。
そ
し
て
、
氷
彫
刻
の
世

界
大
会
で
優
勝
経
験
も
あ
る

氷
彫
刻
師
の
岡
本
慎
太
郎
さ

ん
（
岡
本
ス
タ
ジ
オ
）
が
登

場
。
実
演
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を

行
い
、
今
年
の
干
支
で
あ
る

「
巳
」
が
ど
ん
ど
ん
完
成
し
て

い
く
様
子
に
参
加
者
は
熱
い

視
線
を
送
っ
て
い
た
。
ま
た
、

屋
内
の
イ
ベ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス

で
は
、
飴
細
工
士
の
キ
ャ
ン

デ
ィ
５
さ
ん
な
ど
の
実
演
に

子
供
達
が
目
を
輝
か
せ
て
い

た
。
そ
の
後
、
屋
内
の
ス
テ

ー
ジ
で
は
、
和
太
鼓
と
ダ
ン

ス
を
融
合
さ
せ
た
「
鼓
舞
（
Ｃ

Ｏ
Ｂ
Ｕ
）」
の
圧
巻
の
演
舞
に

参
加
者
は
魅
了
さ
れ
て
い
た
。

そ
し
て
、
第
二
部
の
屋
内
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
と
し
て
、
カ

ナ
ダ
人
落
語
家
の
桂
三
輝
（
か

つ
ら
・
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
）
さ

ん
に
よ
る
独
演
会
が
行
わ
れ
、

参
加
者
は
そ
の
伝
統
芸
能
を

大
い
に
楽
し
ん
だ
。

伊
藤
園
、
茅
乃
舎
、
サ
ク
ラ
イ
・

キ
モ
ノ
＆
ス
タ
イ
ル
ズ
、
リ
ト

ル
・
ジ
ャ
パ
ン
Ｕ
Ｓ
Ａ
、
ア
ム

ネ
ッ
ト
、
バ
ル
ミ
ュ
ー
ダ
Ｕ
Ｓ

Ａ
、
宝
酒
造
、
Ｌ
ａ
ｄ
ｙ　

Ｍ

な
ど
の
企
業
か
ら
の
サ
ポ
ー
ト

も
あ
り
、「
皆
様
か
ら
の
多
大

な
ご
協
力
の
お
陰
で
、
こ
の
夏

祭
り
が
今
年
も
開
催
出
来
ま
し

た
こ
と
を
心
か
ら
感
謝
し
て
い

ま
す
。
こ
の
様
な
機
会
を
通
し

て
、
日
系
人
同
士
の
絆
も
よ
り

強
く
な
れ
る
事
を
願
っ
て
お
り

ま
す
」
と
多
田
さ
ん
は
語
る
。

　

そ
し
て
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
イ

ベ
ン
ト
と
し
て
行
わ
れ
た
こ
の

夏
祭
り
は
、
収
益
の
一
部
を
地

元
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ
の
寄
付
に

充
て
、
地
元
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
か

ら
受
け
て
き
た
こ
れ
ま
で
の
サ

ポ
ー
ト
へ
の
恩
返
し
も
忘
れ
な

い
。

http://www.mtfujirestaurants.com/



